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【提言】

地域に埋もれている歴史的価値
掘り起こすのは地元の力
─川上淳 札幌大学地域共創学群教授
【実例】

樺戸道路が結ぶ過去と未来
歴史の光と影を見つめる
─月形町・三笠市・岩見沢市・美唄市
【リレーインタビュー】 
アイヌ文化を欧米に発信
観光との相乗効果に期待も
─斉野英俊 株式会社JTB 北海道事業部営業第五課長
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自治体職員のための政策情報誌［プラクティス］

市町村職員
フォトグラフ
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こ の 大 地 に 生 き て

パープルアワー・夜明けの朱鞠内湖（幌加内町）

白鳥の羽休め（幌加内町雨煙内地区）

黄金色の絨毯（幌加内町朱鞠内地区）

　幌加内町を中心に、多くの自然が残る町内の四季
や、野鳥、動物を追いかけています。30 年前から「石
狩川」で一緒に活動してきた今津秀邦監督の映画「生
きとし生けるもの」の製作に途中から参加。映画の中
で出てくるドローン撮影の白鳥の飛んでいるシーン
や、大雪山の旭岳が雲の合間から出てくるシーン、ス
チールカメラ動画でスーパームーンが大雪山から昇る
シーンや、クマゲラが営巣木に穴を掘るシーン、カワ
ガラスが氷の張った川から餌を捕るシーンなどを手が

けています。
　この映画は、平成 29 年６月３日に
旭川、札幌、新宿で同時公開され、現
在も道内各地で上映されています。30
年には日本映画撮影監督協会ＪＳＣ
賞を今津監督が受賞するなど、映画
界からも期待される内容です。
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（おのだ・ともひさ）昭和 35 年幌加内町生まれ。高校１年生から写
真を始め、30 年前から旭川市内の写真作家集団「石狩川」で撮影活
動をしている。風景写真を撮り続け、10 年ほど前からは野鳥や動物
を、３年ほど前からはドローン空撮による作品を作っている。57 歳。
◀ドローンを操縦し流氷を撮影（右は今津監督）

幌加内町教育委員会教育長　小野田 倫久氏



１００年先に何を伝えるのか
　「歴史」という言葉に何を思い浮かべるだろうか。地中に眠る土器、
乱世を生きた戦国武将、城郭や寺社仏閣、戦争や自然災害─。
　日々の暮らしの中で意識することは少ないが、地域には先人が紡いで
きた「歴史」が息づいている。

　「北海道は歴史が浅い」と言われるが、それは一面的な見方でしかな
い。旧石器、縄文、続縄文、擦文、オホーツク文化、アイヌ文化、そし
て和人の進出と明治以降の開拓の歴史─。世界と同じ時間軸の中で時を
刻んできた。

　北海道人は「新しもの好き」とも言われる。近現代の国土開発や、戦
後の高度成長に伴い、有象無象の歴史的資産が失われていった。
　だが、近年は顧みられることが無かった歴史の残照が、新たな地域資
源として脚光を浴びている。

　今年は北海道命名から150年を迎えた。悠久の歴史の中で一瞬の通
過点に過ぎないが、地域の歩みを振り返りながら、先人が残してくれた
宝物を守り伝え、これからのまちづくりに活かしていく方法を考える大
切な節目にしたい。

表紙
・�姥神大神宮渡御祭で執り
行われる勇壮な「宿入之
儀」（江差町）
・�カリンバ遺跡123号墓
で発掘された縄文時代の
漆製装身具（恵庭市）
・�3年間の噴火活動で生ま
れた昭和新山（壮瞥町）
・�最後の日本式城郭となっ
た松前城（松前町）

写真（上左から）
・�大都市に眠る金鉱山の跡
（札幌市：手稲鉱山）
・�産業を支えた道内最古の
鉄橋（千歳市：山線鉄橋）
・�戦争の記憶を物語る（根
室市：トーチカ群）
・�漁場の生活を思う（上ノ
国町：旧笹浪家住宅）
・�ニシン漁の全盛期を思わ
せる祭礼（江差町：姥神
大神宮渡御祭）

　北海道市町村振興協会は「研修支援事業」として、市町村職員や地域リーダーの資質向上を目的に、市町村や地方
自治関係団体が実施する各種研修会等の開催を支援し、明るく住みよいまちづくりをサポートしています。

■地域づくりセミナー開催支援事業
　地域住民参画の下、グループ討議やワークショップ等を通じて地域づくりを推進するためのセミナーを自主的に開
催する市町村を対象に、開催に要する経費について 30 万円を限度に助成しています。

■市町村職員まちづくり研修会開催支援事業
　市町村職員を対象とするグループ討議やワークショップ等を通じて、まちづくりの知識習得や政策形成能力の向上
を図る研修会を開催する市町村を対象に、開催に要する経費について 30 万円を限度に助成しています。
※上記の２事業は、学識経験者や地方自治関係団体の職員等で構成している「公益財団法人北海道市町村振興協会助成金審査会」で事業の内
容や効果を審査し、その答申を基に支援の可否を決定しています。

■北海道都市問題会議支援事業
　都市が抱える共通の問題や課題について研究・討議するため、北海道都市問題会議実行委員会（構成団体・北海道
市長会、開催地元市）が開催する会議に対して、開催に要する経費を助成しています。

■北海道市長会研修支援事業
　主管者研修会議、係長等研修会、政策研修・研究会等

■北海道町村会研修支援事業
　町村職員研修講師養成、研修講師研究会（フォローアップ研修）、全道副市町村長セミナー、政策懇談会等

■北海道市議会議長会研修支援事業
　議員研修会、職員研修会

■北海道町村議会議長会研修支援事業
　議長・事務局長研修会、議員研修会、事務局長研究会、議会事務局研修会、新任局長研修会、議会広報研修会等

■北海道町村等監査委員協議会研修支援事業
　監査委員・補助職員研修会、監査補助職員研修会、監査ゼミナール研修会
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編集・発行
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〒060-0004
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TEL：（011）232-0281
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編集協力
株式会社道銀地域総合研究所
株式会社北海道建設新聞社

協会事業に関するアンケート調査を実施しました
　北海道市町村振興協会は、当協会が実施する事業等に対する市町村の認識や評
価、意見要望等を把握し、中長期的展望に立った運営方策を検討し、今後の事業展
開に反映するため、道内市町村（札幌市を除く。）を対象とするアンケート調査を４
月６日～27日に実施しました。このアンケートは５年に１回実施しているもので、
調査の結果つきましては、７月中にも報告書として各市町村に送付する予定です。
　また、本年度は地方自治関係団体や市町村職員等で構成する「北海道市町村振興
協会事業に関する調査検討会」を設置し、アンケート結果等を基に市町村のニーズ
に沿った事業展開の在り方や今後の方向性を議論することとしています。

編集担当○×余録
■公文書と言えばＺ務省に某Ａ省…ではなく。行政文書や図面などを発掘して、地
域の歴史を解き明かす作業を経験したことがあります。達筆すぎる毛筆、インクが
にじむ万年筆、和文タイプ、ガリ版刷り、青焼き、ワープロの感熱紙…。記録を基
に現地を歩くと、地形や道路の姿に歴史の断片を見出すことができます。そんなマ
イナーな作業を楽しく映像化したＮＨＫの「ブラタモリ」が注目されています。
■番組では崖を登り、岩石を叩いたり舐めたり。家族はドン引きですが、同じこと
している奴が近くに居ますよ～♪。地域の歴史を分かりやすく解説するアウトリー
チの手法として番組は注目されています。歴史的資源の活用などと大げさなことで
はなく、まずは地図を片手にマチを歩いてみてはいかがでしょうか。〈ま〉

研修支援事業のご紹介

※各事業の詳細及び支援申請等につきましては、当協会事業推進担当にお問い合わせください。
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心
に
そ
の

価
値
を
科
学
的
に
検
証
し
、
情
報
を
発
信

し
続
け
て
き
た
こ
と
で
、
ま
さ
に
〈
地
域

の
宝
〉
で
あ
る
、
現
在
の
釧
路
湿
原
が
あ

る
と
言
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

歴
史
的
資
源
─
保
存
か
ら
積
極
的
活
用

■
歴
史
・
文
化
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

　

明
治
以
降
の
北
海
道
に
は
、
食
糧
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
担
う
産
業
が
根
を
張
り

ま
し
た
。
高
度
成
長
の
終
焉
や
産
業
構
造

の
変
化
に
伴
い
、
地
域
に
残
さ
れ
た
建
物

や
設
備
が
産
業
遺
産
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
歴
史
的
資
源
の
ス

ト
ッ
ク
が
増
え
て
く
る
と
、
い
ず
れ
峻
別

を
迫
ら
れ
る
時
が
来
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

線
引
き
は
〈
活
用
〉
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
形
あ
る
も
の
は
い
ず
れ
な
く
な
る

と
い
う
摂
理
に
反
し
た
取
組
が
〈
保
存
〉

で
す
が
、
一
番
の
延
命
策
は
〈
使
う
〉
と

い
う
こ
と
で
す
。
本
来
の
用
途
で
使
う
の

が
理
想
で
す
が
、
用
途
を
変
え
、
手
を
加

え
な
が
ら
使
う
事
例
も
増
え
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
や
英
国
で
は
、
産
業
革
命
時
代
の

工
場
や
設
備
を
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、

博
物
館
と
し
て
活
用
し
、
も
の
づ
く
り
体

験
が
で
き
る
観
光
資
源
に
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
3
月
6
日
、
文
化
財
保
護
法
改

正
案
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
公
開
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て

「
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
て
文
化
財
保
護

に
取
り
組
む
」
と
一
歩
踏
み
込
み
、
歴
史

的
な
街
並
み
を
、
祭
礼
や
工
芸
技
術
な
ど

と
一
体
的
に
保
存
し
、
観
光
や
地
場
産
業

に
使
い
続
け
る
こ
と
で
、
文
化
財
を
継
承

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

研
究
者
か
ら
は
、
文
化
財
本
来
の
用
途

が
変
わ
り
、
内
観
や
外
観
が
変
わ
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
懸
念
を
表
明
す
る
動
き
も
出

て
い
ま
す
。
一
方
で
文
化
財
の
現
状
変
更

に
対
す
る
規
制
に
つ
い
て
は
「
ク
ギ
一
本

打
て
な
い
」「
草
一
本
抜
け
な
い
」
と
い

う
誤
っ
た
認
識
を
生
ん
で
い
た
こ
と
も
あ

り
、
法
改
正
で
保
存
か
ら
積
極
活
用
の
流

れ
を
加
速
さ
せ
て
い
く
考
え
で
す
。

　

厳
し
い
財
政
と
人
材
不
足
の
中
、
市
町

村
が
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
進
め
る
に

は
、
民
間
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
住
民

と
の
対
話
を
深
め
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー
を

ま
と
め
、
活
用
案
を
導
き
出
し
、
民
間
の

相
談
に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
べ

き
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
多
様
な
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
恒
久
的
な
仕
組
み
を

構
築
す
る
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

釧路湿原では学芸員がキタサ
ンショウウオなどの調査を行
い、未知の世界に光を当てて
いる

根室市初田牛
20 遺跡で発掘
された土偶。函
館市の中空土偶
とは形状が大き
く異なる
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無
形
の
事
件
や
出
来
事
に
光
を

■
地
域
に
埋
も
れ
た
歴
史
と
は

　

北
海
道
の
歴
史
は
、
開
拓
の
歴
史
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
旧
石
器
時
代
か
ら
縄

文
・
続
縄
文
文
化
を
経
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

文
化
期
、
ア
イ
ヌ
文
化
期
、
松
前
藩
成
立

後
は
和
人
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
近
世

偶
の
破
片
9
点
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
縄

文
時
代
後
期
の
も
の
で
す
が
、
面
貌
・
体

形
が
異
様
で
、
性
別
が
判
別
で
き
な
い
な

ど
、
同
時
代
の
も
の
と
比
較
す
る
と
特
異

な
土
偶
で
、
縄
文
文
化
研
究
の
貴
重
な
資

料
で
す
。
平
成
5
年
に
は
道
の
指
定
文
化

財
に
な
り
ま
し
た
が
、
認
知
度
が
高
い
と

は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

P r o f i l e

昭和29年生まれ。音更町出
身。駒澤大学文学部卒。立正
大学大学院修了後、学芸員とし
て根室市職員に。平成17年札
幌大学助教授を経て現職。専
門は日本北方史。厚岸・知内両
町の町史編さんに携わるほか、
小樽市歴史文化基本構想策定
委員会の委員長を務める。著
書に「千島アイヌ 千島への道
と来航者たち」『北海道の歴史
がわかる本』（共著）などがある。

川上　淳氏
（かわかみ・じゅん）

　
北
海
道
の
歴
史
は
、
先
住
民
族
の
ア
イ

ヌ
と
和
人
の
文
化
が
融
合
と
吸
収
し
な
が

ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
北
方
史
が
専
門

の
川
上
教
授
は
、
歴
史
的
価
値
を
持
つ
素

材
の
発
掘
に
は
、
地
域
の
歴
史
に
精
通
す

る
住
民
と
学
芸
員
・
図
書
館
司
書
の
連
携

が
必
要
と
訴
え
る
。
文
化
財
を
め
ぐ
る
国

の
方
針
が
単
体
で
の
保
存
・
保
護
か
ら
、

群
と
し
て
の
保
存
・
活
用
に
シ
フ
ト
す
る

中
、
市
町
村
に
は
新
た
な
指
針
づ
く
り
や

個
人
、
団
体
、
企
業
へ
の
支
援
を
充
実
・

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
提
言
す
る
。　

地
域
に
埋
も
れ
て
い
る
歴
史
的
価
値

掘
り
起
こ
す
の
は
地
元
の
力
札
幌
大
学
地
域
共
創
学
群
　
教
授
　
川
上
　
淳
氏

ア
イ
ヌ
文
化
期
が
続
き
ま
し
た
。
旧
石
器

時
代
か
ら
の
暮
ら
し
を
通
じ
て
、
多
彩
な

文
化
や
風
習
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
が
大
き
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
9
年
の

ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
施
行
後
は
、
全
道
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ア
イ
ヌ
語
や
伝
統
工
芸
は
存
亡
の
危

機
に
あ
り
ま
す
。
国
の
「
ア
イ
ヌ
政
策
の

あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」
が
ア

イ
ヌ
政
策
の
“
扇
の
要
”
と
し
て
提
言
し

た
民
族
共
生
象
徴
空
間
は
、
白
老
町
で
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
先
住
民
族

の
尊
厳
を
尊
重
す
る
拠
点
と
し
て
、
と
て

も
意
義
深
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
形
と
し
て
残
っ
て
い
る
建
物
や

風
習
・
習
慣
は
、
保
存
・
伝
承
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
無
形
の
事
件
や
出
来
事
に
は
光

が
当
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ペ
リ
ー
の
黒
船

が
浦
賀
に
来
航
す
る
60
年
前
の
1
7
9
2

年
、
根
室
に
入
港
し
た
ロ
シ
ア
船
・
エ
カ

テ
リ
ー
ナ
号
に
は
、
10
年
前
に
ロ
シ
ア
に

漂
着
し
た
大
黒
屋
光
太
夫
・
磯
吉
・
小
市

が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
使
節
の
ア
ダ
ム
・

ラ
ク
ス
マ
ン
は
3
人
の
送
還
を
申
し
出
る

と
と
も
に
、
通
交
と
通
商
を
求
め
て
き
ま

し
た
。
使
節
を
松
前
に
迎
え
る
幕
府
役
人

ら
が
根
室
に
到
着
し
た
の
は
7
カ
月
後
で
、　

そ
の
翌
日
に
は
小
市
が
病
死
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
老
中
・
松
平
定
信
の
資
料
が
天

理
大
学
に
あ
り
「
ヲ
ロ
シ
ャ
人
小
屋
外
廻

り
之
図
」
は
、
ロ
シ
ア
人
が
根
室
に
設
け

た
宿
舎
を
克
明
に
記
録
し
て
い
ま
す
。
11

代
将
軍
・
徳
川
家
斉
に
謁
見
し
た
光
太
夫

と
磯
吉
の
話
は
「
北ほ
く

槎さ

聞ぶ
ん

略り
ゃ
く」
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
小
市
の
墓
は
発
見
さ

れ
て
お
ら
ず
、
地
元
で
語
り
継
が
れ
て
い

る
だ
け
で
し
た
。
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航

2
0
0
年
を
記
念
し
て
、
小
市
の
慰
霊
碑

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
露
交
渉
の
端

緒
は
今
も
広
く
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

根
室
市
に
「
初
田
牛
20
遺
跡
」
が
あ
り

ま
す
。
昭
和
63
年
に
市
教
委
が
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
の
分
布
調
査
を
行
っ
た
際
、
土

提
言 

特
集

北
海
道
1
5
0
年
─
歴
史
的
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
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両
側
に
排
水
路
を
掘
り
、
丸
太
を
並
べ
て

上
か
ら
砂
利
を
盛
っ
た
。
三
笠
市
と
旭
川

市
を
結
ぶ
「
上
川
道
路
」
の
開
削
も
始
ま

り
、
両
集
治
監
の
囚
人
ら
を
動
員
し
、
延

長
約
90
㌔
の
仮
道
を
95
日
間
で
開
通
さ
せ

た
。
突
貫
工
事
の
背
景
に
は
、
帝
政
ロ
シ

ア
の
侵
攻
に
対
す
る
備
え
が
あ
っ
た
。

　

明
治
24
年
に
道
内
の
集
治
監
は
「
北
海

道
集
治
監
」
に
改
組
。
樺
戸
集
治
監
を
本

監
と
し
、
空
知
、
釧
路
、
網
走
の
分
監
を

置
い
た
。
そ
の
後
は
内
務
省
や
司
法
省
の

所
管
を
経
て
、
明
治
36
年
に
は
「
樺
戸
監

獄
」
に
改
称
。
政
治
犯
の
減
少
や
囚
人
労

働
に
対
す
る
批
判
の
強
ま
り
な
ど
を
背
景

に
大
正
8
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
現
在
の
月

形
刑
務
所
は
、
町
を
中
心
と
す
る
誘
致
活

動
に
よ
り
昭
和
58
年
に
開
設
さ
れ
た
。

樺
戸
道
路
を
広
域
周
遊
ル
ー
ト
に

　

平
成
28
年
、
月
形
町
、
三
笠
市
、
岩
見

沢
市
、
美
唄
市
の
広
域
連
携
に
よ
る
「
樺

戸
道
路
を
活
用
し
た
観
光
周
遊
ル
ー
ト
づ

く
り
協
議
会
」
が
発
足
し
た
。
先
人
が
困

難
の
末
に
切
り
開
い
た
「
樺
戸
道
路
」
を

広
域
周
遊
ル
ー
ト
と
し
、
樺
戸
集
治
監
や

空
知
管
内
の
炭
鉱
・
鉄
道
遺
産
な
ど
を
伝

承
す
る
と
と
も
に
、
宮
島
沼
な
ど
の
観
光

資
源
や
、
管
内
で
進
め
ら
れ
て
い
る
ワ
イ

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
の
取
組
を
結
び
付
け
、
交
流
人
口
の

拡
大
や
経
済
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

協
議
会
の
事
務
局
を
担
当
す
る
、
美
唄

市
経
済
部
観
光
振
興
課
の
佐
藤
政
直
主
任

は
「
歴
史
的
資
源
と
ワ
イ
ン
や
美
唄
焼
き

鳥
な
ど
の
食
文
化
、
多
様
な
観
光
資
源
を

絡
め
、
樺
戸
道
路
を
中
心
と
す
る
市
町
の

広
域
連
携
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
や
国
内
外

の
観
光
客
誘
致
を
進
め
ま
す
」
と
話
す
。

　

協
議
会
は
昨
年
12
月
、
情
報
発
信
の
一

環
と
し
て
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
・
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
「
空
知
の
大
地
〜
樺
戸
道
路

が
繋
い
だ
歴
史
」
と
い
う
約
30
分
の
動
画

を
公
開
し
た
。
在
米
の
映
画
監
督
・
光
武

蔵
人
氏
が
制
作
の
指
揮
を
執
り
、
俳
優
の

石
橋
凌
さ
ん
が
ナ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
（
繁
体
字
）
の

動
画
3
本
を
配
信
し
て
お
り
、
再
生
回
数

は
今
年
3
月
末
で
11
万
回
を
超
え
た
。

　

昨
年
度
は
旅
行
代
理
店
の
開
発
担
当
者

や
海
外
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
と
し
た
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
。
本
年
度
は
代
理
店

が
ツ
ア
ー
販
売
を
試
行
す
る
。
樺
戸
道
路

の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
「
語
り
部
」
の
育
成

に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
今
年
2
月
に
は

櫻
庭
名
誉
館
長
ら
を
講
師
と
す
る
「
地
域

ガ
イ
ド
育
成
研
修
会
」
を
開
催
。
本
年
度

は
道
立
美
唄
尚
栄
高
校
の
生
徒
が
「
全
国

高
等
学
校
観
光
選
手
権
」
に
、
エ
ン
ト

リ
ー
を
予
定
し
て
お
り
、
若
い
世
代
を
対

象
と
し
た
歴
史
の
伝
承
に
も
力
を
入
れ
る
。

負
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ

　

空
知
管
内
で
は
日
中
戦
争
が
泥
沼
化
し

た
昭
和
14
年
以
降
、
徴
兵
に
よ
る
炭
鉱
労

働
者
の
不
足
を
補
う
た
め
、
朝
鮮
人
労
働

者
や
中
国
人
捕
虜
が
送
り
込
ま
れ
、
過
酷

な
労
働
で
多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
た
。

　

美
唄
市
の
寺
院
で
昭
和
57
年
、
朝
鮮
人

や
中
国
人
労
働
者
4
7
3
人
の
氏
名
や
出

身
地
、
死
亡
日
を
記
し
た
過
去
帳
が
発
見

さ
れ
た
。
市
は
昭
和
60
年
、
市
民
の
協
力

で
韓
国
・
天
安
市
の
国
立
墓
地
に
慰
霊
碑

を
建
立
。
悲
惨
な
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る

取
組
を
進
め
て
き
た
。
現
在
も
市
内
を
訪

れ
る
遺
族
と
交
流
を
続
け
て
い
る
。
佐
藤

主
任
は
「
地
域
の
悲
し
い
記
憶
を
覆
い
隠

す
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
発
信
す
る
こ

と
で
、
そ
の
歴
史
が
風
化
し
て
し
ま
う
こ

と
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

協議会が作成
したパンフ
レット。目を
引くようカニ
をメーンに据
えた

地元の歴史を知ることが大切─
と語る美唄市の佐藤主任

⃝�北海道開拓の〝光と影〟に向き合いながら、�
地域の将来像を描く

⃝�囚人労働の歴史を発掘し、先人への感謝の思いを
後世に語り継ぐ

⃝�地域に隠れた歴史を通じて、近現代史の�
歴史的背景や視点を知る

⃝�樺戸道路を中心として、地域の歴史的�
資源と観光資源をつなげる

⃝�4市町の連携で歴史的遺産を�
活かして広域周遊ルートを形成する

ここがポイント ！
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北
海
道
の
開
拓
と
帝
政
ロ
シ
ア
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
、
明
治
政
府
は
道
路
や

河
川
な
ど
の
土
木
工
事
、
石
炭
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
開
発
に
多
く
の
囚
人
を
労
働

力
と
し
て
投
入
し
た
。
美
唄
市
と
月
形
町
を
結
ぶ
「
樺
戸
道
路
」
も
そ
の
一
つ
だ
。

岩
見
沢
、
美
唄
、
三
笠
の
3
市
と
月
形
町
で
組
織
す
る
「
樺
戸
道
路
を
活
用
し
た
観

光
周
遊
ル
ー
ト
づ
く
り
協
議
会
」
は
、
先
人
の
血
と
汗
で
築
い
た
樺
戸
道
路
と
囚
人

労
働
の
原
点
で
あ
る
樺
戸
集
治
監
、
旧
産
炭
地
の
歴
史
的
資
源
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
新
た
な
観
光
周
遊
ル
ー
ト
づ
く
り
と
地
域
の
歴
史
伝
承
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

樺
戸
道
路
が
結
ぶ
過
去
と
未
来

歴
史
の
光
と
影
を
見
つ
め
る

月
形
町
・
三
笠
市
・
岩
見
沢
市
・
美
唄
市

樺
戸
集
治
監
の
設
置
と
背
景
と
は

　

明
治
10
年
9
月
、
国
内
最
後
の
内
戦
と

な
っ
た
西
南
戦
争
が
西
郷
隆
盛
の
自
刃
で

幕
を
閉
じ
た
。
相
次
ぐ
士
族
の
反
乱
に
伴

い
、
政
治
犯
の
収
監
が
激
増
し
、
全
国
に

あ
る
府
県
立
の
監
獄
は
囚
人
で
満
杯
と

な
っ
た
。
事
態
を
打
開
す
る
た
め
、
内
務

卿
の
伊
藤
博
文
は
、
北
海
道
開
拓
の
労
働

力
と
し
て
囚
人
を
送
る
方
針
を
固
め
た
。

　

政
府
は
開
拓
長
官
・
黒
田
清
隆
に
候
補

地
の
選
定
を
指
示
。
福
岡
県
出
身
の
内
務

官
僚
・
月
形
潔
ら
が
調
査
に
当
た
り
、
石

狩
川
の
水
運
が
利
用
で
き
る
月
形
町
が
選

ば
れ
た
。
明
治
14
年
に
東
京
・
宮
城
に
次

ぐ
全
国
3
番
目
の
「
樺
戸
集
治
監
」
が
開

設
さ
れ
、
月
形
が
初
代
典
獄
（
所
長
）
に

就
任
。
名
字
を
冠
し
た
「
月
形
村
」
が
生

ま
れ
た
。
東
京
の
終
身
囚
39
人
を
皮
切
り

に
5
0
0
人
超
の
囚
人
が
送
ら
れ
、
全
国

最
大
の
集
治
監
と
な
っ
た
。
翌
年
に
は
収

監
者
が
8
3
7
人
に
増
え
た
が
、
厳
し
い

労
働
や
寒
さ
、
ビ
タ
ミ
ン
の
欠
乏
に
よ
る

脚
気
な
ど
で
1
1
9
人
が
死
亡
し
た
。

　

明
治
15
年
に
は
、
幌
内
炭
鉱
が
あ
る
三

笠
市
に
空
知
集
治
監
、
18
年
に
は
標
茶
町

に
釧
路
集
治
監
、
23
年
に
は
網
走
市
に
釧

路
集
治
監
網
走
分
監
も
開
設
さ
れ
た
。
囚

人
は
道
路
や
治
水
工
事
、
農
地
開
墾
、
石

炭
や
硫
黄
な
ど
の
鉱
産
資
源
の
採
掘
に
も

従
事
さ
せ
ら
れ
た
。
昭
和
52
年
に
作
家
の

吉
村
昭
が
発
表
し
た
小
説
「
赤
い
人
」

は
、
典
獄
の
月
形
や
看
守
ら
と
と
も
に
、

脱
走
を
防
止
す
る
た
め
、
朱
色
に
染
め
た

囚
人
服
を
着
せ
ら
れ
た
、
樺
戸
集
治
監
の

囚
人
た
ち
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。

開
拓
を
支
え
た
先
人
へ
の
感
謝
を

　

月
形
町
に
樺
戸
集
治
監
の
歴
史
を
伝
え

る
「
月
形
樺
戸
博
物
館
」
が
あ
る
。
名
誉

館
長
で
前
町
長
の
櫻
庭
誠
二
さ
ん
は
「
北

海
道
の
内
陸
開
発
は
囚
人
労
働
を
抜
き
に

は
語
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
起
点
と
な
る
の
が

樺
戸
集
治
監
で
す
。
毎
年
9
月
に
は
町
内

の
囚
人
墓
地
で
、
町
が
主
催
す
る
物
故
者

追
悼
式
を
執
り
行
い
、
先
人
に
対
す
る
感

謝
の
思
い
を
伝
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

樺
戸
集
治
監
は
明
治
19
年
、
北
海
道
庁

の
設
置
に
伴
い
道
庁
長
官
の
指
揮
下
に

入
っ
た
。
同
年
は
樺
戸
・
空
知
両
集
治
監

を
結
ぶ
全
長
11
㌔
の
「
樺
戸
道
路
」（
現
・

道
道
月
形
峰
延
線
）
の
建
設
に
着
手
。
水

は
け
の
悪
い
泥
炭
湿
地
で
、
道
路
敷
地
の

法務省矯正局から「矯正広報大使」
に任命されている櫻庭名誉館長

実
例
P
a
r
t 
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年
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的
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
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の
後
に
は
、す
べ
て
地
元
産
の
食
材
を
使
っ

た
「
千
軒
そ
ば
」
を
振
る
舞
い
、
今
年
3

月
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
「
松
前
神
楽
」
の
鑑
賞
な
ど
、
福

島
町
の
歴
史
と
食
と
文
化
を
堪
能
す
る
。

　

住
民
有
志
に
よ
る
活
動
に
つ
い
て
、
鳴

海
清
春
町
長
は
「
ど
の
町
も
歴
史
が
あ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
を
資
源

と
し
て
磨
き
上
げ
、
ま
ち
づ
く
り
や
活
性

化
に
活
か
し
て
い
く
に
は
、
行
政
が
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
支
援
し
て
い
く
こ
と

は
当
然
の
こ
と
。
そ
の
意
味
で
殿
様
街
道

は
格
好
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
だ
」
と
語
る
。

　

福
島
町
の
人
口
は
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
の

工
事
が
始
ま
っ
た
1
9
7
0
年
代
に
は
1

万
人
を
超
え
て
い
た
が
、
昭
和
60
年
の
工

事
完
成
に
伴
い
工
事
関
係
者
の
転
出
が
一

気
に
進
み
、
現
在
で
は
4
千
人
台
と
な
っ

て
い
る
。
町
内
に
は
「
横
綱
千
代
の
山
・

千
代
の
富
士
記
念
館
」
や
「
青
函
ト
ン
ネ

ル
記
念
館
」
な
ど
の
観
光
施
設
も
あ
る

が
、
通
過
型
観
光
か
ら
の
脱
却
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
。

　

鳴
海
町
長
は
「
福
島
単
独
で
多
く
の
観

光
客
を
呼
び
込
む
の
は
難
し
い
。
私
は
集

客
と
い
う
点
で
は
松
前
が
重
要
と
思
っ
て

い
ま
す
。
桜
や
松
前
城
な
ど
、
豊
か
な
観

光
資
源
が
あ
る
松
前
町
を
訪
れ
る
お
客
さ

ん
が
、
福
島
町
に
流
れ
て
く
る
仕
組
み
作

り
が
重
要
で
す
」
と
語
る
。
そ
の
上
で

「
人
口
減
少
の
対
策
は
子
育
て
支
援
や
住

宅
建
設
へ
の
補
助
な
ど
『
福
島
に
住
み
続

け
た
い
』
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
施
策

に
加
え
て
、
か
つ
て
こ
の
町
で
暮
ら
し
て

い
た
人
に
も
『
戻
っ
て
暮
ら
し
た
い
』
と

思
え
る
よ
う
な
P
R
も
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
力
を
込
め
る
。

伊
能
忠
敬
を
た
た
え
る
銅
像
を
建
立

　

殿
様
街
道
を
歩
い
た
歴
史
上
の
人
物
に

は
測
量
の
祖
・
伊
能
忠
敬
が
い
る
。
伊
能

が
蝦
夷
地
の
測
量
を
始
め
た
場
所
に
つ
い

て
は
諸
説
が
あ
る
。
中
塚
さ
ん
は
、
ス

タ
ー
ト
地
点
が
福
島
町
吉
岡
地
区
で
あ
る

と
の
記
録
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
千
葉
県

香
取
市
の
伊
能
忠
敬
記
念
館
を
訪
問
。
福

島
町
吉
岡
地
区
へ
の
上
陸
と
測
量
の
史
実

を
確
認
し
た
。
平
成
30
年
は
ち
ょ
う
ど
伊

能
の
没
後
2
0
0
年
の
節
目
─
。
町
は
研

究
成
果
を
基
に
町
内
外
の
1
0
0
人
を
超

え
る
人
か
ら
寄
付
を
募
り
、
伊
能
の
銅
像

建
立
を
計
画
。
4
月
27
日
に
は
、
町
が
新

た
に
造
成
し
た
「
伊
能
忠
敬
北
海
道
測
量

開
始
記
念
公
園
」
で
除
幕
式
を
開
催
し
た
。

　
「
小
学
校
の
教
科
書
に
も
『
北
海
道
の

測
量
の
始
ま
り
は
福
島
町
か
ら
』
と
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
史
実
は
意
外
に
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
伊
能
の
功
績
を
後
世

に
広
く
伝
え
、
こ
の
町
に
誇
り
と
愛
着
を

持
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
、
そ
の
こ
と
が

少
し
で
も
町
に
戻
っ
て
く
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
」（
鳴
海
町
長
）。

　

中
塚
会
長
ら
有
志
は
「
殿
様
街
道
」
と

い
う
、
忘
れ
ら
れ
た
歴
史
遺
産
を
発
掘

し
、
町
と
と
も
に
地
域
の
食
と
文
化
を
融

合
さ
せ
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
発
信

す
る
取
組
を
進
め
て
い
る
。
歴
史
的
資
源

の
研
究
だ
け
で
な
く
、
地
元
食
材
の
活
用

や
伝
統
文
化
の
継
承
、
そ
し
て
記
念
碑
の

設
置
を
通
じ
た
町
の
P
R
な
ど
、
殿
様
街

道
を
軸
と
し
た
一
連
の
「
物
語
」
を
紡
ぎ

出
し
て
い
る
。
鳴
海
町
長
は
「
両
親
を
は

じ
め
、
地
元
の
大
人
が
主
役
と
な
り
、
楽

し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
光
景
は
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
新
鮮
で
、
誇
ら
し

い
姿
に
映
り
ま
す
。
そ
れ
は
未
来
の
福
島

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
財

産
に
な
る
は
ず
」
と
語
り
、
活
動
の
継
続

と
波
及
効
果
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

「戻って暮らしたい─と思えるようなまち
づくりを進めたい」と語る鳴海町長

⃝�地域で忘れられた歴史的資源を掘り起こし、
スポットを当てる
⃝�単独の資源ではなく食や文化など�
複数の資源を融合する

⃝�住民自身が楽しみながら、地域の歴史や文化
を伝承する

⃝�近隣町と連携した観光施策を�
組み立てる

⃝�大人の姿を見て子どもは地域に�
愛着と誇りを持つ

ここがポイント ！

中塚さんら歴史愛好家がガイドを務めるツ
アー。独特のコスチュームが人気を呼んでいる
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福
島
町
は
、
江
戸
時
代
に
松
前
藩
主
が
往
来
し
た
街
道
の
う
ち
、
現
存
す
る
福
島－

知
内
間
の
ル
ー
ト
を
「
殿
様
街
道
」
と
名
付
け
、
新
た
な
地
域
お
こ
し
の
軸
と
し
て

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
住
民
有
志
を
中
心
に
毎
年
春
と
秋
に
開
催
す
る
「
殿
様

街
道
探
訪
ウ
オ
ー
ク
」
は
、
地
域
の
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
、
魅
力
的
な
伝
統
芸
能

や
地
元
食
材
を
町
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
歴

史
、
食
、
文
化
を
融
合
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
る
。

〈
殿
様
街
道
〉で
結
ぶ
地
域
の
資
源

歴
史
・
食
・
文
化
を
融
合

福
島
町

忘
れ
去
ら
れ
た
歴
史
資
源
に
ス
ポ
ッ
ト

　

北
海
道
の
南
端
・
白
神
岬
か
ら
東
に
約

17
㌔
に
位
置
す
る
福
島
町
千
軒
地
区
。
大

千
軒
岳
（
1
0
7
2
㍍
）
の
山
麓
に
あ
る

こ
の
地
区
は
、
江
戸
時
代
に
砂
金
に
よ
る

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
い
た
時
、
千
軒

に
も
及
ぶ
砂
金
採
り
の
家
が
立
ち
並
ん
だ

こ
と
が
、
地
名
の
由
来
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
現
在
は
40
世
帯
ほ
ど
が
住
む
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
地
域
だ
が
、
こ
こ
が
現
代

版
の
「
殿
様
街
道
」
の
起
点
と
な
る
。

　

江
戸
時
代
に
松
前
か
ら
福
島
を
経
て
箱

館（
現
在
の
函
館
）に
至
る
山
沿
い
の
ル
ー

ト
は
、
幹
線
道
路
と
し
て
松
前
藩
主
を
は

じ
め
、
多
く
の
人
が
往
来
し
「
殿
様
街

道
」
と
呼
ば
れ
た
。
近
代
に
入
る
と
街
道

沿
い
に
国
道
2
2
8
号
の
整
備
が
進
ん
だ

が
、
大
千
軒
岳
山
麓
の
兵
舞
か
ら
千
軒
に

か
け
て
の
区
間
は
、
険
し
い
山
道
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
新
道
整
備
ル
ー
ト
か
ら
外

れ
、
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　

こ
の
忘
れ
去
ら
れ
た
街
道
を
再
興
し
た

の
が
、
地
元
で
建
設
業
を
営
み
、
福
島
町

史
研
究
会
の
会
長
を
務
め
る
中
塚
徹
朗
さ

ん
だ
。
21
年
前
の
入
会
か
ら
間
も
な
い
こ

ろ
「
松
前
藩
主
が
通
っ
た
道
が
残
っ
て
い

る
」
と
の
言
い
伝
え
を
聞
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
を
調
べ
、
研
究
を
重
ね
た
結
果
、

兵
舞
か
ら
千
軒
に
か
け
て
の
区
間
が
「
殿

様
街
道
」
で
あ
る
と
の
文
献
を
発
見
し
た
。

　

中
塚
さ
ん
は
「
松
前
の
殿
様
以
外
に
も

古
く
は
江
戸
時
代
前
期
の
修
験
僧
・
円
空

や
伊
能
忠
敬
、
そ
し
て
幕
末
の
土
方
歳
三

や
榎
本
武
揚
、
松
浦
武
四
郎
ら
と
同
じ
道

を
歩
き
、
彼
ら
が
眺
め
た
風
景
と
同
じ
も

の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
と
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
し
た
。
こ
の
感
動
を
多
く
の
人

に
広
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
当
時
を

振
り
返
る
。
以
後
、
20
年
近
く
に
わ
た
る

殿
様
街
道
と
の
付
き
合
い
が
始
ま
る
。

戻
っ
て
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
町
に

　

中
塚
さ
ん
ら
住
民
有
志
は
、
平
成
12
年

年
に
「
殿
様
街
道
探
訪
ウ
オ
ー
ク
」
を
初

め
て
開
催
し
た
。
毎
回
、
町
内
外
か
ら
50

人
ほ
ど
が
参
加
す
る
。
中
塚
さ
ん
ら
運
営

メ
ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ガ
イ
ド
を

務
め
、
大
千
軒
岳
が
最
も
豊
か
な
表
情
を

見
せ
る
5
月
と
10
月
に
7
㌔
の
行
程
を
約

3
時
間
か
け
て
案
内
し
て
い
る
。
ツ
ア
ー 咲き誇るソバ畑を舞台に披露される松前神楽

実
例
P
a
r
t 

●2

福島町� D A T A

面　積：187.28 ㎢
人　口：4,186 人（平成 30 年 3 月現在）
世　帯：2,140 世帯（平成 30 年 3 月現在）
職員数：73 人（普通会計ベース）
ＨＰアドレス：
http://www.town.fukushima.hokkaido.jp

特
集

北
海
道
1
5
0
年
─
歴
史
的
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

08PRACTICE   2018  Spring



ジ
」
と
「
ル
ー
ラ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
」
が
あ
る
。

入
口
に
あ
る
「
旧
畑
島
邸
」
は
明
治
43
年

に
建
築
さ
れ
た
。
国
の
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
活
用
し
、
朝
日
地
区
の
市
街

化
調
整
地
域
に
あ
っ
た
建
物
を
移
築
し

た
。「
市
街
化
調
整
区
域
で
は
、
保
存
と
活

用
を
進
め
る
上
で
多
く
の
制
約
が
あ
り
ま

す
。
再
生
し
た
古
民
家
を
分
譲
地
に
集
積

す
る
こ
と
で
、
歴
史
的
遺
構
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
」（
大
坪
参

事
）。
豊
か
な
自
然
と
地
域
の
歴
史
を
物
語

る
古
民
家
、
そ
し
て
現
代
の
住
宅
が
織
り

な
す
景
観
を
移
住
・
定
住
の
促
進
に
活
か

す
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
る
。

　

建
物
の
柱
は
20
㌢
角
、
梁
は
30
×
40
㌢

の
木
材
を
使
用
。
樹
齢
1
0
0
年
超
の
地

場
産
広
葉
樹
も
使
わ
れ
て
い
る
。
構
造
材

の
非
破
壊
測
定
で
は
、
現
代
の
住
宅
建
材

を
超
え
る
強
度
が
あ
り
、
7
割
超
の
部
材

を
再
利
用
で
き
た
。
最
新
の
断
熱
・
高
気

密
技
術
も
導
入
し
、
店
舗
な
ど
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
従
来
の
間
取
り
を
活
か
し
て

再
生
を
進
め
た
。
町
は
建
物
を
活
用
す
る

事
業
者
を
公
募
。
平
成
27
年
春
に
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
し
て
い

た
高
田
真
衣
さ
ん
が
、
天
然
酵
母
を
使
っ

た
パ
ン
店
「
此こ

方ち

」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

本
年
度
は
2
例
目
の
「
旧
山
口
邸
」
の

再
生
に
着
手
す
る
。
明
治
42
年
に
建
て
ら

れ
た
越
前
型
民
家
の
特
徴
を
伝
え
る
住
宅

で
、
現
在
は
入
手
困
難
な
エ
ン
ジ
ュ
が
建

材
に
使
わ
れ
て
い
る
。
既
に
解
体
を
終

え
、
再
生
可
能
な
部
材
を
活
か
し
て
、
7

月
か
ら
「
旧
畑
島
邸
」
に
隣
接
す
る
敷
地

に
移
設
す
る
。
町
が
誘
致
し
た
外
食
大
手

の
ワ
タ
ミ
（
本
社
・
東
京
）
の
関
連
会
社

が
入
居
し
、
地
元
食
材
を
活
か
し
た
カ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
や
6
人
程
度
が
宿
泊
で

き
る
民
宿
の
運
営
を
計
画
し
て
い
る
。

古
民
家
再
生
を
後
押
し
す
る
波

　

国
土
交
通
省

は
今
年
3
月
、

歴
史
的
建
築
物

の
活
用
に
向
け

た
条
例
整
備
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を

定
め
た
。
市
町

村
が
歴
史
的
建

造
物
の
保
存
や
利
活
用
の
在
り
方
を
定
め

た
条
例
を
制
定
し
、
独
自
に
設
け
る
建
築

審
査
会
が
安
全
性
な
ど
の
条
件
に
同
意
す

れ
ば
、
建
築
基
準
法
に
よ
る
規
制
適
用
を

除
外
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
歴
史
的
建
築
物
の
デ
ザ
イ
ン
や
構

造
を
維
持
し
な
が
ら
、
増
改
築
や
用
途
変

更
を
可
能
と
し
、
保
存
と
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
利
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

町
は
今
後
、
移
築
や
再
生
を
進
め
る
古

民
家
を
建
築
基
準
法
の
適
用
除
外
の
対
象

と
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
進
め
る
方
針

だ
。
ま
た
、
今
年
6
月
に
は
住
宅
宿
泊
事

業
法
（
民
泊
新
法
）
が
施
行
さ
れ
、
農
林

水
産
省
は
農
家
民
泊
の
推
進
に
向
け
た
農

山
漁
村
振
興
交
付
金
（
農
泊
推
進
対
策
）

の
制
度
化
を
行
っ
た
。
町
は
今
後
計
画
す

る
古
民
家
の
再
生
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の

制
度
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
考
え
だ
。

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
方
創
生
の

起
爆
剤
と
し
て
、
歴
史
的
建
造
物
の
活
用

は
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
羽
深
氏

は
「
厚
真
町
で
の
挑
戦
は
、
行
政
と
専
門

家
の
協
働
に
よ
り
、
財
源
や
人
材
を
確
保

し
な
が
ら
、
古
民
家
の
価
値
を
見
い
だ
す

こ
と
で
、
建
築
物
に
新
た
な
息
吹
を
吹
き

込
み
、
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
重
要
な
取

組
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
移
住
・
定
住
や
着

地
型
観
光
の
促
進
な
ど
、
地
域
活
性
化
の

取
組
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
の
『
厚
真
モ
デ
ル
』
と
し
て
全
国
的

に
注
目
さ
れ
ま
す
」
と
力
を
込
め
る
。

上：平成 26年度に再生工事が完了
した旧畑島邸。現在は自然素材に
こだわったパン店として営業中
下：解体される山口邸は今年7月
から移築工事が行われる

⃝�歴史的建造物の保存と現代のニーズに応じた
利活用を両立する

⃝�伝統的な建築様式と現代の建築技術を�
融合させて古民家の再生を進める

⃝�古民家再生のノウハウや技術を持つ専門家や
NPOと連携する

⃝�古民家を交流人口の拡大や移住や�
定住を促進するツールに活用

⃝�自然環境、歴史的建造物と現代�
住宅が織りなす都市景観を整備

ここがポイント ！

古民家生成を地域活性化の起爆剤
にしたいと語る大坪秀幸参事
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厚
真
町
に
は
北
陸
地
方
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
古
民
家
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
町

は
伝
統
的
な
建
築
様
式
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
最
新
の
建
築
技
術
を
活
か
し
て
建
物

を
再
生
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
企
業
誘
致
、
移
住
・
定
住
の
促
進
な
ど
、
町
の
地

域
活
性
化
プ
ラ
ン
に
合
致
し
た
利
活
用
の
在
り
方
を
模
索
す
る
取
組
を
進
め
て
い

る
。
歴
史
的
建
築
物
の
保
存
と
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
利
活
用
を
実
現
す
る
た
め

に
町
が
掲
げ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
〈
ク
ラ
シ
ッ
ク
モ
ダ
ン
〉
だ
。

古
民
家
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
せ

厚
真
モ
デ
ル
を
全
国
発
信

厚
真
町

古
民
家
の
価
値
を
発
掘
す
る

　

厚
真
町
に
現
存
す
る
農
家
建
築
は
、
北

陸
地
方
特
有
の
様
式
を
受
け
継
い
で
い

る
。
ル
ー
ツ
に
よ
り
越
中
型
（
富
山
県
）

や
加
賀
型
・
能
戸
型
（
石
川
県
）、
越
前

型
（
福
井
県
）
に
分
類
さ
れ
る
。
中
で
も

「
枠
の
内
」
と
呼
ば
れ
る
北
陸
特
有
の
様

式
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
間
取
り
の
中
心

と
な
る
広
間
を
4
本
以
上
の
柱
と
鴨
居
や

梁
な
ど
で
井
楼
型
に
組
み
上
げ
て
い
く
の

が
特
徴
で
、
吹
抜
け
に
は
最
も
高
級
な
部

材
が
使
わ
れ
る
と
い
う
。

　

町
内
の
軽
舞
地
区
で
越
前
型
民
家
の
再

生
に
携
わ
っ
た
N
P
O
法
人
「
北
の
民
家

の
会
」
は
、
町
と
合
同
で
町
内
に
残
る
古

民
家
を
調
査
し
た
。
明
治
〜
大
正
期
の
古

民
家
16
棟
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
9
棟
は
築

1
0
0
年
を
超
え
て
い
た
。
理
事
長
を
務

め
る
羽
深
久
夫
・
札
幌
市
立
大
学
デ
ザ
イ

ン
学
科
教
授
は
「
道
内
で
は
凍
上
の
影
響

で
建
物
の
傷
み
が
早
く
進
み
ま
す
。
厚
真

町
は
火
山
灰
質
の
土
壌
が
幸
い
し
て
、
多

く
の
家
屋
が
残
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

羽
深
氏
は
「
越
中
型
の
か
や
ぶ
き
農
家

は
、
富
山
県
に
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
軽

舞
地
区
は
建
築
年
代
と
と
も
に
変
遷
し
た

様
式
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
所

で
す
」
と
評
価
す
る
。
町
産
業
経
済
課
の

大
坪
秀
幸
参
事
は
「
東
北
や
北
陸
の
出
身

者
が
多
く
、
古
い
民
家
が
残
っ
て
い
る
こ

と
は
意
識
し
て
い
ま
し
た
が
、
専
門
家
に

認
め
ら
れ
る
価
値
が
あ
る
と
は
認
識
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

平
成
23
年
に
は
、
町
と
同
会
が
連
携
し

て
「
厚
真
町
古
民
家
推
進
協
議
会
」
を
設

立
。
古
民
家
の
希
少
性
を
前
面
に
押
し
出

し
な
が
ら
、
町
の
知
名
度
向
上
や
交
流
人

口
の
拡
大
、
移
住
・
定
住
の
促
進
な
ど
の

振
興
策
を
進
め
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

　

平
成
24
年
に
策
定
し
た
「
古
民
家
再
生

基
本
計
画
」
は
、
昭
和
初
期
以
前
（
戦

前
）
に
建
築
さ
れ
、
様
式
や
建
築
技
術
に

文
化
財
と
し
て
価
値
が
あ
る
古
民
家
に
つ

い
て
、
町
が
所
有
者
か
ら
寄
贈
を
受
け
た

建
物
は
、
移
築
に
よ
る
保
存
と
積
極
的
な

利
活
用
を
図
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　

こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
町
は
平
成
25

年
度
、
N
P
O
メ
ン
バ
ー
の
設
計
会
社
や

建
設
会
社
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
、
富
山
県
砺
波
村
か
ら
入
植
し
た
開
拓

農
家
の
家
屋
で
あ
る
「
旧
畑
島
邸
」
の
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
た
。

古
民
家
で
地
域
活
性
化
を

　

町
中
心
部
か
ら
南
東
約
2
㌔
の
豊
沢
地

区
に
は
町
営
分
譲
地
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
ビ
レ
ッ

実
例
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カ
ム
イ
と
共
に
生
き
る
上
川
ア
イ
ヌ

　

大
雪
山
の
自
然
と
上
川
ア
イ
ヌ
の
文
化

を
守
り
伝
え
よ
う
と
、
大
雪
山
国
立
公
園

連
絡
協
議
会
長
の
佐
藤
芳
治
町
長
が
旗
振

り
役
と
な
り
、
複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が

る
歴
史
的
資
源
を
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
で

つ
な
ぐ
「
シ
リ
ア
ル
型
」
で
の
日
本
遺
産

認
定
を
目
指
し
、
周
辺
市
町
村
と
協
議
を

開
始
。
大
雪
山
を
取
り
巻
く
、
旭
川
、
富

良
野
、
当
麻
、
比
布
、
愛
別
、
東
川
、
上

富
良
野
、
士
幌
、
上
士
幌
、
鹿
追
、
新
得

の
2
市
9
町
が
呼
び
掛
け
に
応
じ
た
。

　

町
企
画
総
務
課
企
画
グ
ル
ー
プ
の
井
上

隆
博
主
任
は
「
目
標
観
の
共
有
が
最
大
の

課
題
で
し
た
。
旭
川
市
が
快
諾
し
て
く
れ

た
こ
と
が
推
進
力
に
な
り
ま
し
た
」
と
振

り
返
る
。
同
記
念
館
や
旭
川
市
博
物
館
、

上
川
ア
イ
ヌ
協
会
（
伊
沢
一
浩
会
長
）
な

ど
の
協
力
も
得
て
「
カ
ム
イ
と
共
に
生
き

る
上
川
ア
イ
ヌ
─
大
雪
山
の
懐
に
伝
承
さ

れ
る
神
々
の
世
界
─
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

す
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
検
討
を
進
め
た
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
の
柱
に
は
「
魔
神
と
英
雄

神
の
戦
い
の
伝
説
」「
最
も
神
々
の
国
に

近
い
最
上
流
の
大
雪
山
」「
川
は
山
へ
遡

る
生
き
物
」
な
ど
、
地
域
の
自
然
環
境
と

共
存
し
た
上
川
ア
イ
ヌ
の
世
界
観
を
散
り

ば
め
た
。
古
式
舞
踊
な
ど
、
上
川
ア
イ
ヌ

の
多
彩
な
伝
統
文
化
や
大
雪
山
系
の
自
然

な
ど
を
構
成
文
化
財
と
し
て
、
今
年
1
月

に
文
化
庁
に
認
定
を
申
請
し
た
。
井
上
主

任
は
「
地
域
の
魅
力
を
あ
ら
た
め
て
深
掘

り
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
認
定
を
契
機
に

観
光
客
が
地
域
全
体
を
訪
れ
、
雄
大
な
自

然
と
先
住
民
族
の
世
界
の
一
端
に
触
れ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
話
す
。

日
本
遺
産
認
定
に
高
ま
る
期
待

　

町
内
で
も
日
本
遺
産
認
定
に
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。
大
雪
山
や
層
雲
峡
温
泉
な

ど
、
多
彩
な
観
光
資
源
を
有
し
、
人
口
の

約
7
割
が
第
3
次
産
業
に
従
事
し
て
い

る
。
平
成
28
年
度
の
観
光
入
込
客
数
は
約

1
8
7
万
人
。
こ
の
う
ち
宿
泊
客
数
は
63

万
2
千
人
に
上
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪

日
外
国
人
観
光
客
）
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
宿
泊
客
の
3
割
強
を
占
め
た
。
観
光

で
の
訪
問
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
町
内
へ

の
移
住
に
関
心
を
持
つ
人
も
増
え
て
い

る
。
町
は
平
成
28
年
度
か
ら
移
住
モ
ニ

タ
ー
事
業
を
実
施
し
て
手
応
え
を
感
じ
た

が
、
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

小
路
枝
美
子
企
画
総
務
課
長
は
「
雇
用

と
住
宅
の
少
な
さ
が
移
住
の
ハ
ー
ド
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。
町
は
本

年
度
、
企
画
総
務
課
に
「
定
住
支
援
グ

ル
ー
プ
」
を
新
設
。
求
人
情
報
の
提
供
体

制
の
整
備
や
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
住

宅
所
有
者
と
移
住
希
望
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
、
移
住
・
定
住
支
援
に
本
腰
を
入
れ

る
ほ
か
、
分
譲
住
宅
用
の
宅
地
開
発
を
に

ら
み
用
地
確
定
測
量
を
始
め
る
と
い
う
。

民
族
多
様
性
と
寛
容
な
社
会
を

　

日
本
遺
産
の
認
定
申
請
に
つ
い
て
川
村

副
館
長
は
「
上
川
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
に

と
っ
て
も
大
き
な
発
信
の
機
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
文
化
の
伝
承
も
生
活
の
基
盤

が
安
定
し
な
け
れ
ば
立
ち
行
か
な
く
な
り

ま
す
。
行
政
と
の
連
携
を
含
め
て
、
こ
の

地
域
で
日
本
遺
産
に
関
わ
る
人
た
ち
に

と
っ
て
、
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
仕
組
み
を
作

り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

同
時
に
ア
イ
ヌ
民
族
が
強
い
ら
れ
て
き

た
差
別
や
同
化
政
策
の
歴
史
を
後
世
に
伝

え
る
必
要
性
を
力
説
す
る
。「
北
海
道
の

歴
史
は
明
治
維
新
か
ら
始
ま
る
わ
け
で
は

な
く
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
長
い
歳
月
を
重
ね

て
自
然
と
と
も
に
育
ん
で
き
た
積
み
重
ね

が
あ
り
ま
す
。
松
前
藩
時
代
か
ら
明
治
以

降
も
、
私
た
ち
は
差
別
と
強
制
的
な
同
化

を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
厳
し
い
迫
害

を
受
け
、
住
む
土
地
を
追
わ
れ
た
先
人
た

ち
の
史
実
に
も
光
を
当
て
、
こ
の
地
域
を

訪
れ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
民
族
多
様
性

と
寛
容
な
社
会
の
在
り
方
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め
て
い
る
。

旭岳山開きで執り行う伝統儀式・ヌプリコロカムイノミ

⃝�大雪山を取り巻く2市 10 町の広域連携で�
歴史的資源の価値を高める

⃝�日本遺産の申請を契機に上川アイヌの�
歴史や伝統文化を再認識する

⃝�アイヌ民族の苦難の歴史を通じて民族多様性
や寛容な社会を考える

⃝�歴史の光と影を史実として後世に�
伝え残す大切さをアピールする

⃝�日本遺産認定による交流人口の�
増加を地域活性化に結び付ける

ここがポイント ！
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大
雪
山
系
の
大
自
然
に
育
ま
れ
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
文
化
の
価
値
を
国
内
外
に

発
信
し
よ
う
と
、
上
川
・
十
勝
管
内
の
2
市
10
町
が
今
年
1
月
、
文
化
庁
の
「
日
本

遺
産
」
へ
の
認
定
を
申
請
し
た
。
12
市
町
の
中
心
と
な
る
上
川
町
は
「
地
域
の
魅
力

を
あ
ら
た
め
て
深
掘
り
す
る
機
会
に
な
っ
た
」
と
し
、
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
的

資
源
を
広
域
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
民
族
多
様
性
や
寛
容
な
社
会
の
在
り
方
を
考
え

る
新
た
な
契
機
と
す
る
と
と
も
に
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

大
雪
山
と
上
川
ア
イ
ヌ
の
営
み

２
市
10
町
で
日
本
遺
産
認
定
を
申
請

上
川
町

大
雪
山
と
上
川
ア
イ
ヌ
の
歴
史

　

大
雪
山
国
立
公
園
は
、
道
内
最
高
峰
の

旭
岳
（
2
2
9
1
㍍
）
を
主
峰
と
す
る
大

雪
火
山
群
を
中
心
に
、
雪
渓
や
永
久
凍
土

な
ど
、
本
州
の
3
千
㍍
級
の
山
岳
と
共
通

す
る
自
然
環
境
が
息
づ
く
。
2
百
種
類
を

超
え
る
高
山
植
物
や
、
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
ク
マ
ゲ
ラ
、
イ
ヌ
ワ
シ
、

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
な
ど
の
鳥
類
、
高
山
帯
特

有
の
チ
ョ
ウ
な
ど
の
貴
重
な
野
生
動
植
物

が
生
息
す
る
。
昭
和
9
年
に
阿
寒
摩
周
と

と
も
に
道
内
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ

た
。
上
川
ア
イ
ヌ
は
大
雪
山
を
「
カ
ム
イ

ミ
ン
タ
ラ（
神
々
の
遊
ぶ
庭
）」
と
呼
ん
だ
。

　

文
化
庁
が
平
成
27
年
に
創
設
し
た
「
日

本
遺
産
」
に
は
、
有
形
無
形
の
文
化
財
の

価
値
や
魅
力
を
高
め
、
地
域
活
性
化
に
結

び
付
け
る
狙
い
が
あ
る
。
2
0
2
0
年
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
日
本
文

化
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る
絶
好
の
機

会
だ
。
大
雪
山
の
多
面
的
な
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
認
定
申
請
を
検
討
す
る

上
川
町
が
着
目
し
た
の
が
、
大
雪
山
を
中

心
と
す
る
精
神
世
界
と
生
活
文
化
を
形

作
っ
て
き
た
〈
上
川
ア
イ
ヌ
〉
の
存
在
だ
。

　

上
川
ア
イ
ヌ
の
歴
史
を
伝
え
る
「
川
村

カ
子
ト
ア
イ
ヌ
記
念
館
」（
旭
川
市
）
は

大
正
5
年
に
開
館
し
た
。
川
村
久
恵
副
館

長
は
「
上
川
ア
イ
ヌ
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
言

う
『
ペ
ニ
ウ
ン
ク
ル
』
で
す
。
石
狩
川
の

カ
ム
イ
コ
タ
ン
か
ら
上
流
に
住
む
ア
イ
ヌ

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
日
本
海
側
と

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
の
『
西
蝦
夷
』
に
残
る

ア
イ
ヌ
の
集
団
は
旭
川
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
」
と
語
る
。
内
陸
の
上
川
地

方
を
拠
点
と
す
る
上
川
ア
イ
ヌ
は
「
イ
・

シ
カ
ラ
・
ペ
ツ
（
石
狩
川
）」
を
中
心
と

す
る
面
積
約
4
4
0
平
方
㌔
の
上
川
盆
地

全
体
を
1
つ
の
イ
オ
ル
（
伝
統
的
な
生
活

空
間
）
と
し
、
石
狩
川
本
流
と
支
流
の
牛

朱
別
川
、
忠
別
川
、
美
瑛
川
な
ど
の
川
筋

に
コ
タ
ン
（
集
落
）
を
形
作
り
、
採
集
や

狩
猟
・
漁
撈
を
生
活
の
中
心
と
し
、
木
舟

を
使
い
道
内
外
と
の
交
易
を
展
開
し
た
。

「日本遺産は発信ツールとし
て有効」と語る川村カ子トア
イヌ記念館の川村副館長

アイヌ民族の伝承が息づく大雪山国立公園
は日本遺産の核になる

実
例
P
a
r
t 

●4

上川町� D A T A

面　積：1,049.47 ㎢
人　口：3,651 人（平成 30 年 3 月現在）
世　帯：2,029 世帯（平成 30 年 3 月現在）
職員数：97 人（普通会計ベース）
ＨＰアドレス：
https://www.town.hokkaido-kamikawa.lg.jp/

特
集

北
海
道
1
5
0
年
─
歴
史
的
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
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冬
神
楽
な
ど
の
伝
統
芸
能
を
地
域
活
性
化

に
活
か
す
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

を
ま
と
め
た
。
し
か
し
、
過
疎
・
高
齢
化

に
伴
う
産
業
の
衰
退
や
社
会
保
障
費
の
増

加
は
、
町
財
政
を
圧
迫
し
、
多
彩
な
歴
史

的
資
産
の
利
活
用
は
進
ま
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
13
年
に
駅
前
の
歴

史
的
建
物
群
と
増
毛
小
学
校
が
北
海
道
遺

産
に
認
定
さ
れ
、
歴
史
的
資
源
の
活
用
に

対
す
る
機
運
が
高
ま
り
を
見
せ
た
。
平
成

21
年
に
は
有
志
に
よ
る
「
増
毛
山
道
」
の

復
元
も
始
ま
り
、
平
成
28
年
10
月
に
全
線

が
開
通
し
、
山
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
毎
年
開
か
れ
て
い
る
。

旧
増
毛
駅
を
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
に

　

平
成
28
年
12
月
─
J
R
留
萌
本
線
の
留

萌
─
増
毛
間
が
95
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
た
。
平
成
28
年
度
の
観
光
入
込
客
数
は

前
年
比
22
・
8
％
増
の
32
万
8
千
人
に
上
っ

た
が
、
こ
れ
は
一
過
性
の
動
き
と
見
ら
れ

た
。
嵐
の
よ
う
な
廃
線
ブ
ー
ム
が
去
る
と

観
光
客
数
が
激
減
す
る
地
域
が
大
半
だ
。

　

し
か
し
、
平
成
29
年
度
上
期
（
4
〜
9

月
）
の
入
込
客
数
は
、
前
年
比
3
・
9
％

減
の
24
万
9
9
0
0
人
の
微
減
に
と
ど
ま

り
、
廃
線
前
の
27
年
度
と
比
べ
る
と
14
・

4
％
の
増
加
だ
。
駅
前
通
り
で
は
、
休

日
・
平
日
を
問
わ
ず
、
観
光
客
が
街
歩
き

を
楽
し
ん
で
い
る
。
町
は
「
廃
線
に
伴
う

知
名
度
向
上
に
加
え
、
地
酒
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
国
稀
が
注
目
を
集
め
て
い
る
こ

と
、
高
倉
健
さ
ん
主
演
の
映
画
『
駅　

S
T
A
T
I
O
N
』
で
ロ
ケ
地
と
な
っ
た

増
毛
の
魅
力
が
再
評
価
さ
れ
た
」
と
見
る
。

　

廃
線
を
前
に
平
成
28
年
度
、
町
は
「
増

毛
駅
を
拠
点
と
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
形
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
た
。
旧
増
毛

駅
を
核
と
し
て
、
町
の
自
然
や
歴
史
的
資

源
、
農
水
産
物
を
結
び
付
け
、
観
光
・
産

業
の
振
興
や
雇
用
創
出
を
進
め
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
。
死
活
問
題
で
あ
る
鉄
道
廃

線
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
発
想
だ
。

　

町
は
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し

て
旧
駅
舎
の
再
生
に
着
手
。
大
正
10
年
に

建
設
さ
れ
た
旧
駅
舎
は
、
貨
客
の
減
少
に

伴
い
規
模
を
縮
小
し
、
廃
線
時
に
は
約
半

分
の
面
積
に
な
っ
て
い
た
。
町
は
旧
駅
舎

を
増
築
し
て
、
駅
前
の
歴
史
的
建
造
物
群

と
調
和
す
る
木
調
の
外
観
を
復
元
。
特
産

品
販
売
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
、

地
域
・
観
光
情
報
の
発
信
、
産
業
振
興
な

ど
の
中
核
的
施
設
と
し
て
再
生
す
る
。

　

同
時
に
駅
周
辺
の
旧
鉄
道
敷
地
を
活
用

し
て
、
多
目
的
広
場
も
整
備
し
、
旧
駅
舎

を
イ
ベ
ン
ト
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
。

増
毛
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
え
び
地
酒

ま
つ
り
」
は
、
今
年
か
ら
「
春
の
味
祭

り
」
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。
販
売
商
品

や
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
充
実
を
図
り
、
観
光

客
の
取
り
込
み
を

狙
う
と
い
う
。

　

一
方
、
町
の
歴

史
・
文
化
を
後
世

に
伝
え
、
町
を
訪

れ
る
観
光
客
を
も

て
な
す
人
材
の
確

保
は
大
き
な
課
題

だ
。
歴
史
文
化
基

本
構
想
の
策
定
を
進
め
る
町
は
、
セ
ミ

ナ
ー
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
歴
史
的
資
源

の
価
値
や
魅
力
を
発
信
。
郷
土
の
魅
力
を

再
認
識
し
て
も
ら
い
、
住
民
自
ら
が
観
光

客
に
説
明
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

も
模
索
し
て
い
る
。
堀
町
長
は
「
町
内
に

は
果
物
や
温
泉
な
ど
多
く
の
可
能
性
を

持
っ
た
地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
商
工
会
、
漁
協
、
農

協
、
役
場
青
年
部
が
協
働
隊
を
結
成
し
活

動
し
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は�

若
い

世
代
が
中
心
と
な
っ
て
走
り
出
す
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
力
を
込
め
る
。

上：国稀酒造は人気の観光スポッ
トとして多くの人が訪れる
下：歴史的建造物が建ち並ぶ旧増
毛駅周辺の景観

270年の歴史を後世につなげ地域の
活性化につなげたいと語る堀雅志町長

⃝�廃線ブームで高まった増毛町の知名度を�
観光振興に活かす
⃝�旧増毛駅の再生と活用で鉄道廃線の危機を
チャンスに変える
⃝�旧増毛駅を核に歴史的建造物や農水産物など
地域の魅力を発信する
⃝�地酒や海産物のブランド力と歴史的�
資源の結合による観光の振興

⃝�住民の拠り所だった駅舎を地域�
振興の新たなシンボルにする

ここがポイント ！

15 No.26   PRACTICE

　
2
0
2
0
年
に
開
基
2
7
0
年
を
迎
え
る
増
毛
町
─
。
道
内
有
数
の
ニ
シ
ン
の
漁

場
と
し
て
栄
え
た
街
並
み
に
は
、
数
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
が
残
さ
れ
て
い
る
。

J
R
留
萌
本
線
・
留
萌
─
増
毛
間
の
廃
線
か
ら
1
年
半
を
経
て
、
地
域
の
自
然
や
多

彩
な
歴
史
的
資
源
、
魅
力
あ
る
農
水
産
物
を
結
び
付
け
、
そ
の
魅
力
を
発
信
し
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
拠
点
と
し
て
、
旧
増
毛
駅
舎
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

旧
増
毛
駅
は
再
生
の
シ
ン
ボ
ル

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
新
た
な
拠
点
に

増
毛
町

ニ
シ
ン
と
歩
ん
だ
増
毛
の
歴
史

　

増
毛
町
の
歴
史
は
ニ
シ
ン
と
共
に
歩
ん

で
き
た
。
か
つ
て
日
本
海
沿
岸
に
ニ
シ
ン

の
大
群
が
押
し
寄
せ
る
と
カ
モ
メ
の
群
れ

が
海
面
を
飛
び
交
っ
た
。「
増
毛
」
の
語

源
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
マ
シ
ュ
キ
ニ
」「
マ

シ
ュ
ケ
」（
カ
モ
メ
の
多
い
所
）
と
さ
れ

る
。
増
毛
町
は
道
内
有
数
の
ニ
シ
ン
漁
場

と
し
て
栄
え
た
。
安
政
年
間
に
は
増
毛
─

雄
冬
間
を
往
来
す
る
「
増
毛
山
道
」
も
開

削
さ
れ
、
幕
末
期
に
は
帝
政
ロ
シ
ア
の
南

下
に
備
え
、
幕
府
に
警
備
を
命
じ
ら
れ
た

秋
田
藩
や
津
軽
藩
が
元
陣
屋
を
置
い
た
。

　

明
治
期
に
は
ニ
シ
ン
を
中
心
と
す
る
貨

物
輸
送
の
拠
点
と
し
て
、
港
湾
や
鉄
道
の

整
備
も
い
ち
早
く
進
め
ら
れ
、
昭
和
5
年

に
は
道
内
漁
獲
量
の
17
％
を
占
め
る
5
万

㌧
の
ニ
シ
ン
が
水
揚
げ
さ
れ
た
。
旧
増
毛

駅
周
辺
に
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
旅
館
や
店
舗
、
造
り
酒
屋
、
住
宅
な

ど
が
軒
を
連
ね
、
幾
度
か
の
大
火
を
経
て

区
画
化
が
進
ん
だ
。
中
で
も
醸
造
業
は
暑

寒
別
岳
の
伏
流
水
を
用
い
た
清
酒
が
人
気

を
集
め
、
最
盛
期
は
7
軒
の
酒
蔵
が
競
い

合
っ
た
。「
国
稀
」
の
銘
柄
で
知
ら
れ
る

国
稀
酒
造
株
式
会
社
は
、
本
間
泰
蔵
が
明

治
15
年
に
創
業
し
た
「
丸
一
本
間
合
名
会

社
」
が
ル
ー
ツ
だ
。
同
社
は
ニ
シ
ン
漁
の

網
元
や
海
運
業
、
呉
服
、
雑
貨
、
酒
造
、

不
動
産
業
な
ど
多
角
経
営
を
進
め
た
。
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
旧
商
家

丸
一
本
間
家
」
は
、
重
厚
な
石
造
り
が
往

時
の
繁
栄
を
伝
え
、
歴
史
あ
る
酒
蔵
も
人

気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

先
人
の
喜
怒
哀
楽
を
伝
え
る
街
並
み

　

旧
増
毛
駅
か
ら
西
に
延
び
る
道
道
増
毛

港
線
（
駅
前
通
り
）
沿
い
に
は
、
旧
富
田

屋
旅
館
（
昭
和
8
年
）、
食
堂
志
満
川

（
明
治
25
年
）、
民
宿
増
毛
館
（
昭
和
7

年
）
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
が
建
ち
並

ぶ
。
町
内
に
は
道
内
最
古
の
木
造
大
型
校

舎
と
し
て
知
ら
れ
る
旧
増
毛
小
学
校
（
昭

和
11
年
）
や
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の

寺
院
や
古
民
家
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

堀
雅
志
町
長
は
「
街
並
み
に
は
、
当
時

の
暮
ら
し
と
郷
土
の
発
展
を
願
っ
た
先
人

の
喜
怒
哀
楽
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
増

毛
を
訪
れ
た
人
に
そ
の
息
吹
を
感
じ
て
も

ら
い
、
海
と
山
の
幸
を
堪
能
し
て
も
ら
う

こ
と
で
1
次
産
業
を
中
心
と
す
る
町
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　

町
は
平
成
8
年
度
、
秋
田
藩
の
元
陣
屋

を
再
現
し
た
「
総
合
交
流
促
進
施
設
・
元

陣
屋
」
を
整
備
。
翌
年
に
は
歴
史
的
資
源

実
態
調
査
も
行
い
、
歴
史
的
建
造
物
や
雄

地域活性化の新たな拠点として期待される旧
増毛駅。開業時の木造駅舎の姿が復元された

実
例
P
a
r
t 

●5

増毛町� D A T A

面　積：369.71 ㎢
人　口：4,324 人（平成 30 年 3 月現在）
世　帯：2,254 世帯（平成 30 年 3 月現在）
職員数：140 人（普通会計ベース）
ＨＰアドレス：
http://www.town.mashike.hokkaido.jp/

特
集

北
海
道
1
5
0
年
─
歴
史
的
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
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Relay Interview‹
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

─
北
海
道
は
「
歴
史
が
浅
い
」
と
言
わ
れ

ま
す
。
北
海
道
の
歴
史
的
資
源
は
、
観
光

資
源
に
な
り
得
る
の
で
し
ょ
う
か

　

例
え
ば
道
産
ワ
イ
ン
を
海
外
に
売
り
込

む
と
し
ま
す
。
海
外
で
は
「
北
海
道
版
ナ

パ
バ
レ
ー
（
米
国
）」
や
「
北
海
道
の
ト

ス
カ
ー
ナ
（
イ
タ
リ
ア
）」
の
よ
う
な
表

現
が
嫌
わ
れ
ま
す
。
自
ら
「
本
物
に
は
か

な
わ
な
い
」
と
白
状
し
て
い
る
よ
う
な
も

の
で
す
。
外
国
人
観
光
客
は
、
地
域
の
祭

り
や
田
植
え
風
景
の
よ
う
な
、
日
常
の
光

景
に
新
鮮
さ
感
じ
ま
す
。
歴
史
的
資
源
の

活
用
を
進
め
る
上
で
も
、
地
域
の
歴
史
に

自
信
を
持
ち
、
真
実
の
北
海
道
の
姿
を
発

信
し
て
い
く
心
構
え
が
大
切
で
す
ね
。

欧
米
で
は
ア
イ
ヌ
に
高
い
関
心
も

─
外
国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
と
は

　

当
社
は
昨
年
度
、
道
経
産
局
の
地
域
中

核
企
業
創
出
・
支
援
事
業
で
、
本
道
を
2

回
以
上
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
海
外
の
旅
行

者
1
0
0
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
旅
行
目
的
の
1
位
は

「
温
泉
・
保
養
」。
2
位
が
「
自
然
景
観
」。

3
位
は
「
飲
食
」
で
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
民
族
や
歴
史
・
文
化
体

験
な
ど
が
上
位
に
く
る
と
考
え
て
い
た
の

で
意
外
で
し
た
。
歴
史
的
資
源
の
魅
力
を

引
き
出
し
、
観
光
資
源
と
し
て
活
か
し
て

い
く
に
は
、
自
然
や
温
泉
、
飲
食
な
ど
、

既
存
の
資
源
と
組
み
合
わ
せ
て
発
信
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
調
査
で
注
目
し

た
の
は
、
滞
在
日
数
が
6
日
以
上
と
い
う

回
答
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
す
。
滞
在

期
間
が
長
期
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
を
体
験
す
る
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が

必
ず
生
ま
れ
て
来
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

─
外
国
人
観
光
客
の
関
心
は
ど
こ
に
？

　

民
族
共
生
象
徴
空
間
は
、
ア
イ
ヌ
の
歴

史
や
文
化
を
知
る
上
で
重
要
な
施
設
で
あ

り
、
貴
重
な
観
光
資
源
に
も
な
り
ま
す
。

道
の
委
託
で
東
京
、
台
湾
、
ハ
ワ
イ
で

P
R
事
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
反
応
は
多

様
で
し
た
。
東
京
で
は
「
そ
う
な
ん
だ
」

と
い
う
感
じ
。
台
湾
で
は
「
近
く
に
温
泉

は
あ
る
の
か
」「
何
が
食
べ
ら
れ
る
の
か
」

な
ど
、
一
つ
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
捉

え
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
ハ
ワ
イ
で
は

「
何
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
か
」「
ア
イ
ヌ

だ
け
で
な
く
世
界
の
先
住
民
族
に
つ
い
て

も
網
羅
し
て
い
る
の
か
」
と
熱
心
な
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
別
な
機
会
に
カ
ナ
ダ
で

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
際
に
も
同
様

の
反
応
で
し
た
。
先
住
民
族
の
歴
史
や
文

化
へ
の
興
味
や
関
心
は
、
欧
米
の
方
が
高

く
、
北
海
道
を
P
R
す
る
上
で
も
高
い
訴

求
力
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

北
海
道
1
5
0
年
を
迎
え
て

─
北
海
道
1
5
0
年
に
関
す
る
取
組
は

　

市
町
村
と
連
携
し
て
、
北
海
道
1
5
0

年
を
体
感
で
き
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
企

画
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
札
幌
か
ら

1
時
間
ほ
ど
で
行
く
こ
と
の
で
き
る
、
岩

見
沢
市
の
東
部
丘
陵
地
域
に
あ
る
、
大
き

な
丸
太
で
つ
く
ら
れ
た
宿
泊
施
設
「
メ
ー

プ
ル
ロ
ッ
ジ
」
か
ら
見
る
星
空
は
、
と
て

も
美
し
い
。
何
千
年
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

1
5
0
年
と
い
う
歴
史
の
中
で
、
今
も
変

わ
ら
な
い
姿
を
伝
え
て
い
る
も
の
を
紹
介

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
最
北
の
酒
蔵
で

あ
る
上
川
大
雪
酒
造
（
上
川
町
）
で
、
北

海
道
の
米
づ
く
り
や
酒
づ
く
り
を
知
っ
て

も
ら
う
。
7
月
22
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
三

笠
市
の
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
高
校

生
が
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
れ

ま
で
に
は
な
か
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
も
ら
う
の
も

良
い
な
と
。
こ
の
1
5
0
年
の
間
に
北
海

道
に
住
む
私
た
ち
が
気
付
い
て
い
な
か
っ

た
価
値
を
持
つ
地
域
資
源
も
あ
る
は
ず
で

す
。
歴
史
や
文
化
を
含
め
た
地
域
の
魅
力

を
再
認
識
で
き
る
よ
う
な
企
画
を
打
ち
出

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

取材メモから

　〈民族共生象徴空間〉は、アイヌ文化復興の拠点として、白老町で整備
が始まった。中核施設となる国立アイヌ民族博物館は、東北以北で初の
国立博物館となる。2020年東京五輪・パラリンピック開催に合わせて
公開される予定で、国は100万人の来場目標を掲げている。国は文化芸
術資源の活用を経済活性化や地域振興の大きな柱に位置付けている。ア
イヌ文化の継承と創造・発展につなげるとともに、自然や食文化など、北
海道の魅力を結び付けた情報発信や受け入れ体制の整備は急務だ。その
仕組みづくりを通じて、道内各地に伝わるアイヌ文化や歴史的資源の再
発見や再評価、ネットワーク化につなげる契機としていきたい。

道内各地に入港する豪華客船─外国人観光客にア
イヌ文化の魅力を発信することも課題（小樽港で）
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2
0
2
0
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
合
わ
せ
て
白
老
町
で
ア

イ
ヌ
文
化
の
伝
承
と
発
展
の
核
と
な
る
民

族
共
生
象
徴
空
間
が
公
開
さ
れ
る
。
ア
イ

ヌ
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
本
道
の
歴
史
的

資
源
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
に
は
、
観

光
分
野
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。
地
域

の
観
光
振
興
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
進
め
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
事
業
部

の
斉
野
営
業
第
五
課
長
に
話
を
聞
い
た
。

地
域
に
お
金
が
落
ち
る
仕
組
み
を

─
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

　

営
業
第
五
課
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
育
成
や
民

泊
・
農
泊
の
推
進
、
欧
米
か
ら
の
誘
客
に

よ
る
観
光
振
興
を
は
じ
め
、
輸
出
や
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど
を
活
か
し
た
食
産
業
や
農

水
産
業
の
活
性
化
、
民
族
共
生
象
徴
空
間

や
ア
イ
ヌ
の
歴
史
文
化
の
発
信
、
ス
ポ
ー

ツ
を
活
か
し
た
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
地
域
に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
方
法
を
考

え
て
い
ま
す
。
当
社
が
旅
行
商
品
に
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
地
域
に

落
ち
る
お
金
が
減
り
ま
す
。
団
体
旅
行
が

減
り
、
個
人
旅
行
が
増
え
る
中
で
地
域
と

共
に
潤
う
こ
と
が
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
種

を
育
て
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
歴
史
的
資
源
を
発
信
す
る

─
最
近
の
北
海
道
観
光
の
動
向
は

　

観
光
客
数
は
伸
び
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
増
加
す
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
取
り

込
み
が
課
題
で
す
。
市
町
村
が
予
算
を
投

じ
て
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
外
国
人
観
光
客
に
は
不
評

で
「
欠
陥
が
あ
る
か
ら
安
い
の
で
は
」
と

い
う
疑
念
を
持
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
知
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
他
地
域
の
成
功

事
例
に
飛
び
付
い
て
し
ま
う
の
も
考
え
物

で
す
。
例
え
ば
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
や
「
Ｂ

級
グ
ル
メ
」。
最
近
で
は
設
備
が
整
っ
た

豪
華
な
キ
ャ
ン
プ
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し

む
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
で
す
。
山
の
中
に
あ
る

ホ
テ
ル
で
「
カ
ニ
食
べ
放
題
」
と
か
、
打

ち
上
げ
花
火
の
よ
う
な
一
過
性
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
な
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や

し
て
い
く
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
必

要
で
す
。
そ
の
第
一
歩
は
、
地
元
に
何
が

白老の民族共生象徴空間で中核となる国立
アイヌ民族博物館の地鎮祭（4月5日）

【リレーインタビュー】

温故知新
地域の歴史を
未来に活かす

アイヌ文化を欧米に発信
観光との相乗効果に

期待も
株式会社JTB 北海道事業部営業第五課長 

斉野　英俊氏

1

「地域とのウィン・ウィンの
関係こそが観光振興の目的」
と話す斉野課長

PROFILE
斉野　英俊（さいの・ひでとし）氏
平成 10 年入社、帯広支店配属。札幌
航空センター、本社総務部での勤務
を経て、25 年から2年間、北海道総
合政策部地域づくり支援局に出向。
27 年2月から現職。営業第五課長と
して地方創生に関わる業務に携わる。
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Relay Interview‹‹
政
が
お
墨
付
き
を
与
え
た
─
と
誤
解
さ
れ

か
ね
な
い
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

─
客
観
的
な
評
価
方
法
は
あ
り
ま
す
か

　

北
海
道
の
発
展
と
と
も
に
産
業
活
動
は

拡
大
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
産
業
遺
産
や

歴
史
的
地
域
資
産
の
候
補
は
、
歳
月
と
と

も
に
増
え
て
い
き
ま
す
。
道
内
で
は
こ
の

1
5
0
年
間
、
数
多
く
の
歴
史
的
資
産
が

失
わ
れ
ま
し
た
。
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
、
客
観
性
を
確
保
し
た
基

準
を
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
化
し
、
そ
の
リ
ス
ト

を
市
町
村
の
組
織
内
で
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
私
た
ち
が
考
え
る
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
は
、
歴
史
、
地
域
、
文
化
・
芸

術
、
環
境
、
活
用
と
い
う
5
つ
の
価
値
評

価
に
加
え
て
「
思
い
入
れ
」
と
い
う
項
目

も
設
け
ま
し
た
。
住
民
か
ら
愛
さ
れ
、
絵

画
や
写
真
の
題
材
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な

建
物
や
橋
な
ど
を
評
価
し
、
保
存
の
対
象

に
す
る
可
能
性
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
を
地
域
で
認
識
す
る

─
道
内
で
も
歴
史
文
化
基
本
構
想
の
策
定

に
取
り
組
む
市
町
村
が
あ
り
ま
す
ね

　
「
歴
史
文
化
」
と
は
、
単
に
建
物
や
施

設
群
を
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歴

史
文
化
基
本
構
想
は
、
市
町
村
が
文
化
財

保
護
行
政
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
に
な
り

ま
す
が
、
策
定
の
目
的
は
、
地
域
な
ら
で

は
の
“
お
宝
”
で
あ
る
歴
史
的
地
域
資
産

の
存
在
に
気
付
き
、
そ
の
価
値
を
認
識
し

て
、
次
に
つ
な
げ
る
取
組
を
重
ね
る
こ
と

で
、
そ
の
存
在
に
触
れ
る
人
た
ち
の
心
を

豊
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

各
地
に
「
地
域
調
査
員
」
と
い
う
、
郷

土
史
や
文
化
・
風
習
な
ど
を
調
べ
上
げ
て

い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
構
想
策
定
を
進

め
る
際
に
は
、
地
元
を
良
く
知
る
人
た
ち

を
幅
広
く
取
り
込
み
な
が
ら
協
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
協
議
は
地
域
の
魅
力
に
気

付
く
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
に
な
り
ま
す
。
ま

ず
は
自
分
た
ち
の
足
元
を
見
つ
め
直
す
こ

と
が
大
切
で
す
。

そ
の
結
果
と
し
て

構
想
の
「
柱
」
が

決
ま
り
ま
す
が
、

建
物
な
ど
形
が
あ

る
も
の
だ
け
で
は

な
く
、
古
文
書
や

歴
史
あ
る
商
家
の
屋
号
な
ど
に
な
る
場
合

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
地
域
固
有
の
価
値
を

共
有
す
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
的
資
産
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

歴
史
の
光
と
影
に
向
き
合
う

─
歴
史
に
は
光
と
影
も
あ
り
ま
す

　

私
は
博
物
館
・
網
走
監
獄
の
館
長
を
務

め
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
に
は
、
明
治
期

か
ら
使
わ
れ
て
き
た
「
五
翼
放
射
状
平
屋

舎
房
」
や
「
監
獄
庁
舎
」
な
ど
、
2
件
8

棟
の
建
物
が
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
、
昭
和

48
年
に
始
ま
っ
た
網
走
刑
務
所
の
全
面
改

築
に
伴
い
、
全
て
解
体
さ
れ
る
計
画
で
し

た
。
網
走
新
聞
社
の
オ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
佐

藤
久
氏
ら
が
法
務
省
に
掛
け
合
い
、
昭
和

55
年
に
網
走
監
獄
保
存
財
団
を
設
立
し
、

資
金
を
工
面
し
て
、
現
在
地
に
移
築
し
ま

し
た
。
北
海
道
で
は
、
開
拓
時
代
に
道
路

開
発
な
ど
で
囚
人
が
酷
使
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
の
暗
部
を
世
間
に
知
ら

し
め
る
こ
と
に
、
地
元
で
は
反
発
す
る
声

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
輝
か
し
い
歴
史
だ
け
を
積
み

重
ね
て
今
の
北
海
道
が
あ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
忌
ま
わ
し
い
戦
争
や
悲
惨
な
災

害
、
事
件
事
故
な
ど
も
、
地
域
の
歴
史
的

資
産
と
捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
時
に

は
「
過
ち
は
繰
り
返
さ
な
い
」
と
い
う
決

意
の
象
徴
と
し
て
、
守
り
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

取材メモから

　安全確保や維持費の軽減を目的に歴史的建造物の撤去を進める行政
と、保存を求める住民の対立が先鋭化するケースも少なくない。歴史的
資産としての将来的な価値を予測・評価し、専門家を交えた膝詰めの議
論を通じて、現状保存やリノベーションによる利活用、あるいは撤去を
判断するプロセスを、行政の政策決定過程に組み込むことで、円滑な意
思決定とともに、歴史的建造物の破壊と消滅を防ぐことができるかも知
れない。こうした議論は、急激な過疎・高齢化で地域社会が縮小を続け
ていく中で「どのような形でマチを残し伝えるべきか」という大きな
テーマに取り組む上でも、さまざまな示唆を与えてくれるに違いない。

毎年多くの観光客が訪れ
る博物館・網走監獄。地
元の熱意で保存が決ま
り、天都山麓に移築した

士別市大野邸調査。れきけんと北大
建築史意匠学研究室との協働調査
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昭
和
の
高
度
経
済
成
長
期
や
平
成
の
バ

ブ
ル
期
を
通
じ
て
、
道
内
で
は
数
多
く
の

歴
史
的
建
造
物
が
失
わ
れ
た
。
歴
史
的
地

域
資
産
研
究
機
構
（
札
幌
）
の
角
代
表
理

事
は
、
現
存
す
る
歴
史
的
建
造
物
を
良
好

な
状
態
で
守
り
伝
え
て
い
く
に
は
、
そ
の

価
値
を
客
観
的
に
評
価
し
、
地
域
で
共
有

す
る
取
組
が
欠
か
せ
な
い
と
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
現
在
は
保
護
の
対
象
で
は
な
い

現
役
の
建
造
物
も
、
将
来
的
に
歴
史
的
価

値
が
評
価
さ
れ
る
可
能
性
を
考
慮
し
た
調

査
や
リ
ス
ト
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
呼
び
掛
け
る
。

歴
史
的
資
源
の
評
価
で
助
言

─
歴
史
的
地
域
資
産
研
究
機
構
と
は

　

私
は
北
海
道
大
学
で
建
築
史
意
匠
学
を

研
究
し
な
が
ら
、
市
町
村
か
ら
歴
史
的
建

造
物
の
保
護
や
保
全
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
退
職
時
に
「
相
談
先
が

無
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
の
声
を
頂
き
、

地
域
へ
の
恩
返
し
の
意
味
も
込
め
、
平
成

24
年
に
歴
史
的
地
域
資
産
研
究
機
構
（
れ

き
け
ん
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
歴
史
的
地

域
資
産
の
調
査
・
研
究
と
評
価
、
改
修
や

修
復
工
事
へ
の
助
言
、
専
門
的
見
地
か
ら

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
歴
史
的
地
域
資

産
の
管
理
運
営
な
ど
を
通
じ
て
、
ま
ち
づ

く
り
や
学
術
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
道
内
の
研
究
者

や
専
門
家
の
能
力
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す

る
た
め
「
建
築
ヘ
リ
テ
ー
ジ
サ
ロ
ン
」
と

い
う
、
研
究
者
と
職
人
の
交
流
会
も
設
け

て
、
研
究
者
の
見
立
て
を
職
人
の
目
線
で

検
証
し
、
総
合
的
な
判
断
の
下
で
補
修
や

保
全
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

─
市
町
村
へ
の
助
言
活
動
は

　
〈
れ
き
け
ん
〉に
は
、
学
識
経
験
者
や
建

築
家
な
ど
が
参
画
し
、
1
級
建
築
士
や
技

術
者
が
役
員
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
業

務
の
大
半
は
、
個
別
の
建
物
や
施
設
群
の

価
値
評
価
業
務
で
す
。「
こ
の
建
物
は
経

費
を
か
け
て
改
修
・
修
復
の
価
値
が
あ
る

の
か
」
と
尋
ね
て
く
る
市
町
村
の
担
当
者

や
個
人
所
有
者
は
、
自
分
た
ち
の
判
断
に

不
安
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
建
築

史
や
意
匠
な
ど
の
見
地
か
ら
調
査
し
、
後

押
し
が
で
き
る
助
言
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

客
観
性
を
確
保
し
た
保
存
の
在
り
方

─
歴
史
的
資
産
は
増
え
続
け
て
い
ま
す

　

現
在
、
札
幌
市
の
委
託
を
受
け
て
、
歴

史
的
資
産
の
調
査
と
と
も
に〈
将
来
資
産
〉

の
価
値
評
価
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
築

50
年
に
満
た
な
い
よ
う
な
建
物
を
対
象
に

歴
史
や
文
化
の
観
点
か
ら
、
将
来
的
に
残

す
べ
き
も
の
を
リ
ス
ト
化
す
る
試
み
で

す
。
時
を
経
る
に
従
っ
て
、
新
た
に
文
化

財
に
な
り
そ
う
な
物
件
の
一
覧
を
作
成
し

て
お
き
ま
す
。
い
ざ
解
体
と
な
っ
た
時
に

慌
て
て
調
査
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
ら
か

じ
め
保
存
す
べ
き
候
補
に
目
星
を
付
け
て

お
く
こ
と
で
、
保
存
や
解
体
の
手
順
を
円

滑
に
進
め
ま
す
。
保
存
に
必
要
な
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
を
圧
縮
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
評
価
基
準
の
客
観
性
を
確
保

す
る
の
が
難
し
く
、
出
来
上
が
っ
た
リ
ス

ト
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
で
「
載
っ
て
い
な

い
も
の
は
全
て
壊
し
て
も
い
い
」
と
、
行

PROFILE
角　幸博（かど・ゆきひろ）氏
昭和 22 年 10 月2日、札幌市生まれ。北海道大
学工学部建築工学科卒。専門は建築史。1級建
築士。昭和 45 年北大工学部助手、平成9年北
大大学院工学研究科助教授、14 年同教授。23
年に退職し名誉教授に。24 年に歴史的地域資
産研究機構を設立し代表理事に就任。北海道文
化遺産活用活性化実行委員会会長や札幌市文化
財保護審議会会長、寿都町・江差町の歴史文化
基本構想策定委員などを歴任。28 年から博物
館・網走監獄館長を務めている。

歴史的建造物を守り伝える
地域でその価値を共有し、

次世代につなぐ
NPO法人 歴史的地域資産研究機構代表理事 

角　幸博氏

2

【リレーインタビュー】

温故知新
地域の歴史を
未来に活かす

地域の思い入れも保存の可否を論じる重要な要素─と語る角代表理事
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Relay Interview‹‹‹
物
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
3
7
0
年
余
り

の
伝
統
を
誇
る
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
、
全

国
に
愛
好
家
が
い
る
民
謡
・
江
差
追
分
を

は
じ
め
と
す
る
伝
統
芸
能
、
さ
ら
に
ニ
シ

ン
漬
け
や
三
平
汁
と
い
っ
た
伝
統
的
な
食

文
化
な
ど
も
ス
ト
ー
リ
ー
に
含
め
ま
し
た
。

観
光
施
策
の
在
り
方
を
見
直
す

─
観
光
振
興
の
具
体
策
は

　

日
本
遺
産
め
ぐ
り
が
目
的
の
観
光
客
が

増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
江
差
を
訪
れ

る
人
た
ち
が
「
い
に
し
え
街
道
」
を
歩
き

な
が
ら
、
歴
史
に
親
し
み
、
地
元
の
食
材

を
味
わ
い
、
伝
統
芸
能
に
触
れ
、
住
民
と

の
交
流
を
深
め
て
欲
し
い
で
す
ね
。
力
を

入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
が
受
け
入
れ
体
制

の
構
築
で
す
。
昨
年
は
「
観
光
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
町
内
の
幅
広

い
人
た
ち
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
道

を
尋
ね
ら
れ
た
り
、
街
中
で
ち
ょ
っ
と
し

た
立
ち
話
を
し
た
り
す
る
時
で
も
、
住
民

自
身
が
観
光
客
の
質
問
に
き
ち
ん
と
応
じ

る
こ
と
が
で
き
る
発
信
力
と
対
応
力
が
必

要
で
す
。
そ
の
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
で

江
差
の
魅
力
は
倍
増
す
る
と
思
い
ま
す
。

─
歴
史
的
資
源
の
発
掘
も
重
要
で
す

　

町
内
で
は
、
枝
豆
を
塩
漬
け
し
て
発
酵

さ
せ
た
「
豆
漬
け
」
が
食
卓
に
並
び
ま
す

が
、
町
外
で
は
知
名
度
が
皆
無
に
等
し
い

で
す
ね
。
日
常
生
活
の
中
に
あ
る
「
当
た

り
前
」
が
、
他
地
域
か
ら
訪
れ
た
人
た
ち

に
は
新
鮮
で
、
大
き
な
価
値
を
秘
め
て
い

ま
す
。
地
域
資
源
の
発
掘
と
人
材
育
成
を

進
め
る
た
め
、
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校

の
池
ノ
上
真
一
准
教
授
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
迎
え
、
本
年
度
中
に
D
M
O
（
観
光
地

域
づ
く
り
組
織
）
を
発
足
さ
せ
る
予
定
で

す
。
平
成
31
年
度
は
全
国
に
向
け
て
戦
略

的
な
情
報
発
信
を
進
め
、
次
年
度
以
降
は

自
走
化
で
き
る
組
織
を
目
指
し
ま
す
。

─
観
光
振
興
を
め
ぐ
る
課
題
は

　

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
や
江
差
追
分
全
国

大
会
な
ど
の
繁
忙
期
に
は
、
宿
泊
施
設
の

収
容
能
力
を
超
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
上
限
1
億
円
、
建
設
費
の
3
分
の

2
を
上
限
と
す
る
補
助
制
度
を
設
け
、
宿

泊
施
設
の
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す
。
既
存

の
宿
泊
施
設
を
対
象
に
改
修
や
環
境
向
上

の
た
め
の
補
助
制
度
も
設
け
ま
し
た
。

　

昨
年
9
月
の
江
差
追
分
全
国
大
会
の
期

間
中
は
、
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
従
い
、
道
内
で
初
め
て
「
イ
ベ
ン
ト
民

泊
」
を
試
行
し
ま
し
た
。
出
場
者
な
ど
約

70
人
が
町
内
の
一
般
家
庭
に
滞
在
し
、
住

民
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
反
応

も
上
々
で
し
た
。
民
泊
に
つ
い
て
も
こ
れ

か
ら
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

江
差
と
北
海
道
1
5
0
年

─
明
治
以
降
の
歴
史
も
多
彩
で
す
ね

　
「
開
陽
丸
」
は
、
幕
末
期
に
江
戸
幕
府

が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
購
入
し
た
最
新
鋭
の
軍

艦
で
し
た
。
榎
本
武
揚
率
い
る
旧
幕
府
軍

を
乗
せ
て
蝦
夷
地
に
脱
出
し
、
箱
館
戦
争

に
参
戦
し
ま
し
た
が
、
明
治
元
年
11
月
15

日
、
暴
風
雨
に
遭
い
江
差
沖
で
沈
没
し
ま

し
た
。
か
も
め
島
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

設
計
図
を
取
り
寄
せ
て
再
現
し
た
「
開
陽

丸
記
念
館
」
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
沈
没

か
ら
1
5
0
年
の
節
目
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
隣
接
す

る
「
開
陽
丸
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」
は
、
江

差
観
光
の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、
さ
ら

な
る
魅
力
付
け
を
行
う
た
め
の
計
画
策
定

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

─
か
も
め
島
は
魅
力
的
な
観
光
資
源
で
す

　

湘
南
の
江
ノ
島
に
匹
敵
す
る
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
か
も
め
島
エ
リ
ア

と
開
陽
丸
エ
リ
ア
に
あ
る
江
差
港
マ
リ
ー

ナ
を
観
光
客
や
住
民
が
集
う
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
「
北
の
江
の
島
構
想
」
を
ま
と

め
ま
し
た
。
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
て
、
大
型
の
大
会
を
誘
致

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
口
減
少
が
加
速

す
る
中
で
、
交
流
人
口
と
関
係
人
口
を
増

や
し
、
地
域
に
お
金
を
落
と
し
て
も
ら

う
、
江
差
の
“
応
援
団
”
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。

取材メモから

　江差町はサービス業を中心とする第3次産業の割合が高く、観光産業
は大きな柱だ。道南有数の観光地として親しまれてきたが、近年は往時
の勢いが感じられない。町が街路や観光施設を中心に〈器〉となるハー
ド整備に力を注ぐ一方、ソフト面を含めた〈中身〉の充実は、長年の懸
案となってきた。少子高齢化や国・道の出先機関の職員削減などの影響
で、過疎化と地域経済の地盤沈下が進行する中、町は新たなアプローチ
で観光再生に取り組み始めた。歴史的資源を活性化の起爆剤と位置付け
る市町村は多い。ソフト面を中心とする地域間競争を勝ち抜くには、明
確な目標設定と組織や団体の垣根を越えた総合力の発揮が不可欠だ。

ニシン漁で繁栄した往時の江差を
思わせる姥神大神宮渡御祭
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本
州
と
の
交
易
を
担
っ
た
商
家
建
築
や

伝
統
的
な
街
並
み
景
観
、
江
差
追
分
に
代

表
さ
れ
る
多
彩
な
郷
土
芸
能
、
海
と
山
に

育
ま
れ
た
食
文
化
な
ど
、
ニ
シ
ン
漁
の
繁

栄
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
江
差
町
の
歴

史
文
化
遺
産
が
平
成
29
年
4
月
、
文
化
庁

の
「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
。
地
域

に
息
づ
く
有
形
・
無
形
の
歴
史
的
資
源
が

持
つ
大
き
な
価
値
と
と
も
に
、
日
本
遺
産

認
定
の
効
果
を
最
大
限
に
活
か
し
、
新
た

な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
観
光
の
再
生
と
地
域
活

性
化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
照
井

町
長
に
今
後
の
戦
略
を
聞
い
た
。

日
本
遺
産
に
単
独
認
定

─
日
本
遺
産
認
定
に
向
け
た
取
組
は

　

平
成
27
年
に
歴
史
文
化
基
本
構
想
の
策

定
に
着
手
し
ま
し
た
。
江
差
の
生
活
に
根

差
し
た
文
化
遺
産
は
、
少
子
化
の
影
響
や

生
活
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
当
時
は
日
本
遺
産

を
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
様

な
文
化
遺
産
を
保
存
・
活
用
す
る
こ
と
で

後
世
に
つ
な
げ
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し

て
い
く
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
職
員
か
ら
「
構
想
を
進
め

る
上
で
日
本
遺
産
認
定
は
大
き
な
武
器
に

な
る
」
と
助
言
を
受
け
、
全
国
百
カ
所
と

い
う
狭
き
門
で
し
た
が
、
千
載
一
遇
の
好

機
と
捉
え
て
申
請
を
目
指
し
ま
し
た
。

─
単
独
認
定
の
狙
い
と
は

　

当
初
は
、
江
差
の
発
展
を
支
え
た
北
前

船
を
核
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
函
館
市
や
松
前
町

な
ど
が
、
同
じ
北
前
船
を
テ
ー
マ
に
広
域

で
日
本
遺
産
認
定
を
目
指
そ
う
と
い
う
動

き
が
あ
り
ま
し
た
。
独
自
性
を
発
揮
す
る

た
め
、
江
差
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
ニ
シ

ン
を
中
心
と
す
る
歴
史
的
資
源
の
保
存
・

伝
承
に
取
り
組
み
、
観
光
資
源
と
し
て
活

用
す
る
総
合
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
、

単
独
市
町
村
で
完
結
す
る
「
地
域
型
」
で

の
認
定
を
目
指
し
ま
し
た
。
最
終
的
に

「
江
差
の
五
月
は
江
戸
に
も
な
い
─
ニ
シ

ン
の
繁
栄
が
息
づ
く
町
─
」
と
い
う
認
定

ス
ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
、
昨
年
4
月
に

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

─
ス
ト
ー
リ
ー
構
成
を
教
え
て
下
さ
い

　

往
年
の
江
差
は
、
ニ
シ
ン
漁
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
春
に
は
「
江
差
の
五
月
は
江
戸

に
も
な
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
賑
わ
い

が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す

る
歴
史
的
資
源
も
多
彩
で
す
。
町
内
の

「
い
に
し
え
街
道
」
に
は
、
ニ
シ
ン
漁
と

の
関
わ
り
が
深
い
姥
神
大
神
宮
や
旧
中
村

家
住
宅
（
重
要
文
化
財
）、
横
山
家
（
道

指
定
有
形
文
化
財
）
な
ど
の
歴
史
的
建
造

「江差の応援団を増やしていく
ことが不可欠」と語る照井町長

PROFILE
照井　誉之介（てるい・よのすけ）氏
昭和 59年8月4日生まれ。神奈川県
出身。早稲田大学政治経済学部政治学
科卒。平成 20年4月北海道新聞社入
社。平成 21年7月から3年間、江差
支局で勤務した。帯広支社報道部を経
て 26年4月に退社。同年7月の江差
町長選で全国最年少（当時）の市町村
長として初当選した。現在1期目。

江差の五月は江戸にもない─
日本遺産とまちづくり

江差町長 照井　誉之介氏
3

さまざまな伝説が残る「かもめ島」は江差のシン
ボルだ。大きな船のシルエットは開陽丸資料館

【リレーインタビュー】

温故知新
地域の歴史を
未来に活かす
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Relay Interview‹‹‹‹
と
ま
っ
た
形
で
紹
介
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
歴
史
が
理
解
し
や
す
く
な
り
、
教
育
効

果
や
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
き
っ
か
け

に
も
な
る
可
能
性
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

─
土
木
・
産
業
遺
産
に
つ
い
て
は
函
館
市

で
研
究
事
例
が
あ
り
ま
す
ね

　

歩
い
て
巡
る
と
い
う
フ
ッ
ト
パ
ス
の
特

性
上
、
あ
る
程
度
は
資
源
の
密
度
が
な
け

れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
函
館
市
は
、
土

木
・
産
業
遺
産
が
多
数
現
存
し
、
歩
い
て

巡
る
と
い
う
点
で
は
条
件
に
合
致
し
や
す

い
土
地
で
す
。
函
館
市
は
「
ま
ち
あ
る
き

観
光
」
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
専
用
の
観

光
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
土
木
・
産
業
遺
産
を
テ
ー
マ
と

し
た
コ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で
な
く
「
地
域
資

源
を
よ
り
よ
く
理
解
し
有
効
に
活
用
で
き

な
い
か
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
防
波
堤
や

ダ
ム
、
配
水
池
な
ど
17
の
施
設
を
選
定

し
、
歩
く
際
の
注
意
点
や
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン

ト
な
ど
も
付
け
た
マ
ッ
プ
を
平
成
22
年
に

作
成
し
ま
し
た
。

─
作
成
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
課
題
は

　

実
際
に
ル
ー
ト
を
選
定
し
、
フ
ッ
ト
パ

ス
で
う
ま
く
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
歴
史
遺

産
を
効
率
よ
く
巡
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
歩
道
や
横
断

歩
道
が
無
く
、
安
全
面
で
配
慮
が
必
要
な

場
所
や
、
現
地
に
歴
史
的
な
背
景
や
価
値

の
説
明
が
無
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
改
善
す

べ
き
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

人
材
の
確
保
・
育
成
が
カ
ギ
と
な
る

─
フ
ッ
ト
パ
ス
を
め
ぐ
る
課
題
は

　

道
内
は
「
農
地
型
」
と
「
自
然

型
」
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
地
域
資

源
を
つ
な
い
で
魅
力
あ
る
ル
ー
ト

に
す
る
た
め
に
は
「
連
続
性
」
の

確
保
が
重
要
で
す
。
ル
ー
ト
上
に

あ
る
河
川
や
道
路
な
ど
の
公
共
空

間
を
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

通
行
、
使
用
、
そ
し
て
標
識
設
置

な
ど
の
手
続
き
を
明
確
化
・
円
滑

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ッ
ト
パ
ス
は
持
続
し

て
い
か
な
け
れ
ば
“
小
径
”
と
し

て
は
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。
幸

い
多
額
の
費
用
を
必
要
と
し
な
い

の
が
フ
ッ
ト
パ
ス
の
利
点
で
す
。
ル
ー
ト

の
開
発
や
維
持
、
情
報
発
信
な
ど
を
担
う

人
材
を
い
か
に
育
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
か
が
カ
ギ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

─
今
後
に
向
け
て
研
究
所
の
役
割
は

　

研
究
所
と
し
て
は
、
観
光
振
興
や
地
域

の
活
性
化
に
向
け
て
、
公
共
空
間
を
ど
う

デ
ザ
イ
ン
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で

あ
り
、
フ
ッ
ト
パ
ス
の
研
究
も
そ
の
一
環

で
す
が
、
現
在
は
フ
ッ
ト
パ
ス
に
限
ら
ず

観
光
地
や
公
共
空
間
の
魅
力
向
上
と
、
そ

れ
に
寄
与
す
る
土
木
イ
ン
フ
ラ
の
在
り
方

に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
町
村
か
ら
は
土
木
遺
産
に
関
す
る
保

存
手
法
や
景
観
と
の
両
立
な
ど
に
つ
い
て

の
技
術
相
談
も
来
て
い
ま
す
。
研
究
所
に

は
、
道
路
や
河
川
、
農
業
、
港
湾
な
ど
の

分
野
で
土
木
の
専
門
家
が
多
数
在
籍
し
て

い
ま
す
。
市
町
村
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
も
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
の

が
強
み
で
す
。
地
域
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

と
し
て
、
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、
北
海
道
を
元
気
に
す
る

研
究
機
関
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。取材メモから

　豊かな自然と田園風景あふれる道内では、フットパスは地域活性
化や観光振興を実現するための有力なツールになり得るだろう。市
町村をはじめ、さまざまな設置・運営主体が活動していることは、
年代や国籍など多様な参加者のニーズに応えることができる半面、
内容や運営体制の質にばらつきを生じさせていることも現実だ。
　土木・産業遺産についても、その価値が理解されず、資源として
活用されていないケースも少なくない。寒地土木研究所をはじめと
する専門家の的確なアドバイスにより、フットパスの質的向上と利
活用の促進、歴史的資源の価値向上を図っていく必要があるだろう。

道内各地に現存する土木・産業遺産

寒地土木研究所で作成した
「函館土木・産業遺産フットパス」
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森
林
や
田
園
地
帯
、
地
域
の
歴
史
的
資

源
な
ど
を
巡
り
歩
く
〈
フ
ッ
ト
パ
ス
〉
が

全
道
各
地
で
誕
生
し
て
い
る
。
個
人
や
団

体
が
楽
し
む
も
の
か
ら
、
近
年
は
観
光
振

興
や
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
市
町
村
が

積
極
的
に
整
備
に
取
り
組
む
ケ
ー
ス
も
出

て
き
た
。
寒
地
土
木
研
究
所
は
、
道
路
や

河
川
な
ど
の
公
共
空
間
や
土
木
・
産
業
遺

産
を
利
用
し
た
フ
ッ
ト
パ
ス
の
課
題
や
将

来
性
な
ど
に
つ
い
て
専
門
的
な
研
究
を
進

め
て
き
た
。
同
研
究
所
の
太
田
広
技
術
開

発
調
整
監
と
笠
間
聡
地
域
景
観
ユ
ニ
ッ
ト

研
究
員
に
フ
ッ
ト
パ
ス
を
め
ぐ
る
現
状
と

今
後
の
展
望
を
聞
い
た
。

道
内
に
は
2
0
0
以
上
の
ル
ー
ト

─
そ
も
そ
も
フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
何
で
す
か

　

フ
ッ
ト
パ
ス
は
、歩
く
こ
と（
F
o
o
t
）

と
小こ

径み
ち

（
P
a
t
h
）
を
合
わ
せ
た
言
葉

で
英
国
が
発
祥
で
す
。
英
国
で
は
田
園
地

帯
な
ど
を
散
策
す
る
こ
と
が
中
心
で
し
た

が
、
1
9
9
0
年
代
に
日
本
に
入
っ
て
く

る
と
、
森
林
や
田
園
地
帯
に
加
え
、
古
い

街
並
み
や
市
街
地
の
歴
史
的
建
造
物
な
ど

を
巡
る
ツ
ア
ー
的
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多

様
な
形
で
展
開
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

道
内
で
は
2
0
0
0
年
代
に
登
場
し
ま

し
た
。
フ
ッ
ト
パ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北

海
道
に
よ
る
と
現
在
、
道
内
に
は
40
を
超

す
市
町
村
に
2
0
0
以
上
の
ル
ー
ト
が
あ

り
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
ル
ー
ト
の
立
地
環

境
に
応
じ
て
「
市
街
地
型
」「
農
地
型
」

「
自
然
型
」
に
区
分
し
て
い
ま
す
。
運
営
や

利
用
の
面
で
は
、
案
内
板
や
マ
ッ
プ
な
ど

が
整
備
さ
れ
て
い
る
「
常
設
タ
イ
プ
」、
案

内
者
が
同
行
す
る
「
ガ
イ
ド
タ
イ
プ
」、

特
定
の
行
事
な
ど
で
活
用
す
る
「
イ
ベ
ン

ト
タ
イ
プ
」
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

─
研
究
所
が
取
組
を
進
め
た
背
景
は

　

公
共
土
木
施
設
に
関
わ
る
研
究
機
関
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
第
7
期

北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
「
北
海
道
の
自

然
環
境
を
活
か
し
た
フ
ッ
ト
パ
ス
の
整
備

促
進
」
が
盛
り
込
ま
れ
、
平
成
28
年
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
8
期
計
画
で
も
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く

り
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
研
究
所

で
も
土
木
イ
ン
フ
ラ
の
調
査
研
究
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
、
公
共
空
間
の
活
用
に
よ

り
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
観
点
か
ら

フ
ッ
ト
パ
ス
を
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
研

究
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

つ
な
げ
る
こ
と
で
物
語
が
生
ま
れ
る

─
フ
ッ
ト
パ
ス
の
可
能
性
と
は

　

フ
ッ
ト
パ
ス
は
、
地
域
の
資
源
を
つ
な

げ
、
巡
り
歩
く
と
い
う
行
動
な
の
で
、
滞

在
時
間
が
長
く
な
り
、
観
光
消
費
の
増
進

に
寄
与
す
る
と
い
う
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
つ
な
げ
る
こ
と
で
ス
ト
ー

リ
ー
が
生
ま
れ
、
初
め
て
訪
れ
た
人
に

と
っ
て
も
記
憶
に
残
り
や
す
く
な
り
、
リ

ピ
ー
タ
ー
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

土
木
遺
産
な
ど
は
単
体
で
は
な
く
、
ま

フットパスの現状と可能性について説明する
太田技術開発調整監（左）と笠間研究員

PROFILE
太田　広（おおた・ひろし）氏
昭和 37 年生まれ。昭和 63 年京都大大学院修
了。同研究所総括研究監（地域景観ユニットリー
ダー）などを経て、28 年4月より現職。イギリ
スの緑地政策などを研究。博士（工学）。55 歳。
笠間　聡（かさま・さとし）氏
昭和 55 年2月生まれ。平成 16 年東京大学大学
院工学系研究科社会基盤工学専攻修了。株式会
社アプル総合計画事務所勤務を経て、23 年 12
月から現職。38 歳。

土木・産業遺産の価値を活かす
フットパスの新たな可能性とは

国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所
技術開発調整監 太田　広氏

地域景観ユニット研究員 笠間　聡氏

4

【リレーインタビュー】

温故知新
地域の歴史を
未来に活かす
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ロ
ボ
ッ
ト
の
質
的
向
上
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
福
祉
用
具
プ
ラ

ン
ナ
ー
や
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
経
験
を
持
つ
萩
生
田
氏
は
「
ロ

ボ
ッ
ト
活
用
の
先
端
分
野
と
し
て
、
介
護

現
場
・
介
護
職
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
を
通

じ
て
、
介
護
と
い
う
仕
事
に
興
味
・
関
心

を
持
つ
担
い
手
が
集
ま
る
よ
う
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
熱
い
思
い
を
語
る
。

介
護
業
務
の
効
率
性
向
上
に
期
待

　
「
ロ
ボ
ク
ラ
ス
」
で
は
、
数
多
く
の
種

類
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
を
展
示
し
て
い

る
（
表
）。
例
え
ば
、
株
式
会
社
イ
ノ

フ
ィ
ス
の
「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
」
と
い
う

装
着
型
移
乗
介
助
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
ベ
ッ
ド

や
車
い
す
、
便
器
な
ど
へ
の
移
乗
時
に
体

重
を
支
え
る
機
会
が
多
い
介
護
職
員
の
腰

痛
リ
ス
ク
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
開
発
さ

れ
た
。
装
着
手
法
は
登
山
用
リ
ュ
ッ
ク
を

背
負
う
動
作
と
似
て
お
り
、
慣
れ
て
く
る

と
10
秒
も
あ
れ
ば
一
人
で
装
着
で
き
る
。

ま
た
、
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
を
利
用
す
る

と
、
腰
の
負
担
が
3
分
の
1
程
度
ま
で
抑

制
で
き
、
腰
痛
予
防
や
肉
体
的
負
担
の
緩

和
な
ど
に
加
え
、
業
務
の
効
率
性
や
生
産

性
向
上
へ
の
寄
与
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

株
式
会
社
イ
デ
ア
ク
エ
ス
ト
が
製
造
し

た
「
ア
ウ
ル
サ
イ
ト
」
な
ど
の
ベ
ッ
ド
見

守
り
支
援
機
器
は
、
ベ
ッ
ド
内
に
い
る
被

介
護
者
に
異
常
が
発
生
す
る
と
セ
ン
サ
ー

が
感
知
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
用

い
て
遠
隔
管
理
で
き
る
。
ベ
ッ
ド
見
守
り

支
援
機
器
と
移
乗
介
助
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み

合
わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
夜
勤
時
に

お
け
る
施
設
内
の
常
駐
人
員
を
削
減
す
る

効
果
が
高
ま
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

活
用
へ
の
期
待
と
人
材
育
成

　

ロ
ボ
協
の
村
井
田
良
評
議
員
は
「
若
く

て
体
力
が
あ
る
介
護
職
員
か
ら
は
『
装
着

自
体
が
面
倒
』
と
い
う
意
見
も
多
く
あ
る

一
方
、
体
力
に
不
安
を
感
じ
る
職
員
の
場

合
は
『
腰
の
負
担
が
軽
減
』
な
ど
高
く
評

価
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
」
と
語
る
。
こ
う

し
た
状
況
か
ら
、
使
用
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

や
機
器
の
調
整
・
設
定
方
法
な
ど
に
関
す

る
現
場
で
の
仕
組
み
づ
く
り
が
無
け
れ

ば
、
導
入
効
果
が
十
分
発
揮
さ
れ
な
い
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
ロ
ボ
協
は
、
介
護
現

場
で
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
に
関
す
る
提

案
や
指
導
を
行
う
人
材
の
育
成
支
援
を
目

的
に
「
ケ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
い
う
資
格
の
認
定
や
、
教
育
制
度
の
創

設
も
準
備
し
て
い
る
と
い
う
。

　

内
閣
府
が
平
成
25
年
度
、
20
歳
以
上
の

男
女
3
0
0
0
人
を
対
象
に
実
施
し
て
、

1
8
4
2
人
か
ら
回
答
を
得
た
「
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
に
関
す
る
特
別
世
論
調
査
」
に
よ

る
と
、
65
・
1
％
の
回
答
者
が
、
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
を
利
用
す
る
意
向
を
示
す
な
ど
、

期
待
値
は
非
常
に
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
既
に
担
い
手
不
足
が
顕
在
化
し

始
め
た
本
道
だ
か
ら
こ
そ
、
ロ
ボ
協
の
活

動
に
呼
応
、
賛
同
す
る
介
護
関
係
者
が
数

多
く
現
れ
、
介
護
業
務
の
生
産
性
・
効
率

性
の
向
上
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
注
1
）
移
乗
介
助
、
移
動
支
援
、
排
せ
つ
支
援
、

見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
入
浴
支
援
、
介

護
業
務
支
援
の
６
分
野
。

（
注
2
）
改
定
で
は
「
見
守
り
機
器
の
導
入
に
よ
り

効
果
的
に
介
護
が
提
供
で
き
る
場
合
」
に
介
護
報
酬

加
算
の
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

■表　ロボクラスで展示されている介護ロボット機器（一例）
適用
分野

移乗介助
（装着型）

製品名 マッスルスーツ　スタンドアローンモデル
製造元 株式会社　イノフィス（本社：東京都）

製品
特性

作業負荷を軽減する腰補助用「マッスルスーツ」。長年の研究によって実現し
た機構と空気圧式人工筋肉を用いることにより、滑らかな動きを実現。高い耐
久性により屋内での作業はもちろん、屋外、水回りの作業現場でも利用が可能。

適用
分野

移動支援
（屋外型）

製品名 リトルキーパス
製造元 株式会社　幸和製作所（本社：大阪府）

製品
特性

ハンドグリップで身体を支えて移動を可能とする電動アシストモード付き歩行
車。センサー感知によってモーターを連動させる技術を搭載。登り坂道の場合
は、オートアシストで押す力を少なくでき、下り坂道はオートブレーキ制御で
進み過ぎることを制御。つまずいた時など、歩行車を急に進めた場合は、ブ
レーキ自動制御がかかって転倒を防止する。

適用
分野

認知症の方
の見守り

製品名 アウルサイト
製造元 株式会社　イデアクエスト（本社：東京都）

製品
特性

立ちあがる、柵にもたれるといった姿勢の変化による大きな動きと、もだえ、
ふるえのような小さな動きのどちらも検出可能なベッド見守りシステム。赤外
光を利用したセンサーにより、被介護者を非接触・無拘束で見守り、センサー
から得られた情報を人工知能を用いて処理し、被介護者の離床・徘徊につなが
る状態とした判断結果を介護者へ通報。

適用
分野 食事介助

製品名 ごっくんチェッカー
製造元 株式会社　ハッピーリス（本社：東京都）

製品
特性

食事介助は、「目と耳でよく観察する必要がある」といった介護現場の声から
生まれた、飲み込みの音を聞きやすくした集音器。嚥下音を聞くことで飲み込
む力が低下し、誤って食べ物や唾液を気管に飲み込む恐れがある高齢者に対し
て「安心」で「スムーズ」な食事介助を可能とする。

適用
分野

ロボット・
セラピー

製品名 メンタルコミットロボット　パロ
製造元 株式会社　知能システム（本社：富山県）

製品
特性

「かわいい」や「心地良い」など、人からの主観的な評価を重視し、人との相
互作用によって、人に楽しみや安らぎなどの精神的な働きかけを行うことを目
的にしたロボット。人とのふれあいから、パロにも心や感情があるかのように
内部の状態が変化する。反応の仕方が変わったり、鳴き声を出したり、飼い主
の好みの行動を学習したりする。

（出所）各社ホームページ、製品カタログなどを基に道銀地域総合研究所作成
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介護現場における生産性・効率性向上への 
貢献が期待される「介護ロボット」

　国家戦略の一つとして、ロボットの利活用によって生産性を高めるための取組が加速している。
その用途分野の代表例として挙げられるのが「介護分野」だ。急速に開発・普及が進み始めた
「介護ロボット」を取り巻く現状について解説する。（北海道銀行・道銀地域総合研究所）
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深
刻
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
担
い
手
不
足

　

平
成
27
年
3
月
に
道
が
発
表
し
た
「
第

6
期
北
海
道
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
支
援
計
画
」
に
よ
る
と
、
平

成
26
年
度
末
に
2
9
4
・
8
千
人
だ
っ
た

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数
は
、
37
年
度

末
に
は
4
2
8
・
9
千
人
に
急
増
す
る
見

通
し
と
な
っ
て
い
る
（
グ
ラ
フ
上
）。

　

一
方
、
介
護
職
員
の
不
足
数
は
、
平
成

26
年
度
末
の
約
2
0
0
人
か
ら
37
年
度
末

に
は
1
万
2
6
0
0
人
ま
で
急
増
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
（
グ
ラ
フ
下
）。

道
内
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
有

効
求
人
倍
率
（
常
用
）
は
、
平
成
28
年
度

時
点
で
2
倍
を
超
え
て
お
り
、
既
に
担
い

手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
状
況
が
う
か

が
え
る
。

担
い
手
不
足
解
消
の
一
助
に

　

平
成
28
年
6
月
に
は
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億

人
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
不
足
を
解

消
す
る
た
め
①
介
護
人
材
の
処
遇
改
善
の

推
進
②
人
材
育
成
・
専
門
性
確
保
を
通
じ

た
良
質
な
チ
ー
ム
ケ
ア
の
実
現
③
業
務
の

生
産
性
・
効
率
性
向
上
─
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
取
組
方
針
を
示
し
た
。
特
に
③
で

は
具
体
策
の
一
つ
と
し
て
、
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
次
世
代
型
介
護
技
術
の
活
用
促
進

を
掲
げ
た
。
介
護
分
野
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
活
用
を
め
ぐ
り
、
平
成
24
年
11
月
に
経

済
産
業
省
と
厚
生
労
働
省

が
「
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
介

護
利
用
に
お
け
る
重
点
分

野
」
と
し
て
5
分
野
（
平

成
29
年
の
改
定
で
6
分
野

に
）
を
打
ち
出
し
た
（
注

1
）。
そ
の
後
、
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
開
発
か
ら

導
入
ま
で
の
好
循
環
サ
イ

ク
ル
の
創
出
を
目
指
し
た

取
組
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
組
の
一
環

と
し
て
、
平
成
30
年
4
月

の
介
護
報
酬
改
定
に
合
わ
せ
て
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
介
護
保
険
施
設
と
事

業
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
検
討
す
る

方
針
が
示
さ
れ
（
注
2
）、
介
護
現
場
に

お
け
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
関
心
は
一
段

と
高
ま
っ
て
い
る
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
推
進
協
議
会
が
発
足

　

急
速
に
開
発
・
導
入
が
進
む
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
だ
が
、
利
用
者
・
利
用
環
境
が
異

な
る
介
護
現
場
で
、
活
用
の
効
果
を
発
揮

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
う
し
た

実
態
を
踏
ま
え
て
、
現
場
目
線
で
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
普
及
・
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
平
成
29
年
1
月
、
一
般
財
団
法

人
北
海
道
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
推
進
協
議
会

（
札
幌
市
・
ロ
ボ
協
）
が
設
立
さ
れ
た
。

ロ
ボ
協
は
道
内
初
と
な
る
、
学
習
型
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「
ロ
ボ
ク
ラ

ス
」
を
札
幌
市
白
石
区
に
開
設
し
た
。

　

見
学
者
は
、
実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
触
れ

て
、
機
能
を
試
し
な
が
ら
、
使
用
方
法
や

機
能
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
萩
生
田
知

香
志
代
表
理
事
は
、
ロ
ボ
協
の
設
立
に
つ

い
て
「
介
護
に
関
与
す
る
多
く
の
方
が
抱

え
る
心
理
的
・
身
体
的
負
担
を
少
し
で
も

和
ら
げ
る
た
め
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
有
効

な
活
用
方
法
を
介
護
関
係
者
な
ど
と
一
緒

に
議
論
し
、
よ
り
良
い
仕
組
み
づ
く
り
や

■�グラフ　�介護需要と介護人材の見通し（道内）

（千人）

（千人）

要支援・要介護者数の見通し（北海道）
500

400

300

200

428.9
384.8

343.4326.6311.2294.8

区分
介護職員数（供給）～①

介護職員数（需要）～②

介護職員不足数（＝①－②）

86.5

86.7

▲0.2

89.5

89.9

▲0.4

92.5

93.0

▲0.5

95.5

96.2

▲0.7

99.1

101.6

▲2.5

100.3

112.9

▲12.6

各年度末 26 27 28 29 32 37

373229282726

介護職員数の見通し（北海道）
（各年度末・平成）

(注)

（出所）

要支援・要介護者数は、これまでの介護保険の運営状況を基
に推計を行った上で、地域支援事業及び予防給付によって見
込まれる効果、日常生活圏域ニーズ調査の結果等を勘案して
見込んだ数値。介護職員数は、供給を平成 24 年度以前の介護
職員数や入職率・離職率等の実績を基に、需要は各市町村の
介護サービス見込み量を基に算出。
北海道 ｢第 6 期 北海道高齢者保健福祉計画 ･介護保険事業支
援計画｣
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利
施
設
整
備
1
、
農
地
整
備
4
）
で
、
区

画
整
理
に
よ
る
農
地
の
集
約
や
大
型
農
業

機
械
の
導
入
、
水
管
理
の
省
力
化
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
い
る
。
国
営
事
業
は
総

事
業
費
が
約
1
7
0
億
円
に
上
る
大
型
事

業
で
、
再
編
済
み
の
農
地
は
9
9
7
㌶
に

達
す
る
。
0
・
3
〜
0
・
5
㌶
の
農
地
を

2
・
2
㌶
を
標
準
区
画
と
し
て
整
備
。
暗

き
ょ
を
利
用
し
た
地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ

ム
の
導
入
も
進
め
て
い

る
。
幹
線
と
な
る
用
・
排

水
路
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化

し
て
埋
設
。
機
械
作
業
の

単
位
と
な
る
耕
区
ご
と
に

給
水
栓
を
設
け
、
暗
き
ょ

管
を
通
じ
て
用
水
を
水
田

の
地
中
に
浸
透
さ
せ
る
。

調
整
弁
の
機
能
を
持
つ

「
水
こ
う
」
を
開
閉
す
る

こ
と
で
、
自
然
圧
を
利
用

し
て
、
排
水
や
水
位
調
整

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
水

管
理
の
省
力
化
と
と
も

に
、
か
ん
が
い
排
水
条
件

の
均
質
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
。

　

町
内
で
は
平
成
6
年
か

ら
、
水
田
に
直
接
、
水
稲

の
種
子
を
ま
く
直
播
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
水
を
張
っ
た
水
田

に
種
子
を
ま
く
湛
水
直
播
と
、
水
を
張
る

前
の
水
田
に
種
子
を
播
き
、
苗
立
ち
し
た

後
に
水
を
入
れ
る
乾
田
直
播
が
あ
る
。
水

田
面
積
の
約
1
割
に
当
た
る
2
7
0
㌶
で

直
播
栽
培
が
行
わ
れ
て
お
り
、
空
知
管
内

で
は
岩
見
沢
市
に
次
い
で
第
2
位
の
面
積

を
誇
っ
て
い
る
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
の

育
苗
や
田
植
え
前
の
代
か
き
が
不
要
に
な

り
、
稲
作
の
大
規
模
化
や
低
コ
ス
ト
化
に

つ
な
が
る
営
農
技
術
と
し
て
農
業
者
の
期

待
も
高
い
。
一
方
で
種
子
を
ま
く
深
度
が

浅
い
た
め
、
種
子
や
芽
が
流
出
し
た
り
、

雑
草
の
防
除
に
手
間
が
か
か
る
な
ど
の
課

題
も
あ
る
。
地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム

は
、
種
子
の
生
育
に
応
じ
た
水
の
管
理
を

可
能
と
し
、
直
播
栽
培
の
拡
大
に
も
貢
献

し
て
い
る
。

日
本
版
精
密
農
業
と
は
？

　

一
連
の
農
地
再
編
に
よ
り
、
大
規
模
化

に
向
け
た
下
地
が
整
う
一
方
、
労
働
力
不

足
を
補
い
、
効
率
的
な
農
作
業
を
実
現
す

る
に
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
の
推
進
が
不
可
欠

だ
。
日
本
と
欧
米
各
国
で
は
1
9
9
0
年

代
か
ら
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を

活
用
し
た
「
精
密
農
業
」
の
実
用
化
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
農
林
水
産
省
が
提
唱
す

る
〈
日
本
型
精
密
農
業
〉
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
技
術
革
新
に
よ
り
、
ほ
場
単
位

で
異
な
る
水
分
や
土
壌
の
肥
沃
度
、
病
害

虫
な
ど
の
差
を
最
小
限
に
抑
え
、
作
物
の

収
量
や
品
質
、
環
境
へ
の
負
荷
低
減
な
ど

を
総
合
的
に
達
成
す
る
狙
い
が
あ
る
。

　

新
技
術
を
活
用
し
て
①
観
察
②
制
御
③

収
穫
④
解
析
・
計
画
─
の
基
本
サ
イ
ク
ル

を
確
立
し
、
ほ
場
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
、
収
量
や
品
質
の
向
上
と
平
準
化
を
図

る
。
土
壌
の
状
態
や
肥
料
・
農
薬
の
使
用

量
と
効
果
、
収
量
・
品
質
な
ど
の
デ
ー
タ

を
収
集
し
、
活
用
可
能
な
形
で
記
録
・
分

析
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
中
で
も
衛
星
利

用
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
を
活
用

し
た
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
に
よ
る
空
間
情
報

の
記
録
と
可
視
化
を
重
視
し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（Global N

avigation Sat-
ellite System

）
は
、
米
国
が
運
用
す
る

Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
米
国
）
を
は
じ
め
、
地
球
規
模

の
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
ガ
リ
レ
オ

（
欧
州
）、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｓ
（
ロ
シ
ア
）、

役場庁舎屋上に設置されたGNSSアンテナ

高い精度の位置情報を取得するRTK -GPSレベラー
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空
知
の
コ
メ
ど
こ
ろ
を
守
れ

　

妹
背
牛
町
は
“
高
低
差
は
6
㍍
”
と
も

言
わ
れ
る
平
坦
な
地
形
と
、
肥
沃
な
土
壌

に
恵
ま
れ
た
穀
倉
地
帯
だ
。
町
域
の
7
割

に
達
す
る
農
地
の
98
％
、
農
業
産
出
額
の

約
80
％
を
水
稲
が
占
め
る
。
米
の
収
穫
量

は
7
年
連
続
で
2
〜
3
％
の
割
合
で
増
加

を
続
け
、
平
成
29
年
産
米
の
収
穫
量
は
1

万
2
4
0
0
㌧
に
上
る
。
香
り
で
害
虫
を

寄
せ
付
け
な
い
ハ
ー
ブ
を
あ
ぜ
道
に
植
え

て
、
農
薬
使
用
を
抑
え
た
「
北
彩
香
（
き

た
さ
い
か
）」
な
ど
の
町
産
米
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
評
判
を
呼

市
町
村
の
重
点
政
策�

1

先
端
技
術
が
農
業
を
変
え
る

G
N
S
S
で
切
り
開
く
地
域
の
未
来 

妹
背
牛
町

　
米
の
生
産
調
整
廃
止
な
ど
、
北
海
道
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
妹
背
牛
町
は
、
深
刻
化
す
る
農
業

者
の
高
齢
化
や
過
疎
化
に
伴
う
担
い
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
先
端
技
術
を
活
用
し
た
稲
作
農
業
の
高
度
化
や
効
率
化
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。
町
が
自
ら
G
N
S
S
（
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
の
導
入
に
向
け
た
基
盤
整
備
を
進

め
る
こ
と
で
、
I
C
T
（
情
報
技
術
）
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
を
追
究
す
る
地
域
の
農
業
者
を
後
押
し
し
て
い
る
。

び
、
平
成
28
年
度
の
納
税
額
は
前
年
比
6

倍
の
9
千
万
円
を
超
え
、
基
幹
産
業
で
あ

る
稲
作
に
は
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
。

　

町
の
人
口
は
、
昭
和
30
年
の
9
4
2
1

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て
お
り
、
現

在
は
3
千
人
を
割
り
込
ん
だ
。
高
齢
化
率

は
44
％
（
平
成
29
年
1
月
現
在
）
で
、
道

内
10
番
目
の
高
水
準
に
あ
る
。
平
成
27
年

現
在
の
農
業
従
事
者
は
4
9
5
人
、
農
家

戸
数
は
2
1
6
戸
。
町
は
少
子
高
齢
化
に

伴
う
、
町
全
体
の
生
産
年
齢
人
口
の
推

移
に
比
例
す
る
と
す
れ
ば
、
42
年
後
の

2
0
6
0
年
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
75
人
・
25

戸
ま
で
落
ち
込
む
と
推
計
し
て
い
る
。

　

既
に
農
業
者
の
平
均
年
齢
は
56
歳
に
達

し
て
お
り
、
農
業
者
の
高
齢
化
と
農
家
戸

数
の
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
状
況

に
あ
る
。
10
年
間
で
町
の
人
口
は
約

5
0
0
人
減
少
し
た
が
、
こ
の
う
ち
農
業

従
事
者
が
43
％
を
占
め
た
と
い
う
。
町
の

廣
田
徹
・
農
政
課
長
は
「
町
内
で
は
農
家

が
毎
年
5
〜
6
戸
の
ペ
ー
ス
で
減
少
を
続

け
て
い
ま
す
。
後
継
者
不
足
だ
け
で
な

く
、
農
繁
期
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
確
保
で
き

な
く
な
る
な
ど
、
人
材
の
不
足
は
深
刻
な

状
態
に
あ
り
ま
す
」
と
表
情
を
曇
ら
せ
る
。

　

現
在
の
農
家
1
戸
当
た
り
の
経
営
耕
地

面
積
は
約
17
㌶
だ
が
、
離
農
や
死
亡
に
伴

う
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防
ぎ
、
生
産
を

維
持
す
る
に
は
、
農
地
の
集
約
化
は
避
け

ら
れ
な
い
。
現
状
の
ペ
ー
ス
で
農
家
戸
数

の
減
少
が
続
け
ば
、
今
後
20
年
間
で
1
戸

当
た
り
の
経
営
面
積
は
30
㌶
以
上
に
拡
大

す
る
と
の
予
測
も
あ
る
。
町
は
「
経
営
規

模
の
拡
大
に
対
応
し
た
農
作
業
の
省
力
化

や
効
率
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
は
欠
か

せ
な
い
」（
廣
田
課
長
）
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

大
規
模
化
に
向
け
た
農
地
再
編

　

町
内
で
は
平
成
20
年
度
に
着
工
し
た
国

営
農
地
再
編
整
備
事
業
と
道
営
事
業
（
水

面　積：48.64 ㎢
人　口：2,995 人（平成 30 年 3 月現在）
世　帯：1,410 世帯（平成 30 年 3 月現在）
職員数：65 人（普通会計ベース）
HPアドレス：http://www.town.moseushi.hokkaido.jp/
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妹
背
牛
町
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
研
究
会
が
発
足

　

町
は
2
年
間
か
け
て
、
農
家
と
と
も
に

実
証
実
験
を
進
め
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
の
導
入
に

伴
う
農
作
業
効
率
化
の
デ
ー
タ
を
収
集
し

た
。
廣
田
課
長
は
「
レ
ー
ザ
ー
と
は
違
い

隣
接
す
る
ほ
場
で
も
同
時
に
高
低
差
の
計

測
が
行
え
る
ほ
か
、
均
平
作
業
や
農
薬
散

布
の
重
複
を
減
ら
す
こ
と
で
、
作
業
ロ
ス

が
減
少
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
ト
ラ
ク
タ
ー

に
搭
載
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
夜
間
で
も
性
格
に
作
業
が
で
き
る
な

ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
実

証
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

平
成
27
年
に
は
全
町
組
織
で
あ
る
「
Ｇ

Ｎ
Ｓ
Ｓ
研
究
会
」
が
発
足
。
希
望
す
る
67

戸
の
農
家
に
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
無

償
貸
与
す
る
と
と
も
に
、
利
用
方
法
に
関

す
る
講
習
会
な
ど
を
通
じ
て
、
操
作
の
習

熟
度
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。
平
成
29
年
度
か

ら
は
「
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｇ
Ｐ
Ｓ
普
及
リ
ー
ス
事

業
」
と
し
て
有
償
貸
与
に
切
り
替
え
、
研

究
会
の
運
営
や
、
基
地
局
な
ど
機
器
の
保

守
・
更
新
費
用
に
充
て
る
こ
と
と
し
た
。

　

機
器
利
用
の
希
望
者
は
平
成
29
年
度
は

12
戸
、
本
年
度
は
33
戸
に
上
る
。
町
は
Ｇ

Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
の
経
験

者
を
増
や
し
な
が
ら
、
自
動
操
舵
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
水
田
の
耕
起
や
代
か
き
、
田
植

え
の
ほ
か
、
秋
ま
き
小
麦
な
ど
、
稲
作
以

外
の
分
野
で
も
活
用
範
囲
を
拡
大
し
、
作

業
の
正
確
さ
や
省
力
化
の
効
果
を
検
証
す

る
。
ま
た
、
2
0
2
0
年
代
を
め
ど
に
自

動
操
舵
を
活
用
し
た
農
業
ロ
ボ
ッ
ト
化
の

実
現
を
目
指
す
ほ
か
、
将
来
的
に
は
研
究

会
を
母
体
に
し
た
共
同
利
用
組
織
や
受
託

組
織
の
設
立
を
検
討
す
る
方
針
だ
。

　

道
農
政
部
の
ま
と
め
に
よ

る
と
、
平
成
28
年
度
に
農
業

用
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
機
器
を
販
売
す

る
国
内
メ
ー
カ
ー
8
社
が
国

内
で
販
売
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス

シ
ス
テ
ム
は
2
0
7
0
台
、

自
動
操
舵
装
置
は
1
3
1
0

台
に
上
る
。
こ
の
う
ち
道

内
向
け
の
販
売
台
数
は
、

そ
れ
ぞ
れ
1
6
5
0
台
、

1
3
1
0
台
と
全
国
シ
ェ
ア

の
約
8
割
を
占
め
て
お
り
、

全
道
各
地
で
農
業
分
野
に
お

け
る
G
N
S
S
の
導
入
が
急

速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
廣
田
課
長
は

「
現
状
は
ま
だ
力
の
あ
る
農

家
が
い
る
た
め
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
将

来
を
見
据
え
る
と
〈
空
知
の
コ
メ
ど
こ

ろ
〉
を
維
持
で
き
る
の
か
と
い
う
危
機
感

が
あ
り
ま
す
。
近
い
将
来
に
は
ロ
ボ
ッ
ト

ト
ラ
ク
タ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
ヘ
リ
、
ド
ロ
ー

ン
な
ど
、
先
進
技
術
を
活
か
し
た
農
業
機

器
が
登
場
し
ま
す
。
研
究
機
関
な
ど
と
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
を
魅
力

的
な
産
業
と
し
て
次
の
世
代
に
引
き
継
い

で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
込
め
る
。

　全国的な米余りを受けて昭和 45年に始まった国の生産調整─
いわゆる減反政策─が平成 30年産米から廃止される。稲作農家
が自ら米の生産を判断する自由競争の時代を迎えることとなる。
長年にわたる品種改良や生産者の努力により、北海道米のブラ
ンド価値が高まっている。国内あるいは海外を見据えた競争力
を高めながら、どのように新たな市場を切り開いていくのか。
妹背牛町はICT農業の実現に向けて着実に前進を続けてい
る。地理空間情報やICTを活用した農業分野の技術革新が急速
に進む中、これまでの蓄積は大きな武器となるに違いない。それ
は、過疎・高齢化が急激に進む農村社会の生き残りを賭けた戦略
としても重要な意味を持つことになるだろう。

Focus

トラクターの経路誘導を行うガイダンスモニター

町内では田植え機の自動操舵実験も行っている

29 No.26   PRACTICE

北
斗
（
中
国
）
の
ほ
か
、
み
ち
び
き
（
日

本
）
な
ど
、
特
定
地
域
に
長
時
間
と
ど
ま

る
軌
道
を
と
る
準
天
頂
衛
星
を
活
用
し

た
測
位
シ
ス
テ
ム
の
総
称
だ
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（Geographic Inform
ation System

）

は
、
人
工
衛
星
や
航
空
機
な
ど
の
セ
ン

サ
ー
や
実
地
調
査
で
得
た
、
位
置
情
報
を

含
む
デ
ー
タ
を
総
合
的
に
管
理
・
加
工

し
、
視
覚
的
に
表
示
す
る
こ
と
で
、
分
析

や
迅
速
な
判
断
を
可
能
に
す
る
。
国
内
で

は
、
平
成
7
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

契
機
に
導
入
が
本
格
化
。
防
災
や
安
全
保

障
、
農
林
水
産
業
、
環
境
保
全
な
ど
の
幅

広
い
分
野
で
利
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

庁
舎
屋
上
に
G
P
S
基
地
局

　

妹
背
牛
町
は
平
成
25
年
7
月
、
超
高
精

度
の
衛
星
測
位
利
用
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｔ

Ｋ
－
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
の
核
と
な
る
無
線
基
地
局

を
役
場
庁
舎
屋
上
に
設
置
し
た
。「
当
時

の
町
内
で
は
『
ど
う
し
て
町
が
主
体
に

な
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
の
か
』
と

い
う
議
論
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は

G
P
S
の
農
業
分
野
で
の
応
用
に
関
す
る

専
門
的
知
識
も
無
く
、
全
て
の
農
家
が
導

入
を
希
望
し
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
農
業
者
の
高
齢
化

と
農
家
戸
数
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、

最
新
技
術
を
導
入
し
て
町
内
農
業
の
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
行
政
側

の
強
い
思
い
も
あ
り
、
こ
の
取
組
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」（
廣
田
課
長
）。

　

町
は
庁
舎
屋
上
の
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ア

ン
テ
ナ
を
基
地
局
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ
を

取
り
付
け
た
ト
ラ
ク
タ
ー
を
移
動
局
と
し

て
運
用
。
基
地
局
で
は
、
大
気
や
電
離
層

の
影
響
に
よ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
電
波
の
誤
差
を
測

定
し
て
補
正
信
号
と
し
て
発
信
。
移
動
局

は
、
衛
星
か
ら
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
電
波
と
基
地
局

か
ら
の
補
正
信
号
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
緯
度
・
経
度
や
標
高
な
ど
の
位
置
情

報
を
誤
差
3
㌢
程
度
の
精
度
で
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
基
地
局
か
ら
の
補
正
情
報

は
周
囲
5
㌔
圏
内
に
到
達
し
、
町
内
の
農

地
は
ほ
ぼ
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　

水
田
の
土
壌
を
水
平
に
保
つ
「
均き
ん

平ぺ
い

作

業
」
は
、
生
育
の
ム
ラ
や
雑
草
の
繁
茂
を

抑
え
る
大
切
な
作
業
だ
。
特
に
基
盤
整
備

後
の
水
田
で
は
、
土
壌
の
高
低
差
が
大
き

く
な
り
や
す
い
。
農
地
の
高
低
差
は
Ｇ
Ｐ

Ｓ
ア
ン
テ
ナ
を
搭
載
し
た
4
輪
バ
ギ
ー
を

使
っ
て
精
密
に
計
測
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
可
視

化
し
た
高
低
差
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
均
平
作

業
を
行
う
。
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
対
応
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
経
路

誘
導
）
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
。
自
動
操
舵
補

助
シ
ス
テ
ム
や
レ
ベ
ラ
ー
（
均
平
機
）
を

使
い
、
高
精
度
で
省
力
化
し
た
均
平
作
業

と
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

従
来
は
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
し
て
水
田
の

高
低
差
を
計
測
し
て
い
た
が
、
近
隣
の
水

田
で
同
時
に
使
用
す
る
と
レ
ー
ザ
ー
が
干

渉
し
、
機
器
の
誤
作
動
が
発
生
す
る
な
ど

の
問
題
が
あ
っ
た
。
新
た
に
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｇ

Ｐ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ
と
で
1
㌶
当
た
り
の

計
測
時
間
は
4
割
も
減
少
し
、
均
平
作
業

に
欠
か
せ
な
い
高
低
差
マ
ッ
プ
も
自
動
的

に
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
走
行
履
歴
を
記
録
し
て
、

ほ
場
内
の
肥
料
の
散
布
状
態
を
把
握
し
、

肥
料
を
無
駄
な
く
均
等
に
散
布
す
る
こ
と

で
、
収
量
の
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
可

能
と
な
っ
た
。

自動操舵補助装置などを装着したトラクター

水田の高低差を測定するために使う4輪バギー車

「未来輝く農業の一助になれば」と話す廣田課長
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労
働
力
の
確
保
が
死
活
問
題
に

　

若
者
の
流
出
が
進
む
町
内
で
は
、
酪
農

を
支
え
る
人
材
の
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
町
は
4
月
に
産
業
振
興
部
農
政
課
に

担
い
手
専
門
担
当
の
職
員
を
配
置
。
就
農

希
望
者
を
対
象
に
し
た
移
住
・
定
住
支
援

の
検
討
を
進
め
る
。
門
脇
芳
則
・
産
業
振

興
部
次
長
は
「
こ
こ
10
年
で
1
㌔
当
た
り

の
乳
価
が
20
円
も
上
昇
し
て
お
り
、
道
東

で
は
酪
農
経
営
が
好
調
を
持
続
し
て
い
ま

す
が
、
人
手
不
足
か
ら
人
材
の
奪
い
合
い

が
激
化
し
て
い
ま
す
。
他
地
域
と
同
じ
こ

と
を
し
て
い
た
の
で
は
、
勝
ち
残
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
」
と
力
を
込
め
る
。

　

町
内
で
は
毎
年
20
戸
前
後
の
農
家
が
離

農
す
る
一
方
、
新
規
就
農
者
は
3
〜
5
戸

に
過
ぎ
な
い
。
ピ
ー
ク
時
は
約
1
8
0
0

戸
の
生
乳
生
産
農
家
が
あ
っ
た
が
、
今
年

3
月
時
点
で
6
6
3
戸
ま
で
減
っ
た
。
し

か
し
、
平
成
26
年
以
降
は
生
乳
生
産
量
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。
離
農
後
の
農
地
を
近

隣
の
酪
農
家
が
取
得
し
、
機
械
化
に
よ
る

大
規
模
化
で
生
産
効
率
を
高
め
た
効
果

だ
。
年
間
の
出
荷
乳
量
が
千
㌧
を
超
え
る

〈
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
〉
も
少
な
く
な
い
。

　

町
内
の
酪
農
家
が
多
く
所
属
す
る
道
東

あ
さ
ひ
農
協
で
は
、
農
家
の
年
間
平
均
所

得
が
2
千
万
円
を
超
え
、
1
戸
当
た
り
の

経
営
面
積
は
、
平
均
96
㌶
ま
で
拡
大
し
て

い
る
。
門
脇
次
長
は
「
い
ず
れ
規
模
拡
大

が
限
界
に
達
し
、
遊
休
農
地
が
発
生
す
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
」
と
懸
念
す
る
。

　

町
は
30
年
以
上
前
か
ら
、
新
規
就
農
者

の
募
集
と
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
新

規
就
農
フ
ェ
ア
に
出
展
し
て
、
就
農
希
望

者
と
の
面
談
を
重
ね
て
き
た
が
「
出
身
地

近
く
で
の
就
農
を
希
望
す
る
人
が
大
半

で
、
特
に
無
農
薬
野
菜
や
果
樹
栽
培
を
希

望
し
て
い
ま
す
。
酪
農
は
3
6
5
日
、
牛

と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
餌
を

与
え
て
、
糞
尿
を
処
理
し
、
病
気
の
看
病

を
し
て
、
生
死
と
向
き
合
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
変
な
仕
事
で

す
。
自
分
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
感
じ
る
就
農
希
望
者
が
多
い
の

が
実
情
で
す
」（
門
脇
次
長
）。

酪
農
の
担
い
手
を

確
保
せ
よ
！

　

町
は
平
成
8
年
に
新
規
就
農
者

を
対
象
に
し
た
「
酪
農
研
修
牧

場
」
を
開
設
。
町
や
農
協
な
ど
の

出
資
で
設
立
し
た
、
有
限
会
社
・

別
海
町
酪
農
研
修
牧
場
が
指
定
管

理
者
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。
運

営
費
は
生
乳
の
販
売
収
入
と
町
・

農
協
な
ど
か
ら
の
補
助
で
確
保
し

て
い
る
。
研
修
生
は
同
社
の
社
員

と
し
て
採
用
。
夫
婦
の
場
合
、
2

人
合
わ
せ
て
月
額
32
万
円
の
給
与

を
支
給
し
、
健
康
保
険
や
雇
用
保

険
、
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
障

も
完
備
し
て
い
る
。
研
修
生
は
牧
場
内
の

妻
帯
者
用
ま
た
は
単
身
者
用
の
住
宅
で
生

活
し
、
最
長
3
年
間
の
研
修
で
酪
農
の
技

術
や
経
営
管
理
な
ど
を
学
ぶ
。

　

こ
れ
ま
で
に
道
内
外
か
ら
受
け
入
れ
た

76
戸
の
新
規
就
農
者
を
送
り
出
し
、
こ
の

う
ち
60
戸
は
町
内
に
定
着
し
た
。
今
年
は

夫
婦
2
組
と
兄
弟
1
組
、
単
身
者
2
人
の

合
計
8
人
が
研
修
入
り
し
た
。
町
の
小
野

武
史
・
農
政
課
長
は
「
研
修
牧
場
で
学
ん

だ
新
規
就
農
者
は
現
農
家
戸
数
の
1
割
と

な
り
、
酪
農
の
担
い
手
対
策
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。
酪
農
は
夫
婦
経
営
が
基

本
で
す
が
、
近
年
は
独
身
の
研
修
生
が
増

加
す
る
な
ど
、
変
化
が
出
始
め
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

就農希望者が門を叩く酪農研修牧場。これまでに 76戸の新規就農者を送り出した

農業の担い手確保に取り組む門脇産業振興部次長（左）と小野農政課長
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若
者
の
町
外
流
出
に
歯
止
め
を

　

別
海
町
は
約
1
万
5
千
人
の
人
口
に
対

し
て
、
乳
用
牛
の
頭
数
が
10
万
頭
を
超
え

る
酪
農
王
国
で
、
人
口
の
約
4
割
が
酪
農

家
だ
。
平
成
29
年
の
生
乳
生
産
量
は
47
万

5
千
㌧
に
上
り
、
道
内
12
％
、
全
国
6
％

の
シ
ェ
ア
を
誇
る
。
近
年
は
好
調
な
乳
価

に
支
え
ら
れ
、
経
営
は
安
定
基
調
に
あ

る
。
面
積
は
道
内
市
町
村
で
5
番
目
の
約

13
万
2
千
㌶
で
、
東
京
都
23
区
の
2
倍
を

超
え
る
。
町
役
場
な
ど
が
あ
る
別
海
地
区

市
町
村
の
重
点
政
策�

2

酪
農
の
町
が
挑
む
人
口
対
策

若
者
が
働
け
る
地
域
を
目
指
し
て 

別
海
町

　
道
内
屈
指
の
酪
農
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
る
別
海
町
─
。
若
者
の
町
外
流
出
に
よ
り
基
幹
産
業
の
酪
農
を
支
え
る
労
働
力
の

不
足
に
直
面
し
て
い
る
。
転
出
の
抑
制
と
転
入
の
促
進
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
む
町
は
、
酪
農
を
中
心
と
す
る
就

農
希
望
者
の
確
保
に
向
け
た
対
策
を
強
化
。
研
修
牧
場
で
の
新
規
就
農
者
の
育
成
を
は
じ
め
、
手
厚
い
支
援
に
よ
り
担
い
手

の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
一
方
で
住
民
や
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
実
践
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
に
よ
る
移
住
・
定
住
の
促
進
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
に
も
力
を
注
ぐ
。

か
ら
中
西
別
、
中
春
別
、
西
春
別
、
尾
岱

沼
な
ど
の
各
地
区
ま
で
10
㌔
超
の
距
離
が

あ
り
、
生
活
に
は
車
が
欠
か
せ
な
い
。

　

平
成
20
〜
24
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は

道
内
第
2
位
の
1
・
86
で
、
平
成
4
年
以

降
は
同
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
酪
農
経

営
の
安
定
や
、
町
に
よ
る
手
厚
い
子
育
て

支
援
策
と
と
も
に
、
町
内
で
は
三
世
代
同

居
が
多
く
、
家
庭
内
で
子
育
て
支
援
が
受

け
ら
れ
や
す
い
環
境
が
背
景
に
あ
る
。

　

平
成
22
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
20
代

の
有
配
偶
者
率
は
32
・
5
％
で
、
全
道
平

均
の
21
％
を
大
き
く
上
回
る
。
高
齢
化
率

は
道
内
で
8
番
目
に
低
い
25
・
6
％
（
平

成
29
年
1
月
現
在
）
だ
。
人
口
動
態
は
自

然
増
と
自
然
減
が
拮
抗
す
る
が
、
社
会
増

減
は
転
出
超
過
の
状
態
に
あ
り
、
20
〜
30

代
の
約
7
割
が
、
隣
接
す
る
中
標
津
町
や

札
幌
市
、
釧
路
市
、
道
外
の
都
市
に
流
出

し
て
い
る
。
町
の
佐
々
木
栄
典
・
総
合
政

策
課
長
は
「
懸
念
し
て
い
る
の
は
人
口
と

購
買
力
の
流
出
で
す
。
働
く
場
所
が
少
な

い
た
め
、
若
者
は
町
外
に
出
て
行
か
ざ
る

を
得
な
い
の
が
実
情
で
す
」
と
語
る
。

面　積：1,320.22 ㎢
人　口：14,872 人（平成 30 年 3 月現在）
世　帯：6,354 世帯（平成 30 年 3 月現在）
職員数：419 人（普通会計ベース）
HPアドレス：http://betsukai.jp/

D A T A

町の現状を語る佐々木総合政策課長
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け
、
別
海
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
然
環
境
が
素
晴
ら

し
い
」「
都
会
と
違
い
家
族
と
過
ご
す
時

間
が
増
え
た
」
と
好
意
的
な
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。
一
方
で
「
商
店
や
食
事
を
す
る
店

が
無
い
」「
空
港
か
ら
の
移
動
に
時
間
が

か
か
る
」「
施
設
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制

が
不
十
分
」
と
の
指
摘
も
。
佐
々
木
課
長

は
「
生
活
面
上
で
不
便
な
こ
と
も
魅
力
と

感
じ
て
も
ら
え
た
こ
と
は
収
穫
で
す
。
移

住
は
難
し
く
て
も
、
1
年
の
う
ち
に
一
定

期
間
を
過
ご
す
場
所
と
し
て
最
適
と
感
じ

た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
」
と
語
る
。

I
C
T
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

実
証
事
業
の
成
果
を
移
住
・
定
住
に
結

び
付
け
る
た
め
、
平
成
28
年
に
は
、
別
海

を
中
心
に
道
東
へ
の
移
住
促
進
を
企
画
・

運
営
す
る
「
ほ
ら
り
協
議
会
」（
廣
田
洋

一
会
長
）
が
発
足
し
た
。「
ほ
ら
り
」
は

ア
イ
ヌ
語
で
「
住
む
」
を
意
味
す
る
。
協

議
会
は
、
道
外
の
移
住
フ
ェ
ア
な
ど
に
参

加
し
て
、
移
住
相
談
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
誘
致
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　

平
成
28
年
に
は
、
独
自
事
業
と
し
て
滞

在
型
テ
レ
ワ
ー
ク
・
移
住
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
道
外

の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
な
ど
延
べ
13
社
か
ら
70

人
が
参
加
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

町
内
で
の
仕
事
と
暮
ら
し
を
体
験
し
た
。

　

滞
在
期
間
中
は
、
仕
事
場
と
し
て
テ
レ

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
や
旧
教
員
住
宅
を
改
装
し
た
宿
泊
施
設

を
無
料
で
利
用
で
き
る
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー

の
シ
ェ
ア
カ
ー
も
有
償
で
貸
し
出
し
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

移
住
相
談
や
、
町
内
で
の
観
光
や
仕
事
の

体
験
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
の
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
も
用
意
し
て
い
る
。

　

協
議
会
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
移
住
を
希

望
す
る
人
に
、
別
海
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
を
制
作
。
サ
イ
ト
に
は
道
東
各
地
の
移

住
者
26
人
の
声
を
掲
載
し
て
い
る
。
記
事

の
取
材
や
執
筆
は
、
平
成
28
年
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
、
東
京
都
町
田
市

か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
倉
持
龍
太
郎
さ
ん
が

担
当
。
倉
持
さ
ん
は
「
縁
も
ゆ
か
り
も
な

い
所
で
自
分
を
試
し
た
い
と
い
う
思
い
で

別
海
に
来
ま
し
た
。
雄
大
な
自
然
と
柔
和

な
人
た
ち
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
地
域
の
た
め
に
役
立
つ
仕
事
を

し
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
見
せ
る
。

住
民
の
情
報
力
を
高
め
る

　

町
外
か
ら
の
移
住
や
定
住
、
企
業
誘
致

の
促
進
と
と
も
に
、
協
議
会
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
を
活
か
し
て
進
め
て
い
る
の
が
、
地
域

住
民
を
対
象
と
す
る
〈
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
〉
の
向
上
を
図
る
取
組
だ
。
平
成
28

年
度
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
制
作
、
プ
ロ
ラ

イ
タ
ー
育
成
、
動
画
・
写
真
撮
影
な
ど
を

テ
ー
マ
と
す
る
5
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
52
人
の
住
民
が
参
加
し
た
。
昨
年
度
は

高
校
生
や
主
婦
な
ど
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
た
。

　

佐
々
木
課
長
は
「
町
内
に
は
平
成
11
年

に
整
備
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
が
あ

り
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
活
か
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
を
制

作
し
、
発
信
す
る
技
術
を
幅
広
い
世
代
の

住
民
に
身
に
付
け
て
も
ら
い
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
手
法
を
活
か
し
た
起
業
に
結
び
付
け

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
話
す
。

　

一
連
の
事
業
は
今
年
、
協
議
会
設
立
メ

ン
バ
ー
が
設
立
し
た
「
株
式
会
社
ほ
ら

り
」
に
移
行
す
る
。
同
社
は
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
事
業
な
ど
の
起
業
・
運
営
支
援

や
酪
農
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
取
り
組
み
、

町
の
産
業
や
雇
用
、
移
住
・
定
住
支
援
を

支
え
る
存
在
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　人口減少や景気回復に伴う人手不足の影響は、農業分野を直撃して
いる。後継者難に加えて、農家の経営を支えるパートや農業機械のオ
ペレーターの不足による生産基盤の弱体化は危機的だ。労働力の争奪
戦に勝ち残るには、地域の営農形態や人口動態を見据えたトータル
戦略が欠かせない。一方で地方創生の取組を通じて「関係人口」
への注目が高まっている。完全移住に限らず、ビジネスや余暇活動
など、緩やかな結び付きを通じて、地域に活力をもたらす存在だ。
テレワークは関係人口の増加につながる取組として、国が進める地方
創生の取組でも重視されている。人口減少に伴う影響を緩和し、地域
の課題解決を図るには、定住人口、交流人口、関係人口という複眼的
な視点を持ち、人材の確保や育成に取り組むことが求められている。

Focus

移住・定住サイト「ほらり」でインタビューを担当する
地域おこし協力隊員の倉持さん
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町
は
酪
農
青
年
と
独
身
女
性
の
交
流
事

業
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
未
婚
率
は
全

年
代
で
全
道
平
均
を
下
回
る
が
、
近
年
は

上
昇
傾
向
に
あ
る
。
友
好
都
市
の
大
阪
府

枚
方
市
と
連
携
し
て
、
酪
農
青
年
と
独
身

女
性
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
「
菊
と

緑
の
会
」
を
昭
和
59
年
か
ら
継
続
し
て
開

催
。
こ
れ
ま
で
に
90
組
を
超
え
る
カ
ッ
プ

ル
が
誕
生
し
た
。
交
流
会
の
名
前
は
枚
方

市
の
花
で
あ
る
「
菊
」
と
、
別
海
町
を
象

徴
す
る
「
緑
」
に
ち
な
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
活
か
し
、
本
年
度
か

ら
本
州
の
幼
稚
園
や
保
育
園
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
、
移
住
・
定
住
の
Ｐ
Ｒ
を
計
画

し
て
い
る
。
門
脇
次
長
は
「
子
育
て
世
代

が
移
住
を
決
意
す
る
の
は
、
子
ど
も
が
小

学
校
に
入
学
す
る
ま
で
の
間
と
い
う
分
析

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
農
業
を
継
が
ず
に

道
外
で
働
く
次
男
や
三
男
に
Ｕ
タ
ー
ン
を

呼
び
掛
け
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
通
じ
て
、
他
地

域
と
の
差
別
化
を
図
り
な
が
ら
、
酪
農
の

魅
力
を
伝
え
、
人
材
の
確
保
に
結
び
付
け

て
い
き
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

旧
校
舎
を
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に

　

町
は
人
口
減
少
対
策
の
基
本
方
針
と
し

て
①
産
業
振
興
②
移
住
促
進
③
子
育
て
環

境
の
充
実
④
定
住
の
促
進
─
を
掲
げ
る
。

移
住
促
進
の
取
組
で
は
、
豊
か
な
自
然
を

活
か
し
た
観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の

増
加
と
と
も
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
に
よ
る
、
都
市
部

か
ら
の
移
住
者
の
受
け
入
れ
や
関
係
人
口

の
増
加
を
重
点
課
題
と
す
る
。
平
成
27
年

に
は
、
総
務
省
の
「
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー

ク
推
進
の
た
め
の
地
域
実
証
事
業
」
に
名

乗
り
を
上
げ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

や
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を
核
に
、
地
方

で
も
大
都
市
と
同
じ
よ
う
に
働
く
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
た
め
の
有
効
な

モ
デ
ル
を
検
証
す
る
た
め
の
事
業
だ
。

　

平
成
27
年
5
月
、
住
民
の
有
志
が
設
立

し
た
一
般
社
団
法
人
Ｂ
ｅ
－
Ｗ
Ａ
Ｃ
（
山

本
瑞
穂
代
表
）
を
代
表
に
、
町
や
道
、
日

本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
（
東
京
）、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
会
社
・
オ
ー
レ
ン
ス
（
別
海

町
）
な
ど
が
「
過
疎
地
域
別
海
町
の
地
方

創
生
を
実
現
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
利
活
用
実

証
〜
別
海
町
の
ワ
ク
ワ
ク
未
来
を
創
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
を
共
同
提
案
。
地
方
に

お
け
る
、
多
様
性
の
あ
る
生
き
方
や
働
き

方
を
提
案
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
高
評
価
を
得
て
、
同
年
7
月

に
実
証
事
業
の
委
託
先
に
選
定
さ
れ
た
。

　

町
は
少
子
高
齢
化
に
伴
う
児
童
生
徒
の

減
少
に
よ
り
平
成
20
年
に
閉
校
し
た
旧
光

進
小
中
学
校
を
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
と

し
て
改
修
。
光
回
線
や
無
線
・
有
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
な
ど
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
必
要
な

環
境
を
整
備
し
た
。
平
成
27
年
8
〜
10
月

に
は
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
な
ど
の
社

員
25
人
と
家
族
36
人
が
1
〜
2
週
間
滞

在
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
か
し
た
テ
レ
ワ
ー

ク
を
体
験
。
住
民
と
の
交
流
の
場
も
設

テレワークセンターに生まれ変わった旧光進小中学校

テレワークセンターで働く日本マイクロソフトの社員

酪農青年と独身女性の交流会「菊と緑の会」で 90 組を超えるカップルが誕生した
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も
重
荷
と
な
っ
た
。
札
幌
ド
ー
ム（
5
・

3
㌶
）
2
個
分
に
相
当
す
る
駅
前
の
一
等

地
の
土
地
利
用
計
画
も
塩
漬
け
の
状
態
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

公
民
連
携
で
駅
前
開
発
を
再
始
動

　

平
成
10
〜
26
年
ま
で
の
4
期
16
年
間
に

わ
た
り
町
長
を
務
め
た
藤
原
孝
氏
は
、
財

政
再
建
と
と
も
に
凍
結
状
態
に
あ
っ
た
駅

前
未
利
用
地
の
活
用
を
担
っ
た
。
民
間
手

法
を
導
入
し
た
行
政
運
営
を
目
指
し
、
平

成
17
年
に
「
経
営
品
質
会
議
」
を
立
ち
上

げ
た
。
民
間
選
出
委
員
に
は
「
オ
ガ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
核
と
な
る
岡
崎
正

信
さ
ん
が
い
た
。
町
内
出
身
の
岡
崎
さ
ん

は
大
学
卒
業
後
の
平
成
7
年
、
地
域
振
興

整
備
公
団
（
当
時
）
に
入
団
。
全
国
各
地

で
都
市
開
発
整
備
事
業
を
担
当
し
た
。
道

内
で
も
千
歳
市
の
「
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
構
想
」
の
実
現
に
携
わ
っ
た
実
績

が
あ
る
。
平
成
14
年
に
家
業
の
建
設
業
を

継
ぐ
た
め
紫
波
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
い
た
。

　

岡
崎
さ
ん
は
公
民
連
携
の
手
法
に
よ
る

駅
前
開
発
の
復
活
を
藤
原
町
長
に
提
案
し

た
。
平
成
18
年
9
月
、
東
洋
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
に
入
学
し
、
制
度
や
資
金

調
達
の
在
り
方
を
学
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ（Public Private 

Partnership

）
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
民
間
の
資
金
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
コ
ス
ト
管
理
の
視
点
を
採
り
入
れ
る

こ
と
で
、
財
政
負
担
の
圧
縮
や
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
る
ス
タ
イ
ル
だ
。
こ
の
う
ち
公

共
施
設
整
備
や
運
営
に
民
間
の
資
金
や
技

術
を
活
用
す
る
手
法
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（Private 

Finance Initiative

）
と
言
う
。
町
は
平

成
19
年
に
鎌
田
千
市
・
地
域
開
発
室
長
を

同
大
学
院
に
派
遣
し
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ

に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
た
。

　

平
成
20
年
1
月
、
町
は
公
民
連
携
の
手

法
に
よ
る
駅
前
開
発
の
再
始
動
な
ど
を
柱

と
す
る
公
民
連
携
基
本
計
画
の
策
定
に
向

け
た
住
民
と
の
協
議
を
開
始
。
1
0
0
回

に
及
ぶ
説
明
会
を
通
じ
て
練
り
上
げ
た
計

画
は
平
成
21
年
3
月
、
町
議
会
で
議
決
さ

れ
た
。
公
民
連
携
に
よ
る
複
合
的
な
開
発

事
業
で
創
出
し
た
中
心
部
の
賑
わ
い
を
町

全
体
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
持
続
的
発

展
が
可
能
な
町
を
目
指
す
こ
と
を
掲
げ
た
。

　

土
地
を
所
有
す
る
町
は
、
代
理
人
─

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
─
に
企
画
、
設
計
、
資
金

調
達
、
建
設
、
維
持
管
理
を
委
任
。
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
は
、
公
共
施
設
を
核
に
テ
ナ
ン

ト
事
業
を
展
開
し
、
地
域
内
で
資
金
の
循

環
を
図
り
、
経
済
活
性
化
と
不
動
産
価
値

の
向
上
に
結
び
付
け
る
。
岡
崎
さ
ん
は
、

こ
う
し
た
取
組
の
手
法
を
〈
Ｐ
Ｐ
Ｐ
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
方
式
〉
と
呼
ん
で
い
る
。

公
民
連
携
の
多
様
な
手
法
を
駆
使

　

再
始
動
し
た
駅
前
整
備
事
業
は
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
「
駅
」
と
、
地
域
の
方
言
で
あ

る
「
オ
ガ
ル
（
成
長
す
る
）」
を
掛
け
合

わ
せ
〈
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
と
命

名
し
た
。
平
成
21
年
6
月
に
は
事
業
実
施

主
体
の
第
3
セ
ク
タ
ー
「
オ
ガ
ー
ル
紫
波

株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
岡
崎
さ
ん
が

取
締
役
事
業
部
長
に
就
任
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
駅
前
地
区
を
北
か

ら
3
つ
の
エ
リ
ア
に
区
分
。
北
側
に
分
譲

住
宅
地
「
オ
ガ
ー
ル
タ
ウ
ン
」
を
整
備

し
、
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
が
あ
る
南
側

に
は
県
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
誘

致
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
と
な
る
中オガールプロジェクトの全体像をイメージした模型

プロジェクトを担当する鎌田千市室長

オガールプロジェクトの推進力・岡崎正信オガール社長
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市
町
村
の
重
点
政
策�

3

公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
挑
戦 

岩
手
県
紫
波
町

　
岩
手
県
紫し

波わ

町
が
進
め
る
〈
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
は
、
P
P
P
や
P
F
I

な
ど
、
公
民
連
携
の
手
法
を
導
入
し
、
公
有
地
を
活
用
し
た
複
合
的
な
都
市
整
備

事
業
を
通
じ
て
、
地
域
内
の
資
金
循
環
や
不
動
産
価
値
の
向
上
を
促
進
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出
な
ど
を
実
現
す
る
先
進
的
な
取
組
だ
。
塩
漬
け
状
態

に
あ
っ
た
10
㌶
を
超
え
る
駅
前
の
町
有
地
を
活
用
し
、
年
間
95
万
人
を
超
え
る
交

流
人
口
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
注
目
の
現
場
を
訪
ね
た
。

駅
前
土
地
開
発
が
塩
漬
け
状
態
に

　

紫
波
町
は
岩
手
県
の
中
央
、
県
庁
所
在

地
の
盛
岡
市
や
花
巻
市
か
ら
20
㌔
弱
の
距

離
に
あ
る
人
口
約
3
万
3
千
人
の
町
だ
。

特
産
の
も
ち
米
は
全
国
有
数
の
生
産
量
を

誇
り
、
リ
ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
果
樹
の
産

地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

町
内
を
走
る
東
北
本
線
に
は
3
つ
の
駅

が
あ
る
。
最
も
古
い
の
は
明
治
23
年
開
業

の
日
詰
駅
。
古
館
駅
は
昭
和
19
年
に
信
号

場
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
最
も
新
し
い
の

が
平
成
10
年
開
業
の
紫
波
中
央
駅
だ
。
日

詰
・
古
館
両
駅
は
町
中
心
部
か
ら
2
㌔
以

上
も
離
れ
て
お
り
、
利
便
性
の
良
い
中
心

部
の
新
駅
設
置
は
長
年
の
悲
願
だ
っ
た
。

　

昭
和
63
年
に
新
駅
設
置
促
進
協
議
会
が

発
足
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
新
駅
設
置
の
交

渉
を
行
い
、
設
置
費
用
の
負
担
と
乗
降
客

確
保
が
条
件
と
な
っ
た
。
町
は
2
億
7
千

万
円
の
寄
付
金
を
財
源
と
し
て
プ
レ
ハ
ブ

造
の
「
紫
波
中
央
駅
待
合
施
設
」
を
設

け
、
平
成
10
年
に
請
願
駅
と
し
て
紫
波
中

央
駅
が
開
業
。
平
成
13
年
に
は
木
造
1
階

建
て
の
待
合
い
施
設
を
整
備
し
た
。

　

乗
降
客
を
確
保
す
る
た
め
、
町
は
老
朽

化
が
進
む
公
共
施
設
を
駅
西
側
に
集
約
す

る
こ
と
を
柱
と
す
る
「
日
詰
西
地
区
土
地

利
用
基
本
計
画
」
を
策
定
。
平
成
10
年
に

は
28
億
5
千
万
円
を
投
じ
て
10
・
7
㌶
の

開
発
用
地
を
取
得
。
翌
年
に
は
目
玉
と
な

る
屋
内
運
動
施
設
「
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
紫

波
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
し
か
し
、
景
気

低
迷
に
伴
う
税
収
減
少
や
地
方
交
付
税
の

削
減
な
ど
に
伴
う
影
響
で
町
財
政
は
悪

化
。
起
債
で
賄
っ
た
開
発
用
地
の
取
得
費

住民の熱意で実現したJR東北本線・紫波中央駅

面　積：238.98 ㎢
人　口：33,170 人（平成 30 年 3 月現在）
世　帯：11,925 世帯（平成 30 年 3 月現在）
職員数：220 人（普通会計ベース）
HPアドレス：http://www.town.shiwa.iwate.jp

D A T A

34PRACTICE   2018  Spring



査
さ
れ
る
。
入
居
す
る
優
良
テ
ナ
ン
ト
を

決
定
後
、
建
物
の
規
模
や
建
設
費
を
算
定

し
、
オ
ー
プ
ン
後
の
運
営
や
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
に
も
切
り
込
ん
だ
。
整
備
期

間
中
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴

い
、
資
材
価
格
が
高
騰
す
る
な
ど
、
予
想

外
の
展
開
も
あ
っ
た
が
、
設
計
変
更
な
ど

柔
軟
な
対
応
に
よ
り
、
コ
ス
ト
を
切
り
詰

め
る
こ
と
で
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
実
績
が
評
価
さ

れ
、
資
金
調
達
の
難
易
度
も
下
が
り
、
新

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
を
後
押
し
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
波
及
効
果
は
大
き

い
。
エ
リ
ア
全
体
で
年
間
の
交
流
人
口
は

95
万
人
を
超
え
、
2
５
0
人
近
い
雇
用
を

生
み
出
し
た
。
テ
ナ
ン
ト
の
運
営
も
好
調

で
、
賃
借
料
を
2
割
引
き
上
げ
て
も
入
居

希
望
者
が
引
き
を
切
ら
な
い
と
い
う
。
エ

リ
ア
近
隣
の
基
準
地
価
は
こ
の
5
年
間
で

7
・
71
％
も
上
昇
し
て
い
る
。
昨
年
度
の

公
示
地
価
は
、
町
内
平
均
で
は
前
年
比

0
・
5
％
の
低
下
と
な
っ
た
が
、
オ
ガ
ー

ル
エ
リ
ア
は
同
1
・
1
％
の
上
昇
と
な
っ

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
長
年
に
わ
た
り

塩
漬
け
状
態
だ
っ
た
土
地
の
価
値
を
高
め

る
と
と
も
に
、
新
た
な
資
金
の
流
れ
と
経

済
の
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

町
は
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
」
の
公
共
施

設
部
分
を
取
得
す
る
際
に
国
の
社
会
資
本

整
備
交
付
金
を
、
庁
舎
整
備
に
は
国
土
交

通
省
の
木
造
建
築
技
術
先
導
事
業
補
助
金

を
活
用
し
た
が
、
そ
の
後
は
国
や
県
の
補

助
金
や
交
付
金
は
利
用
し
て
い
な
い
。
オ

ガ
ー
ル
紫
波
も
平
成
24
年
度
以
降
、
独
自

の
財
源
に
よ
る
運
営
の
自
走
化
を
実
現
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー

ス
株
式
会
社
は
今
年
2
月
に
社
名
を
「
株

式
会
社
オ
ガ
ー
ル
」
に
変
更
。
オ
ガ
ー
ル

の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
全
国
の
ま
ち

づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
担
っ
て
い

る
。
ま
た
、
環
境
負
荷
に
配
慮
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
た
「
紫
波
型
エ
コ
ハ

ウ
ス
」
の
基
準
を
導
入
し
た
賃
貸
ア
パ
ー

ト
の
運
営
に
も
乗
り
出
す
と
い
う
。
岡
崎

さ
ん
は
「
結
果
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
責
任
は
大
き
い
。
想
定
外
の
事
態
が
生

じ
た
と
し
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
根
幹

が
揺
る
が
な
い
よ
う
、
常
に
全
体
に
目
配

り
を
し
て
、
俊
敏
に
対
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
」
と
語
る
。

　

一
方
、
町
内
で
は
紫
波
中
央
駅
を
挟
ん

で
東
側
に
位
置
す
る
日
詰
西
地
区
や
旧
奥

州
街
道
沿
い
の
日
詰
商
店
街
地
区
の
に
ぎ

わ
い
創
出
が
新
た
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。　

商
店
街
は
旧
役
場
庁
舎
の
近
く
に
あ
り
、

生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
経
営
者
の
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
空
き
店
舗
も
目
立
つ
。
平

成
21
年
に
策
定
し
た
公
民
連
携
基
本
計
画

の
対
象
エ
リ
ア
で
も
あ
り
、
鎌
田
室
長
は

「
地
域
経
営
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
遊

休
化
し
た
不
動
産
と
地
域
資
源
を
活
か

し
、
起
業
を
目
指
す
人
を
見
付
け
て
い
き

た
い
で
す
。
商
店
街
地
区
で
は
女
性
が
卵

や
乳
製
品
を
使
わ
な
い
菓
子
店
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
オ
ガ
ー
ル
と
の
連
動
も
模

索
し
て
い
き
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

　更新期を迎える市町村の庁舎をはじめとする公共施設やイ
ンフラが増加する中、住民サービスの向上や地域経済の活性
化を見据え、市町村と民間の協働で取り組むPPPやPFI
の手法が注目されている。財政負担の抑制にとどまらない
先進事例として、紫波町の取組は全国の行政関係者が熱
い視線を注いでいる。地域における資金循環や土地の資
産価値の向上、そして地域経済の活性化という果実を手に
するため、投資効果を最大限に引き出すグランドデザインを
明確に描いていることがポイントだ。そして官民のリスク分
担と責任を明確化し、事業全体をガラス張りにすることで住
民の理解と支援を得ることも欠かせない取組だ。

Focus

オガールプラザの図書館は、農業やビジネス支援の図書が充実

保育園やエネルギーステーションで構成するオガールセンター
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央
部
は
、
緑
地
帯
を
境
に
Ａ
〜
Ｄ
の
4
街

区
を
設
け
、
事
業
の
目
的
や
形
態
に
応
じ

た
手
法
を
駆
使
し
て
整
備
を
進
め
た
。
公

有
地
を
一
体
的
に
活
用
し
、
一
定
の
利
用

が
あ
る
公
共
施
設
を
呼
び
水
に
民
間
テ
ナ

ン
ト
の
集
客
力
を
高
め
、
雇
用
創
出
や
投

資
の
促
進
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
で
、
オ
ガ
ー
ル
エ
リ
ア
全
体
の
不

動
産
価
値
を
高
め
る
こ
と
を
狙
っ
た
。

■
P
P
P
方
式

　

B
街
区
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
と
し

て
、
図
書
館
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が
入

る
町
の
情
報
交
流
館
と
医
療
機
関
、
産
直

マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
商
業
施
設
が
入
る
「
オ

ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
」（
供
用
開
始
・
平
成
24

年
度
）
を
Ｐ
Ｐ
Ｐ
方
式
で
整
備
。
総
工
費

は
約
11
億
円
。
オ
ガ
ー
ル
紫
波
が
出
資
す

る
特
別
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）・
オ
ガ
ー

ル
プ
ラ
ザ
株
式
会
社
が
1
億
2
千
万
円
の

銀
行
融
資
、
町
や
民
間
都
市
開
発
推
進
機

構
の
出
資
、
入
居
予
定
の
テ
ナ
ン
ト
敷
金

で
資
金
を
調
達
。
完
成
後
は
町
が
公
共
施

設
部
分
を
8
億
1
千
万
円
で
取
得
し
た
。

敷
地
に
は
事
業
用
定
期
借
地
権
を
設
定

し
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
徴
収
し
た
テ
ナ
ン
ト
賃
料

を
原
資
に
町
に
賃
借
料
と
建
物
の
固
定
資

産
税
を
支
払
っ
て
い
る
。
町
は
賃
借
料
で

公
共
施
設
部
分
の
管
理
運
営
費
の
一
部
を

賄
う
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

■
定
期
借
地
権
方
式

　

Ａ
街
区
の
「
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
」（
同
・

26
年
度
）
は
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
的

と
す
る
合
宿
や
研
修
の
誘
致
と
、
町
内
で

不
足
す
る
宿
泊
施
設
の
確
保
を
目
的
に
整

備
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
専
用
体
育
館
と
客
室

56
室
の
ホ
テ
ル
棟
、
飲
食
店
な
ど
の
商
業

棟
を
建
設
し
た
。
定
期
借
地
権
を
設
定

し
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
・
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー

ス
株
式
会
社
が
民
間
複
合
施
設
と
し
て
運

営
を
担
っ
て
い
る
。
体
育
館
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
全
日
本
男
子
の
合
宿
地
や
Ｖ
リ
ー

グ
の
練
習
会
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

■
P
F
I
方
式

　

Ｃ
街
区
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
町
役
場
庁
舎

（
同
・
27
年
度
）
を
整
備
。
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
紫

波
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
株
式
会
社
が
事
業
実

施
主
体
と
な
り
、
設
計
と
建
設
を
担
当
し

た
。
完
成
後
は
所
有
権
を
町
に
移
転
し

て
、
同
社
が
維
持
管
理
を
担
う
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方

式
（Build T

ransfer and O
perate

）

を
採
用
。
全
事
業
期
間
を
通
じ
て
、
町
の

財
政
負
担
は
約
6
％
縮
減
で
き
る
。
新
庁

舎
は
地
下
1
階
・
地
上
4
階
建
て
。
延
べ

床
面
積
は
６
６
５
0
平
方
㍍
。
地
場
産
材

を
活
用
し
た
国
内
最
大
級
の
木
造
庁
舎

だ
。
分
散
し
て
い
た
保
健
セ
ン
タ
ー
や
教

育
委
員
会
な
ど
の
機
能
を
集
約
し
た
。

■
開
発
S
P
C
方
式

　

D
街
区
は
「
オ
ガ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

（
同
・
29
年
度
）
を
整
備
。
町
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
や
病
児
保
育
機
能
を
持
つ
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ヘ
ア
サ
ロ
ン
、
ア
ウ
ト
ド

ア
シ
ョ
ッ
プ
、
英
会
話
教
室
な
ど
の
テ
ナ

ン
ト
と
集
合
住
宅
を
併
設
し
た
官
民
複
合

施
設
だ
。
街
区
に
は
保
育
園
も
あ
り
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
創
出
し

て
エ
リ
ア
全
体
の
魅
力
を
高
め
た
。
町
は

定
期
借
地
権
を
設
定
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
オ

ガ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
が
事
業
実
施

主
体
と
し
て
建
設
と
運
営
を
担
当
し
た
。

Ｄ
街
区
に
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
熱
源

と
し
て
、
町
役
場
や
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
、

住
宅
な
ど
に
熱
供
給
を
行
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

地
域
経
済
に
好
循
環
を
生
み
出
す

　

岡
崎
さ
ん
は
「
紫
波
に
住
み
た
い
、
こ

こ
で
生
涯
を
終
え
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
町

を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
集
客
装
置
が

オ
ガ
ー
ル
で
す
。
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
集

客
力
を
持
続
さ
せ
る
ソ
フ
ト
も
常
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
で
す
」
と
力
説
す
る
。

　

民
間
資
金
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
計
画

性
や
採
算
性
、
事
業
コ
ス
ト
が
厳
格
に
審

エリア中央部には緑地が整備され、イベントも行われる

BTO方式で国内最大級となる役場庁舎を取得した
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し
た
。
ま
さ
し
く
、
現
地
で
市
場
調
査
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト
が

見
え
て
き
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
海
外
展

開
を
図
る
企
業
と
連
携
し
た
調
査
や
戦
略

構
築
支
援
を
通
じ
て
海
外
進
出
の
成
功
率

を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
経
営
学
の
知
見

を
活
か
し
た
当
部
門
が
果
た
す
地
域
へ
の

役
割
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
社
会
人
向
け
人
材
育
成

　

北
海
道
の
産
業
競
争
力
を
高
め
て
い
く

に
は
、
先
の
市
場
調
査
や
経
営
戦
略
立
案

支
援
だ
け
で
は
な
く
、
人
材
育
成
も
企
業

の
競
争
基
盤
を
強
化
す
る
上
で
重
要
で
あ

り
、
当
部
門
で
は
特
に
北
海
道
の
観
光
、

医
療
、
食
の
分
野
を
意
識
し
な
が
ら
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
観
光
の
分
野
で
す
。
平
成
27

年
度
よ
り
国
土
交
通
省
観
光
庁
か
ら
受
託

し
た
「
産
学
連
携
に
よ
る
旅
館
・
ホ
テ
ル

経
営
人
材
育
成
に
関
す
る
業
務
」、
28
年

度
以
降
は
「
産
学
連
携
に
よ
る
観
光
産
業

の
中
核
人
材
育
成
・
強
化
に
関
す
る
業

務
」
を
受
託
し
、
観
光
産
業
の
中
核
で
あ

る
宿
泊
業
者
の
次
世
代
経
営
者
、
幹
部
の

方
々
を
対
象
と
し
て
経
営
人
材
育
成
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
は
昨
今
の

観
光
政
策
の
推
進
に
よ
る
訪
日
外
国
人
旅

行
者
の
増
加
を
受
け
て
、
地
域
経
済
活
性

化
に
つ
な
が
る
重
要
な
分
野
で
あ
り
、
競

争
力
強
化
の
た
め
に
は
経
営
層
の
み
な
ら

ず
中
間
管
理
層
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
人
材

育
成
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

次
に
経
済
産
業
省
か
ら
採
択
さ
れ
た
補

助
事
業
で
あ
る
「
産
学
連
携
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
経
営
人
材
育
成
事
業
」
で
す
。
こ
の

事
業
も
平
成
27
年
度
か
ら
医
療
、
福
祉
分

野
の
サ
ー
ビ
ス
経
営
人
材
育
成
を
進
め
て

お
り
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中

核
を
担
う
医
療
経
営
人
材
育
成
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
通
り
、
厚

生
労
働
省
が
掲
げ
る
「
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
2
0
2
5
年
を
目
途
に
、

重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生

の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生

活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
は
、
広
大
な

面
積
が
あ
り
、
他
都
府
県
と
比
べ
て
人
口

流
出
数
が
多
い
北
海
道
に
と
っ
て
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
分
野
も

含
め
て
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
い
か
な
け
れ
ば
道
民
の
生
活
自
体
が

危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

　

最
後
に
食
の
分
野
で
す
。
帯
広
畜
産
大

学
と
連
携
し
て
、
清
水
町
が
主
催
す
る
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
共
催
し
て
い

ま
す
。一
次
産
業
の
盛
ん
な
十
勝
圏
で
、農

業
や
酪
農
に
従
事
さ
れ
る
方
を
対
象
に
経

営
学
の
視
点
で
人
材
育
成
に
取
り
組
み
、

他
国
と
の
経
済
連
携
協
定
が
進
め
ら
れ
る

状
況
の
中
で
も
、
北
海
道
の
一
次
産
業
が

さ
ら
に
競
争
力
の
あ
る
分
野
と
し
て
確
立

で
き
る
よ
う
取
組
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

文
理
融
合
型
ビ
ジ
ネ
ス
開
発

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
展
開

　

当
部
門
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
よ
り
、
大
学
の
有
す

る
研
究
分
野
を
通
じ
て
地
域
の
産
業
振
興

に
貢
献
す
る
取
組
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

先
に
ご
紹
介
し
た
海
外
進
出
支
援
や
社
会

人
向
け
人
材
育
成
事
業
も
、
こ
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
ベ
ー
ス
に
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
も
そ
も
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、
当
部
門
の
提
携
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
は
じ
め
、
行
政
や
地
域
企
業
と

の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
固
に
し
、
本

学
の
卒
業
生
と
の
つ
な
が
り
も
活
用
し
な

が
ら
課
題
解
決
を
図
り
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
を
生
み
出
す
、
言
い
換
え
れ
ば
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
造
を
推
進
す
る
基
盤
で
す
。
特

に
理
系
大
学
と
の
文
理
融
合
型
の
ビ
ジ
ネ

ス
開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
多
く
の

方
が
課
題
と
指
摘
し
て
い
る
技
術
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
シ
ー
ズ
と
市
場
ニ
ー
ズ
の
乖か

い

離り

を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
っ
て
マ
ッ
チ
ン

グ
し
、
理
系
と
文
系
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
活
か
し
な
が
ら
、
事
業
化
を
達
成
す

る
も
の
で
す
。
最
近
で
は
こ
の
文
理
融
合

の
取
組
を
テ
ー
マ
に
産
学
官
連
携
研
究
成

果
報
告
会
も
開
催
し
、
帯
広
畜
産
大
学
と

は
酪
農
業
の
生
産
性
向
上
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
構
築
、
そ
し
て
北
見
工
業
大
学
の

先
生
方
と
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
の
観
光
振
興

に
向
け
た
共
同
研
究
に
つ
い
て
発
表
し
、

地
域
へ
研
究
成
果
の
報
告
、
知
見
の
還
元

も
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
北
海

道
で
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
さ
ら
に

大
き
く
し
、
地
域
の
産
業
競
争
力
向
上
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ビジネス開発プラットフォームの説明の様子
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×ト レ ン ド を 読 む

地 域 を 伸 ば す

産
学
官
連
携
に
よ
っ
て

地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る

PROFILE

平成 12 年小樽商大商学部
卒。日立製作所勤務を経
て、平成 20 年小樽商大大
学院商学研究科アントレプ
レナーシップ専攻修了。そ
の後、日本オラクルでの勤
務を経て現職。産学官連携
をベースとした北海道の地
域資源活用、道内企業の海
外展開支援、観光や医療分
野における経営人材育成に
取り組んでいる。

北川　泰治郎
（きたがわ・たいじろう）

ビ
ジ
ネ
ス
ポ
ー
ト
に
よ
る

海
外
進
出
支
援

　

当
部
門
で
は
前
身
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
創

造
セ
ン
タ
ー
の
時
よ
り
、
各
ビ
ジ
ネ
ス

シ
ー
ン
に
お
け
る
専
門
家
を
提
携
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
ご
協
力
頂
き
、
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
提

携
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
弁
護
士
や
公
認
会

計
士
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
各
業
種
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
ど
総
勢
15
名
（
平
成
30

年
3
月
末
時
点
）
に
上
り
、
地
域
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
様
々
な
課
題
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
近
年
で

は
年
間
30
〜
40
件
ほ
ど
の
相
談
を
頂
き
、

民
間
企
業
だ
け
で
は
な
く
行
政
機
関
か
ら

も
多
く
の
お
話
が
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。
そ

の
中
で
も
積
極
的
な
戦
略
を
志
向
さ
れ
て

い
る
企
業
の
海
外
展
開
支
援
に
つ
い
て
は

昨
今
関
心
が
高
く
、
や
は
り
多
く
の
来
道

者
が
い
る
ア
ジ
ア
向
け
を
検
討
さ
れ
て
い

る
傾
向
が
強
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う

し
た
道
内
企
業
が
海
外
進
出
を
図
り
、
企

業
の
成
長
戦
略
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
地

域
で
の
経
済
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
進
出
を
検
討
し

て
い
る
企
業
と
の
連
携
事
業
で
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
市
場
の
消
費
者
調
査
を
行
い
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
化
粧
品
の
商
品
販
売
戦
略

の
立
案
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
他
の
調

査
レ
ポ
ー
ト
も
当
然
参
考
に
し
な
が
ら
調

査
を
進
め
ま
す
が
、
や
は
り
現
地
調
査
で

発
見
し
、
市
場
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
感
覚

は
何
よ
り
説
得
力
を
持
ち
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
調
査
は
北
海
道

ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
す
こ
と
で
商
品
販
売
に

有
利
に
働
く
と
想
定
し
て
い
た
の
で
す

が
、
来
道
経
験
の
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人

に
と
っ
て
、
北
海
道
に
対
す
る
美
容
と
健

康
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
来
道
経
験
の
な
い
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
人
よ
り
弱
く
な
る
傾
向
が
出

て
い
た
り
、
商
品
の
特
性
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
単
に
H
O
K
K
A
I
D
O
ブ
ラ

ン
ド
で
商
品
が
売
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

雑
誌
や
テ
レ
ビ
以
上
に
家
族
や
知
人
か
ら

の
情
報
提
供
が
購
買
決
定
に
大
き
く
影
響

し
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

　
北
川
　
泰
治
郎

小
樽
商
科
大
学
グ
ロ
ー
カ
ル
戦
略
推
進
セ
ン
タ
ー
産
学
官
連
携
推
進
部
門

副
部
門
長
・
准
教
授
　
学
長
特
別
補
佐

現地調査からポイント
が見えてくる

現地イベントで
調査を実施

　
筆
者
が
所
属
す
る
小
樽
商
科
大
学
グ
ロ
ー
カ
ル
戦
略
推
進
セ
ン
タ
ー
産
学
官
連

携
推
進
部
門
は
、
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、
活
性
化
を
目
指
し
「
ビ
ジ
ネ

ス
開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
連
携
事
業
の
推
進
及
び
人
材
育
成
」
を
テ
ー
マ

に
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
そ
の
取
組
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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や
治
療
が
行
わ
れ
ず
、
病
気
が
進
行
し
て

悪
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

膵
臓
に
病
気
が
あ
る
と
き
に
出
て
く
る

症
状
と
し
て
、
背
部
痛
、
つ
ま
り
腰
痛
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
腰
痛
自
体
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
り
ま
す
し
、
通
常
は

腰
あ
た
り
の
筋
肉
や
骨
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
原
因
で
す
の
で
、
膵
臓
の
せ
い
で
腰
痛

が
出
る
と
は
気
が
付
き
に
く
い
も
の
な
の

で
す
。
さ
ら
に
、
膵
臓
の
せ
い
で
痛
み
が

出
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
病
気
は
膵
臓
を
越

と
え
ば
、
急
性
膵
炎
の
原

因
と
さ
れ
る
も
の
に
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
や
過

食
、
脂
質
過
剰
（
肥
満
）

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り

は
、
暴
飲
暴
食
が
主
な
原

因
で
あ
る
と
言
え
る
の
で

す
。
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
膵
臓
は
栄
養
の
消
化

吸
収
と
代
謝
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
の
で
、
暴
飲

え
て
、
神
経
が
存
在
す
る
周
辺
部
に
至
っ

た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
病
気
は
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
特
に
膵
臓
が
ん
は
、
そ
う
い

う
状
態
に
な
っ
て
分
か
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
な
か
な
か
厄
介
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　�

暴
飲
・
暴
食
は

膵
臓
を
直
撃

　

膵
臓
の
病
気
と
し
て
主
な
も
の
は
、
急

性
膵
炎
、
慢
性
膵
炎
、
そ
し
て
膵
臓
が
ん

で
す
。
急
性
膵
炎
と
慢
性

膵
炎
は
、
膵
臓
に
炎
症
が

起
き
て
い
る
状
態
で
す

が
、
原
因
の
多
く
は
、
細

菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病

原
性
を
持
っ
て
い
る
微
生

物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

3

暴
食
は
そ
れ
だ
け
で
膵
臓
に
負
担
を
か
け

て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
暴
飲
暴
食
を
続
け
る
こ

と
で
、
そ
の
負
担
は
蓄
積
し
、
つ
い
に
膵

臓
の
細
胞
が
不
調
に
陥
り
、
膵
液
の
分
泌

が
滞
り
ま
す
。
膵
液
の
消
化
酵
素
は
、
細

胞
自
体
の
構
成
成
分
で
あ
る
タ
ン
パ
ク
質

を
分
解
す
る
能
力
が
あ
る
の
で
、
膵
液
の

分
泌
が
滞
る
と
、
消
化
酵
素
が
膵
臓
の
細

胞
を
破
壊
し
始
め
ま
す
。
こ
れ
を
「
膵
臓

の
自
己
消
化
」
と
い
い
ま
す
。
自
己
消
化

が
起
こ
れ
ば
、
そ
れ
を
処
理
す
る
た
め
に

炎
症
が
起
こ
り
、
周
辺
の
細
胞
は
さ
ら
に

破
壊
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
は
じ
め
は
負
担
に
過
ぎ
な

い
も
の
も
、
積
み
重
な
る
と
急
激
に
悪
化

し
て
急
性
膵
炎
に
、
膵
炎
が
い
っ
た
ん
収

ま
っ
て
も
、
負
担
が
続
け
ば
、
慢
性
化
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
慢
性
膵
炎
は
さ

ら
に
膵
臓
が
ん
の
引
き
金
と
な
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
過
度
の
飲
酒

や
過
食
を
漫
然
と
続
け
て
い
る
と
、
沈
黙

の
臓
器
で
炎
症
が
進
行
し
て
、
気
が
付
い

た
と
き
は
命
を
取
ら
れ
か
ね
な
い
重
大
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

P r o f i l e
北海道大学医学部卒業（医師免許
取得）
北海道大学大学院医学研究科修了
（医学博士取得）
北海道大学医学部助手、札幌医科
大学医学部助教授を経て現在は同
教授。専門分野は循環生理学と循
環薬理学。主な著書は「Clinical
生体機能学─生理学から症状がわ
かる─」（南山堂）、「いちばんやさ
しい生理学の本─生きるしくみ」
（秀和システム）。

當瀬　規嗣
（とうせ・のりつぐ）

まとめ

��１��� �膵臓は栄養の消化吸収および�
代謝に重要な臓器である

2 �膵臓には神経が分布しておらず、�
痛みなどを感じない臓器である

3 �暴飲暴食は膵臓に負担をかけ、膵炎、
膵臓がんなど重篤な病気を引き起こす　

●�図　膵臓は胃の後ろ側にあり膵液と呼ばれる消化液を作っている
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膵
臓
に
は
二
つ
の

　
は
た
ら
き
が
あ
る

　

膵
臓
は
胃
の
後
ろ
側
、
む
し
ろ
背
中
側

と
い
え
る
場
所
に
位
置
し
て
い
る
臓
器
で

す
（
図
）。
膵
液
と
呼
ば
れ
る
消
化
液
を

作
っ
て
お
り
、
膵
管
を
通
し
て
、
十
二
指

腸
内
に
膵
液
を
分
泌
し
て
い
ま
す
。

　

膵
液
に
は
糖
質
、
脂
質
、
タ
ン
パ
ク
質

の
三
大
栄
養
素
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
消

化
酵
素
を
多
種
類
含
ん
で
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
消
化
吸
収
の
重
要
な
部
分
を
担
っ
て

い
る
臓
器
な
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
消
化
酵

素
は
、
十
二
指
腸
内
で
食
べ
物
と
混
ぜ
ら

れ
、
食
べ
物
が
小
腸
内
を
通
過
し
て
い
く

間
に
消
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

他
の
消
化
液
で
は
、
唾
液
に
は
糖
質
の

消
化
酵
素
、
胃
液
に
は
タ
ン
パ
ク
質
の
消

化
酵
素
が
含
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
膵
液
は
最
強
の
消
化
液

で
あ
り
、
栄
養
の
消
化
吸
収
に
関
し
て
膵

臓
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
重
要
な
役
割
は
、
膵
臓
か

ら
栄
養
代
謝
に
関
わ
る
重
要
な
ホ
ル
モ
ン

が
分
泌
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
ホ
ル
モ
ン
を

1

分
泌
す
る
細
胞
は
、
膵
臓
全
体
に
点
在
す

る
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
と
呼
ば
れ
る
器
官

に
あ
り
ま
す
。
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
の

一
つ
に
は
有
名
な
イ
ン
ス
リ
ン
が
あ
り
ま

す
。
イ
ン
ス
リ
ン
は
消
化
吸
収
し
た
栄
養

素
を
必
要
な
臓
器
に
運
ぶ
と
と
も
に
、
肝

臓
や
脂
肪
組
織
に
蓄
積
し
て
、
将
来
の
需

要
に
備
え
る
こ
と
が
役
割
で
す
。
イ
ン
ス

リ
ン
の
働
き
が
弱
ま
る
状
況
に
な
る
と
糖

尿
病
を
発
症
す
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
ご

存
じ
の
と
お
り
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
ホ
ル
モ
ン
が
グ
ル
カ
ゴ
ン

で
す
。
グ
ル
カ
ゴ
ン
は
、
栄
養
の
供
給
が

途
絶
え
る
空
腹
時
、
体
内
に
蓄
積
さ
れ
た

栄
養
素
を
動
員
し
て
、
利
用
さ
せ
る
よ
う

に
働
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ラ
ン
ゲ
ル

ハ
ン
ス
島
か
ら
分
泌
さ
れ
る
二
つ
の
ホ
ル

モ
ン
は
、
体
内
で
の
栄
養
素
の
利
用
と
蓄

積
に
関
す
る
決
定
権
を
握
る
最
重
要
な
ホ

ル
モ
ン
な
の
で
す
。
こ
う
し
て
膵
臓
は
消

化
吸
収
、
そ
し
て
体
内
で
の
栄
養
代
謝
と

い
う
極
め
て
重
要
な
は
た
ら
き
を
担
う
臓

器
で
あ
る
と
、
あ
ら
た
め
て
認
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
膵
臓
は

　「
沈
黙
の
臓
器
」
で
あ
る

　

内
臓
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
が
出
ま
す
。
肺
や
気
管
支
な
ら

咳
や
痰
が
出
ま
す
。
胃
な
ら
胃
痛
や
胸
や

け
、
悪
心
、
嘔
吐
と
な
り
ま
す
。
小
腸
で

は
腹
痛
が
起
こ
り
、
大
腸
を
含
め
て
下
痢

が
起
こ
り
ま
す
。
筋
肉
や
骨
で
は
痛
み
が

起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
臓
器
に
分
布
し
て
、
臓
器
の
状
況

を
脳
に
伝
え
る
役
割
の
神
経
が
は
た
ら
く

こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
膵
臓
と
隣
に
あ
る
肝
臓
に
は

こ
の
よ
う
な
神
経
が
あ
り
ま
せ
ん
。
臓
器

の
周
り
に
は
神
経
が
あ
る
の
で
す
が
、
膵

臓
の
中
に
は
神
経
が
分
布
し
て
い
な
い
の

で
す
。
な
ぜ
な
の
か
は
、
ま
だ
分
か
っ
て

い
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
膵
臓
内

に
少
々
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
も
、
痛
み

な
ど
の
症
状
は
起
こ
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　

つ
ま
り
「
膵
臓
が
痛
い
」
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
ま
さ
に
「
沈

黙
の
臓
器
」
な
の
で
す
。
だ
か
ら
、
病
気

の
存
在
を
本
人
は
知
ら
な
い
の
で
、
対
処

2

膵す

い

臓ぞ

う

の
話

［
健
康
コ
ラ
ム
］
札
幌
医
科
大
学
教
授
　
當
瀬
　
規
嗣

　
普
段
、
膵
臓
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
ひ
と
た
び
病
気
に
な
る
と
、
膵
臓
が
ん
や
急
性
膵
炎
な
ど
、
か
な
り
重

い
病
気
を
生
じ
る
臓
器
で
も
あ
り
ま
す
。
重
い
症
状
を
示
す
と
い
う
こ
と

は
、
普
段
か
ら
膵
臓
は
体
の
は
た
ら
き
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
膵
臓
の
は
た
ら

き
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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り
の
柔
ら
か
な
食
感
が
特
徴
で
、
生
の
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
一
緒
に
食
べ
る
と
、
イ
チ

ゴ
が
ソ
ー
ス
の
よ
う
に
混
ざ
り
合
い
ま

す
。
食
材
の
邪
魔
を
せ
ず
、
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
す
る
の
が
得
意
な
イ
チ
ゴ
な
の
で
す
。

　

柔
ら
か
な
食
感
は
、
一
方
で
イ
チ
ゴ
が

つ
ぶ
れ
や
す
く
、
日
持
ち
が
せ
ず
、
輸
送

面
に
も
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
最

新
式
ケ
ー
ス
の
登
場
で
、
イ
チ
ゴ
が
宙
に

浮
い
た
ま
ま
運
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
ゆ
り
か
ー
ご
」
と
名
付
け
ら
れ
た

ケ
ー
ス
は
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
よ
う
に
イ
チ

ゴ
を
支
え
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
通
常
よ

り
も
2
〜
3
日
長
く
日
持
ち
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
容
器
革
命
で
「
瑞
の

香
」
の
流
通
が
可
能
と
な
り
、
今
後
は
首

都
圏
へ
の
出
荷
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

自
分
の
作
り
た
い
イ
チ
ゴ
を
作
り
、
そ

の
価
値
を
共
有
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

を
探
す
。「
O
N
E 

T
O 

O
N
E
」
の

顧
客
対
応
に
心
を
打
た
れ
〈
の
な
か
農

園
〉
の
フ
ァ
ン
に
な
る
シ
ェ
フ
も
多
い
の

で
し
ょ
う
。「
農
業
は
サ
ー
ビ
ス
業
！
」

と
言
い
切
る
野
中
さ
ん
は
、
農
業
を
他
の

産
業
と
同
じ
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
て
く

れ
る
生
産
者
で
す
。

消
費
者
と
の
つ
な
が
り
で

農
業
は
お
も
し
ろ
く
な
る

　

季
節
が
良
く
な
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
マ

ル
シ
ェ
が
開
か
れ
ま
す
。
生
産
者
自
ら
が

農
産
物
を
対
面
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
は
、

す
っ
か
り
お
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
。
昨

年
の
夏
、
旭
川
空
港
で
開
か
れ
た
「
空
港

マ
ル
シ
ェ
」
は
、
野
中
さ
ん
を
は
じ
め
11

人
の
若
手
生
産
者
と
3
軒
の
地
元
レ
ス
ト

ラ
ン
の
シ
ェ
フ
が
開
催
し
ま
し
た
。
旭
川

空
港
が
用
意
し
た
大
き
な
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

は
、
フ
ル
コ
ー
ス
が
作
れ
る
ほ
ど
の
設
備

が
整
い
、
シ
ェ
フ
た
ち
が
マ
ル
シ
ェ
の
食

材
で
料
理
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
パ
ス
タ

や
ラ
ザ
ニ
ア
、
ガ
ス
パ

チ
ョ
な
ど
本
格
的
な
お
店

の
味
を
提
供
し
、
地
元
客

も
大
勢
訪
れ
ま
し
た
。

　
「
空
港
マ
ル
シ
ェ
」
の
実

行
委
員
長
を
務
め
る
生
産

者
・
吉
原
康
弘
さ
ん
は
、

マ
ル
シ
ェ
で
の
販
売
体
験

は
、
農
業
に
役
立
つ
こ
と
が
多
く
、
仕
事

に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
て
い
る
と
い

い
ま
す
。
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
普
段
ス
ー

パ
ー
で
買
え
な
い
よ
う
な
珍
し
い
品
種
の

野
菜
を
望
む
声
も
多
い
た
め
、
今
年
は
栽

培
す
る
作
物
に
マ
ル
シ
ェ
用
の
品
種
を
取

り
入
れ
、
ビ
ビ
ッ
ド
な
色
合
い
の
野
菜
の

種
を
撒
く
予
定
だ
そ
う
で
す
。

　
「
空
港
マ
ル
シ
ェ
」
で
は
、
お
客
様
の

楽
し
さ
を
創
造
す
る
た
め
に
、
ゲ
ー
ム
感

覚
の
詰
め
放
題
や
、
ど
の
生
産
者
の
ト
マ

ト
が
一
番
お
い
し
か
っ
た
か
を
投
票
し
て

も
ら
う
企
画
も
行
い
ま
し
た
。
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
に
な
っ
た
ト
マ
ト
は
、
や
は
り
カ
ラ

フ
ル
な
色
合
い
の
ト
マ
ト
で
し
た
。
マ
ル

シ
ェ
に
出
る
と
、
消
費
者
に
と
っ
て
ビ

ジ
ュ
ア
ル
が
重
要
で
“
イ
ン
ス
タ
映
え
”

す
る
野
菜
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か

が
、
売
り
上
げ
を
左
右
す
る
と
感
じ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

生
産
者
の
集
ま
り
に
奥
さ
ん
た
ち
が
参

加
す
る
こ
と
は
少
な
く
て
も
、
マ
ル
シ
ェ

の
よ
う
な
「
物
販
」
と
な
る
と
、
こ
こ
が

出
番
と
ば
か
り
に
店
頭
に
立
つ
女
性
農
業

者
も
多
く
い
ま
す
。
そ
こ
で
の
つ
な
が
り

が
消
費
者
目
線
の
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
、
農

業
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。
吉
原
農
場
に
お
嫁
に
き
た
ば
か

り
の
慧
子
さ
ん
も
、
先
輩
た
ち
か
ら
野
菜

の
見
せ
方
や
売
り
方
を
教
わ
り
、
良
い
刺

激
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

質
の
高
い
農
作
物
を
作
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
消
費
者

と
の
“
ゆ
る
い
”
つ
な
が
り
を
創
造
す
る

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
を

面
白
く
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

萬谷　利久子（ばんや・りくこ）

P r o f i l e
野菜ソムリエ上級Pro
北海道6次産業化プランナー
平成 21 年に北海道で4人目となる野菜ソムリエ
協会の上級資格を取得し、同協会の講師となる。
「青果物ブランディングマイスター」として農産
物のブランド化などマーケティングを行う。平成
24 年から、農林水産省事業の6次産業化プラン
ナーとなり、生産者の商品開発や店舗などをサ
ポートしている。北海道大学大学院国際広報メ
ディア・観光学院DMO育成プログラム履修生。

独自品種「瑞の香」は
料理との相性もバッチリ

最新式ケース
「ゆりかーご」
のおかげで首
都圏への出荷
も可能になり
ました

陳列のビジュアルは売り上げに大
きく影響するので重要です！
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飲
食
店
経
営
の
経
験
が

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
農
業
に
！

　

旭
川
市
の
イ
チ
ゴ
生
産
者
〈
の
な
か
農

園
〉
の
野
中
剛
さ
ん
は
、
J
A
青
年
部
時

代
の
仲
間
た
ち
と
共
同
出
資
で
〈
石
倉
ダ

イ
ニ
ン
グ
米
蔵
（
マ
イ
ハ
ウ
ス
）〉
を
経

営
し
て
い
ま
す
。
社
長
や
会
計
な
ど
の

役
割
は
持
ち
回
り
と
し
た
“
F
A
R
M 

T
O 

T
A
B
L
E
”
の
お
店
で
、
自
家

栽
培
の
お
米
や
地
域
の
食
材
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
の
1
つ
、
野
中
さ
ん

の
イ
チ
ゴ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
フ
ル

コ
ー
ス
は
、
お
客
様
の
声
か
ら
生
ま
れ
た

そ
う
で
す
。
最
近
話
題
の
“
シ
メ
パ

フ
ェ
”
も
登
場
し
、
立
派
な
採
れ
た
て
イ

チ
ゴ
が
乗
っ
て
い
ま
す
。

　

8
人
の
生
産
者
で
お
店
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
自
宅
の
近
く
に
自
分
た
ち
が
飲

め
る
店
が
欲
し
い
」
と
い
う
理
由
か
ら
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
飲
食
店
経
営
の
経
験
か

ら
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
重
要
性

に
気
付
き
、
イ
チ
ゴ
出
荷
で
も
取
引
先
の

要
望
に
き
め
細
や
か
に
応
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
出
荷
先
に
合
わ
せ
た
品
種
や

サ
イ
ズ
選
び
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
レ
ス

ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
合
わ
せ
た
イ
チ
ゴ

の
食
感
も
追
求
し
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
で

完
熟
の
度
合
い
や
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

出
荷
先
に
よ
っ
て
変
え
、
お
皿
の
上
の
料

理
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
品
種
に
よ
る
イ
チ
ゴ
の
微
妙
な
違
い

や
個
性
を
活
か
そ
う
と
、
料
理
人
は
腕
を

振
る
い
、
生
産
者
と
の
コ
ラ
ボ
で
逸
品
メ

ニ
ュ
ー
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

飲
食
業
界
の
ト
レ
ン
ド
や
求
め
る
も
の

も
、
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
だ
か
ら
小
さ
な
イ
チ
ゴ

を
」
と
い
う
従
来
の
ニ
ー
ズ
は
変
わ
り
、

特
大
の
イ
チ
ゴ
を
ケ
ー
キ
に
乗
せ
た
い
と

い
う
パ
テ
ィ
シ
エ
も
い
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
同
じ
札
幌
で
も
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
イ

チ
ゴ
の
好
み
は
違
い
、
個
人
客
の
嗜
好
の

違
い
も
把
握
し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
農

業
で
そ
こ
ま
で
！
」
と
思
う
手
間
の
か
け

方
で
す
し
、
そ
の
労
力
に
見
合
う
価
格
で

仕
入
れ
て
く
れ
る
相
手
が
い
な
い
と
で
き

な
い
こ
と
で
す
。

農
業
は
サ
ー
ビ
ス
業
！

　
〈
の
な
か
農
園
〉に
は
、
看
板
と
な
っ
て

い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
イ
チ
ゴ
が
あ
り

ま
す
。
個
人
で
品
種
改
良
に
取
り
組
み
、

平
成
23
年
に
品
種
登
録
さ
れ
た
独
自
品
種

「
瑞
の
香
」
で
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
感
た
っ
ぷ

野 菜 ソ ム リ エ の

ベ ジ フ ル ラ ン ド

北 海 道 ！ ！

野 菜 の ま ち
「農業はサービス業 ！」編

野菜ソムリエ上級 Pro・北海道6次産業化プランナー　
萬谷　利久子

　
農
業
者
自
ら
が
農
産
物
の
直
売
を
行
っ

た
り
、
飲
食
店
を
経
営
し
た
り
す
る

「
6
次
産
業
化
」
の
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
生
産
者
自
身
が
独
自
品
種

を
開
発
し
た
り
、
地
元
の
マ
ル
シ
ェ
で

「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
す
る
品
種
を
限
定
販

売
し
た
り
す
る
な
ど
、
消
費
者
目
線
や

サ
ー
ビ
ス
業
的
な
発
想
で
、
農
業
を
魅
力

あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
生

産
者
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

石倉ダイニング米蔵では、生産者自らの作物を食材に使用しています

野中剛さんは「農業はサービ
ス業！」と言い切ります

イチゴを乗せた
シメパフェも好評
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い
医
師
が
い
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

（
注
3
）。

弁
護
士　
確
か
に
B
さ
ん
の
話
が
本
当
な

ら
C
医
師
の
勤
務
成
績
は
不
良
と
い
わ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
ね
（
注
4
）。

B
さ
ん　
（
明
る
い
表
情
で
）
そ
う
で
す

か
！　

そ
れ
は
良
か
っ
た
！

弁
護
士　
喜
ぶ
の
は
ま
だ
早
い
で
す
よ
。

C
医
師
の
性
格
を
考
え
る
と
分
限
免
職
処

分
に
し
た
場
合
、
裁
判
所
に
対
し
て
分
限

免
職
処
分
の
取
消
を
求
め
て
訴
訟
提
起
す

る
可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
（
注

5
）。
裁
判
で
は
C
医
師
は
当
方
の
主
張

す
る
事
実
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
否
定
す
る
で

し
ょ
う
か
ら
（
注
６
）、
当
方
の
主
張
を

間
違
い
な
く
裁
判
所
に
認
め
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
事
前
に
十
分
証
拠
固
め
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
（
注
7
）。

B
さ
ん　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
し
て
お
け
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？

弁
護
士　
薬
剤
の
名
前
を
誤
っ
て
伝
え
た

事
実
に
つ
い
て
は
、
カ
ル
テ
に
ど
の
よ
う

な
記
載
が
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
カ
ル
テ
に
誤
っ
た
薬
剤
名

が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
C
医
師
の
ミ
ス

が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
ま
た
看
護
師
さ

ん
や
事
務
長
さ
ん
は
、
心
療
内
科
を
受
診

し
た
り
、
病
気
休
暇
を
申
請
し
た
り
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

B
さ
ん　
確
認
し
て
み
ま
す
が
、
恐
ら
く

し
て
い
な
い
の
で
は
…
。

弁
護
士　
C
医
師
の
言
動
が
悪
質
の
も
の

だ
っ
た
こ
と
の
立
証
や
、
町
の
主
張
内
容

の
信
憑
性
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
判
断
に

も
影
響
し
ま
す
し
、
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
も
必
要
で
す
か
ら
、
是
非
受
診

を
勧
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
（
注
8
）。

B
さ
ん　
分
か
り
ま
し
た
。

注
1　
最
高
裁
第
三
小
法
廷
昭
和
五
三
年
六
月
二

三
日
判
決
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
六
六
号
一
六
九

頁
）
は
、
正
式
採
用
職
員
の
場
合
に
比
較
し
て
任

命
権
者
に
よ
り
広
い
裁
量
権
が
与
え
ら
れ
る
も
の

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
自
由
裁
量
で
は
な
い

と
判
示
し
て
い
る
。

注
2　
鹿
児
島
地
裁
昭
和
六
一
年
七
月
一
八
日
判

決
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
二
二
号
一
〇
五
頁
）

注
3　
筆
者
の
経
験
上
、
能
力
的
に
も
人
格
的
に

も
問
題
あ
る
医
師
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
が
な
い
。
特
に
医
療
機
関
を
短
期
間
の
う
ち
に

転
々
と
し
て
い
る
医
師
に
つ
い
て
は
要
注
意
で
あ

る
。

注
4　
福
島
地
裁
平
成
八
年
一
二
月
二
五
日
判
決

（
判
例
地
方
自
治
一
六
五
号
六
五
頁
）
は
、
救
急

搬
送
さ
れ
て
き
た
患
者
の
処
置
や
転
送
の
た
め
の

カ
ル
テ
記
載
の
指
示
に
違
反
す
る
な
ど
の
問
題
行

動
を
繰
り
返
し
た
医
師
に
つ
い
て
「
医
療
過
疎
地

に
設
立
さ
れ
、
村
民
に
対
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

中
核
と
な
っ
て
い
る
村
立
病
院
の
医
師
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
感
が
不
足
し
、
患
者
に
対
す
る
思
い

や
り
や
院
長
、
同
僚
及
び
そ
の
他
の
職
員
ら
と
の

協
調
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
執
務
態

度
、
奉
仕
性
、
人
格
に
お
い
て
、
原
告
は
、
職
務

に
必
要
な
適
格
性
を
欠
い
て
い
た
も
の
と
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
て
分
限
免
職
処
分
を
適

法
と
し
て
い
る
。

注
5　
分
限
免
職
処
分
の
違
法
性
を
主
張
す
る
側

は
、
免
職
処
分
に
「
手
続
的
違
法
」
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
場
合
が
多
い
。
①
憲
法
三
一
条
違
反

（
告
知
聴
聞
の
権
利
侵
害
）
と
②
労
働
基
準
法
二

〇
条
違
反
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
①
に
つ
い
て
は
免
職
理
由
を
告
げ
た
上

で
十
分
に
弁
解
の
機
会
を
与
え
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
②
に
つ
い
て
は
三
〇
日
の
解
雇
予
告

を
も
っ
て
免
職
処
分
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

注
６　
裁
判
で
は
、
当
事
者
と
な
っ
た
者
は
、
真

実
に
反
し
て
自
分
を
正
当
化
す
る
主
張
を
平
気
で

展
開
す
る
場
合
が
多
い
。
裁
判
と
な
れ
ば
、
誰
も

が
我
が
身
の
保
身
に
走
る
の
で
あ
る
。

注
7　
民
事
裁
判
は
、
当
事
者
が
、
①
主
張
（
言

い
分
）
と
②
立
証
（
言
い
分
を
裏
付
け
る
根
拠
資

料
の
提
出
）
を
行
っ
て
、
最
後
に
裁
判
官
が
ど
ち

ら
か
に
軍
配
を
上
げ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
C
医
師
が
医
師
と
し
て
の
適
格
性
を
欠
い

た
人
間
で
あ
る
こ
と
が
町
中
に
知
れ
渡
っ
て
い
る

と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
を
裁
判
所
に
分
か
っ
て
も

ら
う
た
め
の
客
観
的
な
資
料
作
り
が
重
要
な
の
で

あ
る
。

注
8　
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
で
体
調
不
良
に
な
っ
た

者
は
、
心
療
内
科
等
を
受
診
す
る
は
ず
で
あ
る
し

病
気
休
暇
を
申
請
す
る
は
ず
で
あ
る
と
考
え
る
の

が
裁
判
官
で
あ
る
。
辛
か
っ
た
が
頑
張
っ
て
勤
務

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
さ
ほ
ど
の
ダ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
と
裁
判
官

に
判
断
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
解
　
説
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A
町
総
務
課
長
B
さ
ん　
当
町
で
は
昨
年

六
カ
月
間
の
条
件
付
で
採
用
し
た
C
医
師

の
勤
務
態
度
が
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
の

で
、
六
ヶ
月
満
了
時
点
で
辞
め
て
も
ら
お

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
条
件
付
採
用
期

間
中
で
す
の
で
、
別
に
問
題
な
い
で
す
よ

ね
。

弁
護
士　
条
件
付
採
用
制
度
の
趣
旨
は
ご

存
じ
で
す
よ
ね
？

B
さ
ん　
職
員
の
採
用
に
あ
た
り
行
わ
れ

る
競
争
試
験
や
選
考
な
ど
で
は
、
職
務
遂

行
能
力
を
完
全
に
実
証
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
一
旦
採
用
さ
れ
た
職
員
の
中

に
適
格
性
を
欠
く
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
排
除
を
容
易
に
す
る
た
め
で
す
よ
ね
。

弁
護
士　
そ
う
で
す
ね
。
条
件
付
採
用
期

間
中
の
職
員
と
い
え
ど
も
、
す
で
に
選
考

過
程
を
経
て
実
際
に
給
与
を
受
領
し
、
正

式
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
期
待
を
有

し
て
い
ま
す
か
ら
、
自
由
に
辞
め
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
適
格
性
を
欠
い
て

い
る
と
の
判
断
が
合
理
性
を
も
つ
内
容
で

な
け
れ
ば
、
条
件
付
採
用
期
間
中
と
い
え

ど
も
分
限
免
職
処
分
が
違
法
と
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
注
1
）。

B
さ
ん　
し
か
し
A
町
で
は
、
条
件
付
採

用
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
が
な
い
の

で
す
が
、
分
限
免
職
の
理
由
は
ど
の
よ
う

に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

弁
護
士　

条
例
の
制
定
が
な
い
場
合
に

は
、
同
じ
く
条
件
付
採
用
期
間
中
の
国
家

公
務
員
の
分
限
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
人

事
院
規
則
一
一
─
四
（
職
員
の
身
分
保

障
）
一
〇
条
に
準
じ
、
勤
務
成
績
の
不
良

な
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分
限
免
職
処
分
は
、
勤
務
実
績
の
不
良
や
心
身
の
故
障
で
職
務
遂
行
に
支
障
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あ
る
場
合
、
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務
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身
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保
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意
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す
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か
し
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は
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課
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て
み
た
い
と
思
い
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す
。
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護
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02 沼田町
歩いて暮らせるまちづくりを実現
生活機能を中心部に集約

　沼田町で昨年3月、町、商工会、北いぶき農協
が出資したまちづくり会社が運営する商業コミュ
ニティ施設「まちなかほっとタウン」が完成した。
　生鮮食品や日用雑貨など、幅広い品ぞろえが地
域住民に好評で、地元の特産品や贈答品を販売す
る物産サービスセンターや金融機関も入居する。
　町は平成 26 年度、住民との協議を重ね「農村
型コンパクトエコタウン構想」を策定。〈歩いて
暮らせるまちづくり〉をコンセプトに、町内中心
部の旧沼田中学校跡地（4.6㌶）を中心に、高
齢者も徒歩で移動できる500㍍圏に医療や保健
福祉、買い物など、生活機能の集約を進めている。
　同じエリア内にある地域密着多機能型総合セン
ター「暮らしの安心センター」は、昨年 10 月に

オープン。町立沼田厚生クリニックや町デイサー
ビスセンターのほか、住民の健康や介護などの相
談に対応する沼田あんしんセンター、トレーニン
グマシーンを備えた健康運動室とともに、住民交
流の拠点となるカフェなどを一体的に整備した。
　町政策推進室の春山顕一次長は「人は誰かと一
緒にいる方が笑顔になり、それが健康寿命につな
がると言われています。住民との対話を重ねなが
ら、さまざまな世代の人たちが日常的に出会うこ
とができる素敵な居場所ができました」と語る。

「暮らしの安心セ
ンター」（地域密
着多機能型総合
センター）

「まちなかほっとタ
ウン」（商業コミュ
ニティ中核施設）

03 積丹町
積丹半島の小さな蒸留所から
Woody Flavour GINを世界へ

　積丹町は、町内の気候風土を活かした蒸留酒・
ジンの開発を目指している。世界的産地である英
国・スコットランドのシェトランド諸島と積丹半
島は気候が類似し、町は同諸島をモデルにしたジ
ンの蒸留所や原料の栽培ほ場の開設に取り組むこ
とで、新たな雇用創出につなげたい考えだ。
　ジンはジュニパーベリーやハーブ類の香りを移
した蒸留酒。町は平成 28年度にジンの製造を柱
とする地域再生計画を策定。町が主体となり、市
場流通や需要、気候調査などを実施した。平成 29
年度は、町内外8つの産業経済団体で構成する、
町地域活性化協議会を中心に、販路開拓や原料調
達ルートの調査、蒸留施設の基本構想策定などに
取り組み、今年3月には、民間主導によるジン製

造会社が設立された。また、農水産物を活かした
ジンに合う料理も試作し、商品化を図る考えだ。
　町は未利用の町有農地約 93㌶を原料の栽培ほ
場として活用する。耕作には道産馬・ドサンコを
使うなど、体験型の観光農場も目指し、事業を担
当する地域おこし協力隊3人を採用した。
　町企画課の平畠恵治主査は「専門家の協力によ
り、町内には多様なボタニカル（香味植物）が生
育しており、ジン造りの高いポテンシャルがある
ことが明らかになってきました」と語り、プロ
ジェクトの実現に期待を寄せている。

今年3月に開催した積丹
GINプロジェクト報告
会の様子

昨年 10 月には住民らが参加
して原材料候補のボタニカ
ル類2000本を植栽
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01 仁木町
特区認定でワイン産業を振興
ワインツーリズムの普及を目指す

構造改革特区でワイナリーの誘致を
　昨年 12月、仁木町が申請していた〈NIKIワ
イン特区〉が、内閣府の構造改革特区に認定され
た。町はワイン用ブドウの生産や醸造に向けた環
境を整備し、ワイナリーの誘致に取り組んでいる。
　仁木町は道内有数の果樹産地として知られてい
るが、担い手の高齢化や、後継者不足による農家
戸数の減少、耕作地放棄の拡大が課題だ。こうし
た中、近年のワインブームも重なり、醸造用ブド
ウの栽培地を求める新規就農者が増加。ワイナ
リーはブドウ栽培、醸造、販売を一貫して行うこ
とが多いが、酒税法で定める最低製造数量基準が
小規模ワイナリーにとってハードルとなっていた。
　今回の特区認定により、農業者が自ら生産した
果実を原料とする果実酒やリキュールの製造免許
を申請する場合、同法で定める6㌔㍑の最低基準
が不適用となる。また、地域の特産物を原料とす
る場合には、果実酒は2㌔㍑、リキュールは1㌔
㍑に基準が引き下げられることとなり、より多く
のワイナリーを誘致できる法的環境が整えられた。

ワイン産地のブランド確立を目指す
　町内には既に果樹園を備えた2つのワイナリー
がある。ワイン醸造の分野で、日本初のオーガ
ニック認定を取得したり、国内のワインコンクー
ルで受賞したりするなど、品質への評価は高く、

今後の地域ブランドの確立にも期待が集まる。
　町は昨年 11 月、フランスの醸造家を講師に招
いたワインセミナーを開催。ワイン産業の振興を
目的に、町内在住の農業者や、町内で起業または
起業予定のワイナリー経営者を対象として、ほ場
整備や苗木購入、醸造設備購入などの費用を一部
補助する「醸造用ぶどう圃場・醸造施設整備補助
金」による支援を本年度も継続している。ハー
ド・ソフトの両面で、ワイナリーの誘致に向けた
環境の整備を進めている。

ワインツーリズムを新たな観光資源に！！
　ワインの一大産地形成を目指す広域的な取組も
加速している。隣接する余市町は平成 23年にワイ
ン特区の認定を受けた。現在は 10 のワイナリー
がワイン造りの腕を競い合っている。両町はコン
パクトなエリアにワイナリーが集中する地の利を
活かして協力し、観光客が徒歩やバスで農園やワ
イナリーを訪ね、生産者との出会いを通じて産地
の風土や文化を体感する「ワインツーリズム」の
普及を目指すプロジェクトを展開している。
　両町が連携して2月に開催した日帰りモニター
ツアーには、2日間で 67人が参加。冬のブドウ畑
やワイナリーの醸造設備を見学し、製造工程など
を学んだ。生産者や専門家による、ワイン初心者
にも分かりやすい説明に耳を傾け、地域の食材と
ワインによる昼食会などを楽しんだ。仁木町産業
課は「仁木産ワインについて町外からの問い合わ
せが増え、関心が高まっていることを実感してい
ます。ワイン産地としての知名度を高め、さらな
る地域振興を図っていきたい」と意欲を見せる。フランスの醸造家を招いたセミナーには300人が参加

2月に開催したモニターツアーには、67 人が参加して
ワイン造りの現場を訪問した
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05 奥尻町
高校生がクラウドファンディング
部活動遠征費の確保を目指す

　町立奥尻高校は昨年 11〜12 月、部活動に必要
な遠征費を確保するため、インターネット上で小
口資金を募るクラウドファンディングで支援金を
募るプロジェクトを展開し、目標金額の120万
円を超える158万円を182人から集めた。
　プロジェクトは「離島のハンデをゼロに！」を
合言葉として、同校に在籍する女子生徒3人が中
心となり、町内で地域活性化に向けた活動を展開
する一般社団法人イクシュンシリ・デザインの干
場洋介さんのアドバイスを受けて取組を進めた。
　離島にある同校では、島外にある高校と練習試
合などをする際の遠征費が高額になり、部活動の
レベルアップに向けた資金確保が課題だった。
　干場さんは「この試みは、単なる資金集めにと

どまらず、奥尻高生が起業家マインドを身に付け
ることで、必ず奥尻島の未来につながると確信し
ています」と力を込めて語る。返礼品には3人が
デザインしたオリジナルのTシャツを送った。
　今後はTシャツを島内外で販売し、その利益を
遠征費などに充てるほか、部活動や生徒会活動な
どを継続的に応援できる体制づくりを進める考え
という。同校の井上壮紀教頭は「この取組をきっ
かけとして、これからの地域を担う起業家の育成
にもつなげていきたい」と意気込みを語る。

各部活動を
行う仲間と
の集合写真

オリジナルデザインのTシャ
ツを着たメンバー。舩越さ
ん、邊見さん、松前さん（左
から）の3人がクラウドファ
ンディングの中心に

06 猿払村
多世代で交流できる介護施設がオープン
24 時間・365日の安心を住民に提供

　猿払村は昨年 10 月、住民の交流施設を併設し
た小規模多機能型居宅介護施設「楽楽心（らら
はーと）」をオープンした。介護機能に加え、催
し物や趣味などを通じて、多世代で楽しむことが
できる設備を整え、新たな施設は住民にも好評だ。
　利用者の必要に応じて「通う」「泊まる」、体調
不良などの緊急時には「訪問」してもらうことが
できるなど、地域に住み続けながら、さまざまな
介護サービスを受けたいという住民ニーズに応え
た。介護が必要な住民が利用契約を結べば、年中
無休で、緊急時には夜中でも専門スタッフが訪問
する手厚いサービスを受けることができる。
　施設には大浴場、カラオケルーム、喫茶コー
ナーを設けた。グランドピアノがある大ホールで

は、地域の多彩な催しも開かれるなど、多世代が
集う地域の交流施設として活用している。高齢者
向けの昼食も好評で、施設に隣接した農園では、
農作業を通じた交流も可能となっている。
　住民が家にこもりがちな冬場だが、最近の月間
利用者は約400人に上るなど、当初の予想を大
きく上回っているという。村の山田正俊・地域交
流課長は「住民に安心を提供するだけでなく、
日々のさまざまな活動を通じて、介護予防や健康
増進につなげていきたい」と話している。

地域交流施設での
催し（まなみんの
簡単椅子ヨガ教室）

楽楽心の外観

49 No.26   PRACTICE

市町村の動き

04 占冠村
メープルシロップを新たな特産品に
豊かな森林を活かした村おこし

公民館活動をきっかけに
　占冠村は、豊かな森に自生しているイタヤカエ
デの樹液から〈100％占冠産〉のメープルシ
ロップの製造に取り組んでいる。
　きっかけは村教委の公民館活動だ。村域の
94％を占める森林を活かした村おこしに向けて、
豊富に自生するイタヤカエデに注目。樹液を煮詰
めて作るメープルシロップの商品化を目指し、住
民が樹液の採取量を調査したり、試作に取り組ん
だりしてきた。村の委託を受けた一般社団法人占
冠村木質バイオマス生産組合が、その成果を引き
継いで、本格的な商品化にチャレンジした。

ゼロからのスタートで商品化を実現
　村は専任スタッフとして原野知有紀さんを地域
おこし協力隊員として採用。札幌でメープルシ
ロップの輸入・販売業を営んでいるカナダ出身の
ギャニオン・マークさんから、樹木の選定や樹液
の採取、シロップの製造法の指導を受け、平成
28 年4月にカナダ産とブレンドした第1号の商
品を発売。アイヌ語でカエデの樹液を意味する
「トペニワッカ」と名付け、ボトルのデザインは
アイヌ民族の伝統文様をモチーフにした。続いて
100％占冠産のメープルシロップの発売にもこ
ぎ着けた。世界で流通するメープルシロップの約
8割はカナダ産。常温で保存可能な 66％以上の

糖度があるメープルシロップの商品化は、国内で
は珍しいという。村内にある道の駅「自然体感し
むかっぷ」で販売しているほか、村は「ふるさと
納税」の返礼品に活用している。

村の新たな資源に─低価格商品の開発も強化
　メープルシロップの商品化は、林業従事者の冬
季雇用を確保するなど、地域経済への貢献も期待
されている。村は新たな地域資源と位置付け、教
育活動での活用やイベントなどでのPRを進めて
いる。3月の「占冠村“メープルの森”体験ツ
アー」には、村の内外から 32 人が参加。樹液の
採取体験や森林の散策、メープルシロップ料理な
どを楽しんだ。4月には道の駅を会場に「しむ
かっぷ村メープル収穫祭」を開催。できたての
メープルシロップの販売や、メープルシロップを
活かした料理を紹介し、大勢の人出で賑わった。
　一方、採算性の確保や販路の拡大には課題もあ
る。本場のカナダでは、製造工程が機械化されて
いるが、占冠村では手作業が中心で、コストも割
高だ。100㍉㍑で5000円の価格も販路開拓
のネックになっているため、価格帯が低い派生商
品の開発にも力を入れている。新商品の「メープ
ルアイス」は5月、札幌─函館間の特急列車
「スーパー北斗」の車内で期間限定商品として販
売する。原野さんは「栄養価の高いメープルシ
ロップは、健康や美容に効果があるとされていま
す。そのコンセプトに合った気軽に買ってもらえ
る商品開発を目指していきます」と話している。

100％占冠産のメープルシロップ。ボトルごとに製造
年とシリアルナンバーが入っている

3月の体験ツアーには村内外から 32 人が参加し、樹液採
取体験などを楽しんだ
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09 釧路市
音別特産のフキで雇用創出
住民中心の「音別ふき蕗団」が誕生

　釧路市音別地区で昨年度、特産品のフキを本格
的に生産・加工販売し、地域の雇用創出と活性化
につなげようと、住民有志による「一般社団法人
音別ふき蕗団」が設立された。既に専用の農地で
フキの栽培を開始しており、数年後をめどに年間
約 50㌧規模での安定出荷を目指している。
　音別地区に自生するフキは、災害や自然環境の
変化などの影響で、将来的には資源の枯渇が懸念
されている。フキの栽培に取り組む農業者もいる
が、生産量が安定しないなどの課題もある。住民
を中心に音別地区の振興策を話し合う中で「フキ
を計画的に生産する組織を立ち上げ、雇用創出に
つなげていこう」というアイデアが生まれた。
　「音別ふき蕗

ふき

団」は、昨年6月に開催された

「蕗まつり」で、フキ料理の試食会とアンケート
調査を実施。消費者のフキの食べ方などを探るこ
とから活動をスタートした。今年は農作業が本格
化する春以降、フキの生産に従事する人を募るほ
か、フキを使った菓子や水煮といった加工品の商
品開発を進め、販売ルートを固めていく方針だ。
　市音別町行政センターの高野靖司次長は「特産
品のフキを活かし、地域にお金が回る地域振興策
を継続する上で、住民主導による『ふき蕗団』の
活動は重要な存在です」と期待を寄せている。

音別地区で栽培され
ている特産のフキ

「北のビーナス蕗まつり」（昨年
6月）で試食会を開催した音別
ふき蕗団のメンバー

10 羅臼町
体験プログラムを充実
修学旅行の誘致で滞在型観光地へ

　羅臼町は、道内外から修学旅行の誘致拡
大に向けて、基幹産業である水産業を中心
とする産業体験や川釣りなど、体験プログラムの
内容充実を強化する取組に力を入れている。
　町内では、水産業とともに地域経済を支える基
幹産業である観光業のスタイルを、通過型から滞
在型に変えていくことが課題だ。町は平成 23 年
に産業団体などと協力して「知床羅臼町体験学習
推進協議会」を設立。協議会を中心に修学旅行生
向けの多彩な体験プログラムを開発してきた。そ
の結果、平成 23 年度には112人だった修学旅
行の受け入れ人数は急増。平成 24〜28 年度の累
計は3957人に上っている。
　プログラムには、洋上視察や元島民による語り

部事業などを組み込んだ「北方領土学習」や、合
唱などを通じた地元中学生との交流、コンブ倉庫
見学や市場のせり見学などを行う産業体験、川釣
りやウニの殻割りなどがある。中には少人数で研
究テーマを決め、羅臼も訪れる高校生もいる。
　最近は複数のプログラムを選択し、町内に宿泊
する割合が半数以上を占め、修学旅行生が町内の
滞在観光客数を押し上げている。町産業課の吉田
盛一主事は「毎年訪れてくれる学校もあり、生徒
が将来、リピーターとして再訪してくれることも
期待しています。オール羅臼で体験プログラムを
さらに充実させていきたい」と力を込める。

産業体験では市場のせりを見学北方領土学習での洋上視察

51 No.26   PRACTICE

市町村の動き

07 遠軽町
母子手帳アプリで子育て支援
予防接種などの情報提供や成長記録の保存も

　遠軽町は昨年度、母子手帳アプリ「すくすくえ
んがる」の無料提供を始めた。スマートフォンな
どを通じて、予防接種の予定日など、子育てに関
する情報を入手できるほか、子どもの成長記録も
保存できるため、乳幼児の保護者に好評という。
　町は、保健師、助産師、栄養士などによる妊産
婦相談をはじめ、離乳食講座の開催、子育てに取
り組む母親への交流の場の提供など、地域全体で
子育てを支える環境づくりに取り組んでいる。
　子育て支援に関するさまざまな情報を簡単に入
手することができるよう、昨年度は東京のコンテ
ンツ配信会社・エムティーアイが開発した母子手
帳アプリケーションを導入。アプリはスマホやパ
ソコンなどで簡単にダウンロードできる。子ども

の生年月日などを登録すると、最適な予防接種の
日程をはじめ、子育てイベントや医療機関などの
情報も受け取ることができる。乳幼児健診のデー
タや発育記録を写真と一緒に保存でき、住まいが
離れた祖父母や親族と成長記録の共有も可能だ。
　ダウンロード件数は2月末で130件を超えて
おり、町保健福祉課の深澤万喜子主幹は「子育て
の役に立つアプリなので、利用者は徐々に増加し
ています。乳幼児がいる世帯を中心にして一層の
利用を呼び掛けていきたい」と話している。

子どもの発育記録
を写真と共に保存

「すくすくえんがる」
の表示画面

08 豊頃町
観光や特産品のブランド化で「稼ぐ力」を
地域商社「ココロコ」が活動を開始

　豊頃町で4月、町や農漁協、商工会などが主体
となって設立した地域商社・一般社団法人ココロ
コの活動が始まった。地域の「稼ぐ力」を生み出
す新戦力として、地元の期待も高まっている。
　ココロコの活動は①観光資源や特産品のブラン
ド化②豊頃町の総合的プロモーション③地域同士
がお互いの地域に無いものを交換して新たな価値
を創造する互

ご

産
さん

互
ご

生
しょう

─などを軸とする。観光面
では、地元で観光ガイドの育成を図り、真冬の観
光資源として注目されるジュエリーアイスなどを
活かしたツアーを展開するほか、農業体験や湖
沼・河川での野鳥観察や自然探索など、体験メ
ニューを充実し、滞在型観光への転換を目指す。
　また、生産者と連携して、農水産物の品質向上

や、豊頃らしさを打
ち出した加工品の開発によるブランド化の推進に
取り組む。さらに、イベント開催などを通じて、
観光、食の魅力や産業、住環境などのプロモー
ション活動を首都圏で展開する方針だ。
　「互産互生」を進める取組では、町が交流する
静岡県掛川市などと連携して、イベントでの特産
品販売や商品開発、モニターツアーなどを企画す
るという。町の按田武・企画課長補佐は「地域活
性化の専門組織として、互産互生の活動や新たな
魅力発掘などに期待したい」と語る。

ジュエリーアイスは、
新たな観光資源として
注目を集めている

豊頃町と静岡県
掛川市が相互交
流を続けている
サイクリング
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シ
ニ
ア
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

　

政
府
も
「
人
生
1
0
0
歳
時
代
」
を
強

調
し
て
い
ま
す
。
今
年
1
月
に
策
定
さ
れ

た
「
高
齢
社
会
対
策
大
綱
」
で
も
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
活
動
率
を
80
％
ま
で
引
き

上
げ
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方

で
実
質
的
に
要
介
護
、
あ
る
い
は
支
援
を

必
要
と
し
て
生
活
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
人
の
割
合
は
、
全
体
で
15
％
程

度
と
い
う
推
計
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
80
歳
、
90
歳
に
な
っ
て
も
、

地
域
で
社
会
活
動
に
参
加
す
る
能
力
を

持
っ
て
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
人
の

数
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
シ
ニ
ア
層
が
①
出
掛
け
て
何

か
を
す
る
②
自
分
で
好
き
な
こ
と
に
取
り

組
む
③
誰
か
に
期
待
さ
れ
て
何
か
を
行
う

─
が
可
能
な
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　

同
時
に
取
組
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
は
、
退
職
を
迎
え
た
人
や
、
ま
も
な

く
退
職
を
迎
え
る
人
た
ち
へ
の
意
識
付
け

で
す
。
退
職
後
に
は
、
好
き
な
資
格
や
技

術
を
身
に
付
け
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
す

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
役
時
代
か
ら
積

極
的
に
休
暇
を
取
れ
る
よ
う
に
し
て
、
自

分
の
人
生
設
計
を
考
え
る
た
め
の
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

若
い
人
か
ら
取
組
を
始
め
て
い
る
「
働

き
方
改
革
」
は
、
就
業
構
造
の
多
面
化
や

重
層
化
と
い
う
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

や
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
で
、
週

休
を
3
日
ま
た
は
4
日
と
い
う
仕
組
み
に

し
て
、
二
つ
の
職
場
で
働
く
こ
と
を
体
験

す
る
こ
と
も
進
め
て
良
い
と
強
調
し
て
い

ま
す
。
一
つ
の
仕
事
に
縛
ら
れ
る
の
で
は

な
く
、
多
く
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
適
応

力
や
応
用
力
、
自
分
で
何
か
が
で
き
る
よ

う
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
い
く
。
こ
う

し
た
働
き
方
に
対
応
で
き
る
社
会
の
仕
組

み
を
準
備
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

シ
ニ
ア
層
を
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し

て
積
極
的
に
取
り
込
む
に
は
、
雇
用
機
会

の
開
発
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
シ
ニ

ア
層
が
自
分
で
起
業
す
る
こ
と
を
促
す
と

い
う
よ
り
は
、
働
く
機
会
を
保
障
す
る
こ

と
に
よ
り
、
活
動
の
ス
タ
ー
ト
に
つ
な
げ

る
方
が
、
シ
ニ
ア
層
が
一
歩
を
踏
み
出
す

上
で
の
ハ
ー
ド
ル
は
下
が
り
ま
す
。

高
齢
者
支
援
と
介
護
予
防
が
柱

　

国
が
介
護
保
険
制
度
の
改
正
を
繰
り
返

し
て
い
る
背
景
に
は
、
医
療
費
や
介
護
給

付
費
が
財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
る
現

実
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
人
口
の
半
分

が
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。
介
護
の
財
政
的

負
担
を
抑
制
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
財
政

的
に
行
き
詰
ま
る
こ
と
は
確
実
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
に
対

す
る
介
護
予
防
が
不
可
欠
で
す
。
健
康
な

高
齢
者
の
社
会
活
動
や
介
護
予
防
を
積
極

的
に
応
援
し
な
が
ら
、
要
介
護
・
要
支
援

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
リ
ハ
ビ
リ
を
含
め

た
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
元
気

を
取
り
戻
し
、
体
力
を
回
復
さ
せ
て
い
く

た
め
の
取
組
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く
と

い
う
考
え
方
で
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
持

続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
制
度
を
支
え

る
現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減
し
、
高
齢
者

に
年
金
収
入
の
補
填
が
可
能
に
な
る
よ
う

な
仕
組
み
を
考
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

移
動
支
援
や
外
出
支
援
、
家
事
援
助
な

ど
も
当
然
で
す
が
、
日
常
生
活
に
顕
在
す

る
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
も
含
ま
れ

ま
す
。
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
は
、
居

場
所
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
段
階
で
、
捜

索
を
行
う
家
族
を
支
援
す
る
だ
け
で
な

く
、
普
段
の
生
活
を
通
じ
て
、
元
気
な
状

態
で
外
出
し
て
い
る
段
階
か
ら
見
守
り
を

行
う
こ
と
か
ら
始
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

行
政
の
役
割
は
横
断
的
な
調
整

　

高
齢
者
の
生
活
を
め
ぐ
り
、
多
く
の
課

題
や
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
市
町
村
は
、
多
面
的
な
分
野
を
カ
バ
ー

し
て
、
包
括
的
に
推
進
す
る
た
め
の
仕
組

み
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
は
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
含
め
た
運
用
を
市
町
村
に
委
ね
る
と

い
う
考
え
で
す
が
、
市
町
村
の
業
務
は
既

存
の
制
度
や
慣
例
を
重
視
す
る
た
め
、
ど

う
し
て
も
取
組
そ
の
も
の
が
組
織
機
構
の

縦
割
り
と
な
り
、
他
の
部
局
と
連
携
し
た

横
断
的
な
取
組
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
弱
点
を
補
う
に
は
、
運
用
を
住
民

に
担
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
行

政
は
そ
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

る
方
が
効
率
的
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
体

制
は
縦
割
り
で
は
な
く
、
横
に
つ
な
ぐ
よ

う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

行
政
が
取
り
組
む
べ
き
最
終
的
な
目
標

は
「
シ
ニ
ア
層
が
地
域
社
会
に
お
い
て
心
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北
海
道
市
町
村
振
興
協
会
は
、
平
成
28

年
7
月
に
「
シ
ニ
ア
層
が
活
躍
す
る
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
調
査
研
究
会
」
を
立
ち

上
げ
、
2
カ
年
度
に
わ
た
り
、
シ
ニ
ア
層

が
多
様
な
経
験
や
知
識
を
活
か
し
、
地
域

で
元
気
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
る
と

と
も
に
、
世
代
を
超
え
て
住
民
同
士
が
共

に
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
、
新
た
な
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め

ま
し
た
。
昨
年
12
月
に
は
報
告
書
を
刊
行

し
、
道
内
市
町
村
等
に
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
調
査
研
究
に
基
づ
く
提

言
や
道
内
外
の
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
成
果
を
広
く
普
及
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

人
生
1
0
0
歳
時
代
を
迎
え
て

　
「
公
民
連
携
時
代
」
に
お
け
る
、
自
治

体
あ
る
い
は
自
治
体
職
員
の
役
割
を
考
え

る
上
で
、
特
に
シ
ニ
ア
層
の
活
躍
を
推
進

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
基
本
的
な
認
識

に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
運
営
の
在
り
方
と
し
て
、
早
く
か

ら
「
市
民
参
加
」「
社
会
参
加
」「
住
民
参

加
」
と
い
う
言
葉
が
盛
ん
に
使
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
は
非
営
利
団
体
で
あ
る

「
N
P
O
と
の
協
働
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

が
登
場
し
ま
し
た
。
実
際
に
地
域
の
中

で
、
具
体
的
な
支
え
合
い
の
活
動
を
含
め

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
居
場
所
を
作
っ
て

い
く
に
は
、
住
民
や
N
P
O
な
ど
の
団
体

と
の
協
働
に
よ
る
、
き
め
細
か
な
対
応
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
北
海
道
で
は
、
高
齢
者
の
割
合
が

非
常
に
高
く
な
り
、
若
い
人
が
少
な
い
市

町
村
が
増
え
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
北
海
道
の
高
齢
化
率
は
約
30
％
に
達

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
人
口
は
約
1
6
0

万
人
。
こ
の
う
ち
半
分
の
80
万
人
が
75
歳

以
上
で
す
。
今
後
も
こ
の
比
率
は
ほ
ぼ
変

わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
も
2
割
程
度
で
推

移
し
て
い
き
ま
す
。
最
終
的
に
は
高
齢
化

率
が
45
％
に
な
る
見
通
し
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
近
年
は
、
特
に
注
目
さ

れ
て
い
る
「
シ
ニ
ア
層
」
と
い
う
呼
び
方

は
「
シ
ニ
ア
シ
チ
ズ
ン
」
と
い
う
言
い
方

が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
す
。
こ
れ
は
50
〜
70

歳
代
ま
で
、
や
や
幅
広
い
年
齢
層
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
長
い
社
会
生
活
を
通
じ
て

知
識
や
経
験
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
自
分

た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
社
会
に
と
っ
て

何
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
理
解
で

き
る
人
た
ち
の
知
恵
や
活
力
を
活
か
す
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
化
対
策
と
い
う
、
こ
の

国
全
体
が
抱
え
る
政
策
的
課
題
の
解
決
に

結
び
付
け
る
と
同
時
に
、
寿
命
が
伸
び
る

こ
と
で
、
多
く
の
人
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら

1
0
0
歳
の
人
生
を
生
き
る
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
仕
事
を
退
職
す
る
前
の
現
役

段
階
か
ら
、
退
職
後
の
生
活
を
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
し
た
り
、
地
域
社
会
に
参
画
し

た
り
し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
呼
び
掛
け

が
、
こ
こ
15
年
く
ら
い
の
間
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

杉岡　直人（すぎおか・なおと）氏
p r o f i l e
北星学園大学社会福祉学部教授
「シニア層が活躍する地域づくりに関する調査
研究会」座長
恵庭市出身。北海道大学大学院文学研究科社
会学専攻修士課程修了。農業の共同化問題を
中心に農業共同経営と農業生産法人の研究に
関わり、昭和 56 年北星学園大学助教授、平成
6年同教授。地域福祉全般に関する調査プロ
ジェクトに参画し、地域通貨やNPOに関す
る実践的な課題に取り組む。著書に「農村地
域社会と家族の変動」など。

基
調
講
演
◉
シ
ニ
ア
層
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り 

─
市
町
村
職
員
研
修
会
─

公
民
連
携
時
代
に
お
け
る

自
治
体
職
員
の
役
割

─
シニ
ア
層
活
躍
の
条
件
─

日
時
：
平
成
30
年
1
月
31
日
（
水
）

主
催
：
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

後
援
：�

北
海
道
、
北
海
道
市
長
会
、

北
海
道
町
村
会

会
場
：
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
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地
域
の
現
状
を
ど
う
捉
え
る
か

片
山　
高
齢
化
の
進
行
と
い
う
現
状
は
こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
。

芦
川　
当
別
町
の
人
口
は
2
万
人
を
境
に

減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
合
計
特
殊
出
生

率
は
、
道
内
で
は
最
も
低
い
市
町
村
の
一

つ
で
、
高
齢
化
と
と
も
に
少
子
化
も
進
行

し
、
全
世
代
で
転
出
超
過
に
つ
な
が
る
懸

念
が
あ
り
ま
す
。
負
の
循
環
を
断
ち
切
る

に
は
、
高
齢
化
と
少
子
化
を
同
時
に
解
決

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

鈴
木　
池
田
町
の
人
口
は
1
万
7
0
0
0

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
き
、
毎
年

1
0
0
人
単
位
で
人
口
が
減
り
、
現
状
は

7
0
0
0
人
割
れ
の
状
態
で
す
。
高
齢
化

率
は
41
％
で
、
毎
年
1
％
程
度
上
昇
し
て

お
り
、
高
齢
者
の
中
で
も
85
歳
以
上
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

工
藤　
町
内
会
や
自
治
会
の
単
位
で
考
え

る
と
、
既
に
60
歳
以
下
の
世
代
が
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
人
口
が
増
え

る
、
若
返
る
と
い
う
要
素
は
無
く
、
会
費

収
入
の
減
少
か
ら
、
防
犯
灯
や
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
更
新
、
広
報
紙
配
布
も
で

き
な
い
な
ど
、
地
域
の
環
境
維
持
す
ら
困

難
に
な
っ
て
い
る
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

浦
田　
富
良
野
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
と

観
光
で
す
が
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。
農
業
分
野
で
は
、
市
担
い
手
育

成
機
構
と
の
連
携
や
、
子
育
て
中
の
母
親

に
対
す
る
農
業
従
事
支
援
、
ス
マ
ー
ト
農

業
化
を
市
が
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
観
光

分
野
で
は
近
年
、
外
国
人
観
光
客
、
特
に

連
泊
数
の
増
加
に
伴
い
、
新
た
な
ホ
テ
ル

の
建
設
計
画
が
5
件
も
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
3
万
人
だ
っ
た
人
口
は
、
平
成

29
年
12
月
末
現
在
で
2
万
2
2
8
0
人
に

減
少
し
ま
し
た
。
当
面
の
雇
用
は
確
保
さ

コーディネーター
片山　めぐみ 氏
p r o f i l e
札幌市立大学 
デザイン学部講師
「シニア層が活躍する地域づく
りに関する調査研究会」副座長

パネリスト  

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
◉
シ
ニ
ア
層
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り 

─
市
町
村
職
員
研
修
会
─

シニ
ア
層
の
社
会
参
加
と

地
域
づ
く
り
施
策

芦川　英嗣 氏
当別町福祉部介護課支援係長

鈴木　聞 氏
池田町保健福祉課
高齢者支援係長

パネリスト   

浦田　吉 氏
一般社団法人富良野デザイン
会議暮しステーション代表理事

河原　岳郎 氏
株式会社北海道二十一世紀 
総合研究所調査研究部次長

工藤　仁 氏
公益社団法人伊達市シルバー
人材センター事務局長

コメンテーター

杉岡　直人 氏
北星学園大学
社会福祉学部教授

※所属は研修会開催時のものです。
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身
の
健
康
を
保
持
し
、
就
業
や
地
域
貢
献

活
動
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
に
参
加
し
、
世
代
を

超
え
て
住
民
同
士
が
共
に
支
え
合
う
こ
と

が
で
き
る
」
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
に
は
、
シ
ニ
ア
層
が
活
動
に
参
加
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
シ
ニ
ア
層

が
活
動
に
苦
痛
を
感
じ
た
り
、
何
か
を
強

い
ら
れ
て
参
加
し
た
り
す
る
の
で
は
な

く
、
自
発
的
に
楽
し
く
参
加
で
き
る
機
会

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
町
村
は
取
組
の
方
向
性

を
〈
地
域
づ
く
り
〉
に
固
め
る
こ
と
か
ら

始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
デ
ー

タ
整
理
と
地
域
の
可
能
性
を
精
査
し
て
い

き
ま
す
。
他
地
域
の
先
進
的
な
実
践
例
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
庁
内
横
断
的
な
連
携
体

制
を
構
築
し
、
プ
ロ
セ
ス
を
固
め
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の

中
で
高
い
意
識
を
持
つ
人
た
ち
を
見
出

し
、
そ
の
人
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
層
と
し
て

活
躍
で
き
る
よ
う
継
続
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

住
民
主
体
の
支
え
合
い
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
活
動
に
行
政
が
過
度
に
介

入
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
裁
量

と
権
限
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
住
民
が
運

営
に
責
任
を
持
っ
て
参
画
で
き
る
よ
う
組

み
立
て
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
リ
ー
ダ
ー
に
ど
の
よ
う
な

権
限
や
役
割
を
持
た
せ
る
か
は
ケ
ー
ス
・

バ
イ
・
ケ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。
特
定
の

リ
ー
ダ
ー
に
権
限
を
集
中
さ
せ
る
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
方
式
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
好
き
嫌

い
に
よ
り
、
機
能
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
が
取
り
組
ん
で

い
る
シ
ニ
ア
層
の
活
動
事
例
の
中
に
は
、

あ
え
て
リ
ー
ダ
ー
を
つ
く
ら
な
い
で
運
営

を
進
め
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を
補
う
に
は

　

人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
中
、
住
民
同

士
の
支
え
合
い
を
実
現
す
る
上
で
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
マ
ン
パ
ワ
ー
の

確
保
で
す
。
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
市
町

村
も
職
員
数
の
減
少
が
続
い
て
お
り
全
て

を
担
う
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
既
に
取
組
を
始
め
て
い

る
市
町
村
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
調
査
研
究

で
実
施
し
た
市
町
村
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
見
る
と
、
生
涯
学
習
や
健
康
づ
く

り
、
生
活
支
援
、
見
守
り
活
動
な
ど
の
分

野
で
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
市
町
村
が
増
え
て
い
ま
す
。
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
シ
ニ
ア
層
が
自
主
的
に

地
域
で
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
市
町
村
が

重
要
課
題
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

都
市
圏
を
離
れ
る
と
、
健
康
づ
く
り
や

生
活
支
援
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す

る
民
間
事
業
者
や
団
体
は
、
簡
単
に
は
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。
地
元
の
社
会
福
祉
協
議

会
や
社
会
福
祉
法
人
の
人
材
を
有
効
に
活

用
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で
暮
ら
す
公
務

員
経
験
者
も
大
き
な
力
と
し
て
期
待
で
き

ま
す
。
情
報
の
収
集
と
整
理
、
書
類
の
作

成
能
力
、
事
業
を
進
め
る
上
で
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

と
い
う
洞
察
力
を
備
え
た
優
秀
な
人
材
と

し
て
活
用
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
最
近
で

は
道
外
か
ら
の
移
住
者
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
や
経
験
を
持
っ
た

移
住
者
の
活
用
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
を
実
現

す
る
中
で
、
高
齢
者
の
協
力
に
よ
り
、
障

が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
結
び

付
け
る
こ
と
も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
意
識
変
化
を
捉
え
る

　

多
く
の
市
町
村
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
高
齢
者
大
学
な

ど
、
高
齢
者
に
活
動
の
場
を
提
供
す
る
既

存
の
団
体
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢

者
人
口
が
増
え
る
一
方
、
会
員
数
や
活
動

に
携
わ
る
人
の
数
が
増
え
な
い
、
あ
る
い

は
減
少
が
続
い
て
い
る
団
体
も
多
く
あ
り

ま
す
。
背
景
に
は
「
自
分
は
高
齢
者
（
老

人
）
で
は
な
い
」
と
考
え
、
行
動
し
て
い

る
シ
ニ
ア
や
高
齢
者
が
増
え
、
老
人
ク
ラ

ブ
に
加
入
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
抵
抗
が

あ
る
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
に

属
し
て
一
緒
に
活
動
す
る
と
い
う
こ
と
を

嫌
う
人
も
い
ま
す
。
高
齢
者
の
レ
ン
ジ
が

拡
大
し
て
い
る
の
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
入

る
の
も
簡
単
で
は
な
い
状
況
で
す
。
こ
の

た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
を
ど
の
よ

う
に
変
え
て
い
く
の
か
、
活
動
メ
ニ
ュ
ー

の
内
容
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
状
況
を

意
識
し
た
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

基
調
講
演
の
テ
ー
マ
に
あ
る
「
公
民
連

携
」
と
は
「Public Private Partner-

ship

」
と
い
う
言
葉
が
走
り
で
あ
り
、
基

本
的
に
自
治
体
サ
イ
ド
か
ら
の
働
き
か
け

に
対
し
て
、
民
間
が
応
じ
る
と
い
う
ス
タ

ン
ス
が
基
本
に
あ
り
ま
す
。
公
務
員
の
仕

事
は
ル
ー
ル
に
従
い
、
仕
組
み
を
守
り
な

が
ら
、
住
民
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
民
間
企
業

と
は
異
な
り
、
何
か
新
し
い
事
業
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
を
考
え
る
セ
ク
シ
ョ
ン
は
少

な
か
っ
た
り
、
機
会
が
無
か
っ
た
り
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
新
た
な
発
想
が
思
い
付

か
な
い
と
い
う
こ
と
も
多
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
れ
を
打
開
す
る
に
は
、
管
理
職
や

市
町
村
長
の
意
識
そ
の
も
の
を
変
え
て
い

く
必
要
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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ア
、
趣
味
・
サ
ー
ク
ル
に
関
す
る
情
報
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
案
内
し
て
い
ま
す
。
行

政
と
し
て
も
、
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
す

る
こ
と
で
、
配
置
す
る
市
職
員
の
数
が
少

な
く
て
済
む
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

芦
川　

鹿
児
島
市
の
「
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
」
は
、
長
年
ホ
ス
ピ
ス
を
運

営
し
て
い
た
医
師
が
病
院
に
併
設
し
た
建

物
で
、
患
者
の
精
神
的
孤
独
や
社
会
的
孤

立
の
解
消
を
目
指
し
、
入
院
患
者
、
高
齢

者
、
障
害
者
、
一
般
家
庭
、
学
生
が
入
居

し
て
、
多
世
代
交
流
や
相
互
扶
助
が
自
然

な
形
で
構
築
し
て
い
る
好
事
例
で
す
。

浦
田　
熊
本
県
水
俣
市
頭か
ぐ
め
い
し石地
区
は
、
源

平
合
戦
で
負
け
た
平
家
の
落
人
が
暮
ら
す

集
落
で
す
。
後
継
者
不
足
や
人
口
減
に
悩

ん
で
い
ま
し
た
。
市
が
平
成
13
年
に
制
定

し
た
「
元
気
村
づ
く
り
条
例
」
を
活
用
し

て
生
ま
れ
た
の
が
「
村
丸
ご
と
生
活
博
物

館
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
住
民
が
主

体
的
に
企
画
・
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
層
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り

片
山　
各
地
域
の
活
動
に
つ
い
て
、
今
回

得
ら
れ
た
知
見
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
か

し
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　
「
こ
ん
な
こ
と
自
分
の
町
で
は
で

き
な
い
」
と
思
う
の
で
は
な
く
、
エ
ッ
セ

ン
ス
を
読
み
取
り
、
自
分
の
町
に
当
て
は

め
ら
れ
る
か
を
意
識
す
べ
き
で
す
。

工
藤　
伊
達
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
従
来
、
ポ
ス
タ
ー
に
募
集
要
領
や
入

会
説
明
会
の
日
程
、
就
業
内
容
な
ど
の
情

報
を
詰
め
込
ん
だ
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て

い
ま
し
た
。
平
成
29
年
10
月
に
デ
ザ
イ
ン

や
内
容
を
一
新
し
「
あ
な
た
に
頼
み
た
い

仕
事
が
あ
る
！
60
歳
以
上
の
伊
達
市
に
住

む
方
」
と
い
う
コ
ピ
ー
を
大
き
く
打
ち
出

し
ま
し
た
。
成
果
と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
入
会
説
明
会
の
参
加
者
が
わ

ず
か
な
が
ら
増
え
て
い
ま
す
。

浦
田　
財
政
難
に
よ
る
公
助
の
減
少
、
高

齢
化
に
よ
る
自
助
の
限
界
、
地
域
的
な
共

助
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま

す
。
住
民
が
助
け
合
っ
て
地
域
社
会
を
つ

く
り
、
相
互
支
援
に
基
づ
い
て
共
生
社
会

を
つ
く
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

片
山　
住
民
や
民
間
と
の
関
係
づ
く
り
を

ど
う
進
め
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

浦
田　
も
は
や
量
的
・
画
一
的
・
均
質
的

と
い
う
「
再
生
産
モ
デ
ル
」
に
し
が
み
つ

く
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
が
行
政

依
存
を
強
め
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
地
域

が
消
滅
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
物
事
を
決
め
ず

に
住
民
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
い
理
由
を
掘

り
下
げ
て
い
く
べ
き
で
す
。「
困
り
ご
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
で
は
な
く
、
課
題
を

明
示
し
て
「
解
決
す
る
た
め
に
一
緒
に
考

え
て
下
さ
い
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
向
き

合
わ
な
け
れ
ば
、
協
働
は
進
み
ま
せ
ん
。

芦
川　
「
後
継
者
が
い
な
い
」
と
い
う
課

題
に
対
し
て
、
一
緒
に
後
継
者
を
探
す
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
は
実
現
が
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
持
つ
情
報
の
中
か

ら
、
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
な
人
や

団
体
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
場
を
設
定
す
る

の
が
行
政
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

片
山　
市
町
村
は
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取

組
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

芦
川　
当
別
町
は
第
7
期
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
を
策
定
中
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
住
民
と
専
門
職
そ
れ
ぞ
れ
の
参

加
者
に
5
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
重
要
度

と
満
足
度
を
記
入
し
て
も
ら
い
、
町
の

「
強
み
」
と
「
弱
み
」
を
分
類
し
ま
し

た
。
現
状
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
で

解
決
の
道
筋
を
探
り
、
持
ち
寄
り
型
の
支

え
合
い
を
可
能
と
し
て
い
き
ま
す
。

鈴
木　
私
た
ち
が
想
定
し
て
い
る
こ
と
と

現
実
に
は
、
少
な
か
ら
ず
齟
齬
が
生
じ
て

い
る
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
住
民
に
も
行
政
に
も
、
成

功
体
験
の
積
み
重
ね
が
自
信
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ

と
で
も
成
功
・
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

工
藤　
室
蘭
市
な
ど
6
市
町
で
「
西
い
ぶ

り
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
」
を
進
め
て
お

り
、
伊
達
市
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
3
市

3
町
の
連
携
と
い
う
の
が
全
国
的
に
も
珍

し
く
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
連
携
に
よ
っ

て
解
決
の
選
択
肢
が
増
え
る
可
能
性
も
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

浦
田　
「
演
劇
の
ま
ち
」
で
も
あ
る
富
良

野
市
は
、
子
ど
も
も
高
齢
者
も
マ
チ
を
つ

く
っ
て
い
る
〈
ア
ク
タ
ー
〉
だ
と
い
う
意

識
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
地
域
を
盛
り

上
げ
、
多
様
な
世
代
を
取
り
込
ん
で
活
動

す
る
団
体
同
士
を
結
び
、
熟
議
を
通
じ
て

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
こ
の
ま
ま
で
は
就

業
者
の
う
ち
外
国
人
が
相
当
数
を
占
め
る

よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

調
査
研
究
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

河
原　
調
査
研
究
の
狙
い
は
報
告
書
に
あ

る
「
高
齢
者
は
何
を
求
め
て
い
る
か
」
に

集
約
さ
れ
ま
す
。
シ
ニ
ア
層
に
「
退
職
後

に
何
を
し
た
い
」
と
尋
ね
る
と
、
旅
行
や

趣
味
な
ど
の
表
層
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
一

方
、
シ
ニ
ア
層
が
意
識
し
て
い
な
い
根
源

的
な
部
分
で
「
役
立
つ
」「
教
え
る
」
が

あ
り
ま
す
。
調
査
研
究
で
は
、
市
町
村
職

員
が
シ
ニ
ア
層
の
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
し
、

地
域
の
担
い
手
と
し
て
育
成
す
る
ヒ
ン
ト

と
い
う
視
点
で
深
掘
り
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
シ
ニ
ア
層
に
よ
る

自
主
的
な
地
域
活
動
を
支
援
す
る
」
と
回

答
し
た
市
町
村
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
一

方
で
町
内
会
や
自
治
会
に
丸
投
げ
と
い
う

所
も
多
く
、
人
手
不
足
を
理
由
に
諦
め
て

い
る
所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

地
域
で
は
、
知
識
や
能
力
を
持
つ
企
業
や

団
体
、
そ
し
て
個
人
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き

て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

片
山　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は
、
シ
ニ
ア

層
の
社
会
参
加
に
関
す
る
施
策
や
民
間
の

取
組
は
機
能
し
て
い
ま
す
か
。

芦
川　
本
年
度
始
ま
っ
た
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
「
一
般
介
護
予

防
事
業
」
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
第
一
弾
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
に
着
手
し
、
活
動
の
対
価
と
し
て
1

時
間
あ
た
り
5
0
0
〜
8
0
0
円
分
の
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
、
3
カ
月
に
一
度
、
た

ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
町
内
限
定
で
使
え
る

商
品
券
に
還
元
し
て
精
算
し
ま
す
。

鈴
木　
90
歳
や
1
0
0
歳
を
超
え
て
も
元

気
な
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
高
齢
者
は

支
え
ら
れ
る
側
に
も
、
支
え
る
側
に
も
な

る
と
い
う
意
識
で
支
援
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
課
題
は
対
象
と
な
る
人
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
特
に
難
し
い
の
は
高

齢
の
男
性
で
「
自
分
は
元
気
だ
か
ら
や
る

必
要
が
な
い
」
と
。
し
か
し
、
予
防
は
必

要
で
は
な
い
時
か
ら
始
め
な
い
と
意
味
が

無
い
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
楽
し
み

な
が
ら
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
組

の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

工
藤　
シ
ニ
ア
層
の
定
義
が
「
お
お
む
ね

50
歳
以
上
で
社
会
参
加
に
意
欲
の
あ
る

人
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
人
に
「
あ
な
た
の

こ
と
で
す
よ
」
と
言
っ
て
あ
げ
ら
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
こ
と
を
「
高

齢
者
」
だ
と
認
識
し
て
い
な
い
人
に
伝
え

て
も
、
食
い
付
い
て
こ
な
い
と
い
う
の
は

当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の

方
法
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

浦
田　

富
良
野
市
の
高
齢
者
人
口
は

6
9
7
8
人
（
平
成
28
年
度
）
で
、
前
年

度
比
で
2
7
9
人
増
え
て
い
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
（
同
）
は

男
性
1
1
9
人
、
女
性
69
人
で
す
。
平
均

年
齢
は
73
・
8
歳
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
は

昨
年
3
月
末
で
32
団
体
あ
り
、
1
4
3
5

人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
過
去
5
年
間
の

会
員
数
は
横
ば
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

道
内
外
の
先
進
事
例
に
学
ぶ

河
原　
報
告
書
は
道
内
外
で
20
件
の
先
進

事
例
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。「
健
康
づ
く

り
・
生
涯
学
習
」「
住
民
参
加
」「
多
世
代

交
流
」
な
ど
の
視
点
で
切
り
込
み
、
庁
内

連
携
や
地
域
互
助
体
制
、
シ
ニ
ア
を
発

掘
・
育
成
な
ど
の
視
点
で
先
駆
的
な
取
組

を
行
っ
て
い
る
地
域
を
選
び
ま
し
た
。

鈴
木　
沼
田
町
は
、
公
共
施
設
を
建
設
す

る
際
、
企
画
段
階
か
ら
住
民
を
巻
き
込
む

こ
と
で
「
自
分
た
ち
の
施
設
」
だ
と
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
、
自
然
と
人
が
集
ま
っ

て
新
た
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

芦
川　
帯
広
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
清

川
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
、
市
内
の
清
川
小

学
校
に
併
設
さ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
館
」
で

月
2
回
開
催
す
る
、
送
迎
付
き
の
地
域
交

流
サ
ロ
ン
で
す
。
昔
な
が
ら
の
「
地
域
で

子
ど
も
を
育
て
る
」
と
い
う
考
え
方
が
実

践
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
課
題

だ
っ
た
高
齢
者
の
移
動
支
援
は
、
社
会
福

祉
法
人
が
地
元
の
特
養
に
働
き
か
け
て
実

現
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
資
源
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
う
ま
く
横
串
を
通

し
て
結
果
を
引
き
出
し
た
ケ
ー
ス
で
す
。

浦
田　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
見
る

と
、
十
勝
管
内
は
「
社
会
参
加
す
る
た
め

の
機
会
創
出
や
情
報
発
信
」
や
「
人
材
育

成
」
と
「
民
間
・
団
体
と
連
携
」
が
突
出

し
て
い
ま
す
。
閉
校
し
た
帯
広
市
立
第
六

中
学
校
を
再
利
用
し
て
、
民
間
事
業
者
と

N
P
O
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
作
り
、

リ
ー
ダ
ー
を
置
か
ず
に
運
営
す
る
「
市
民

活
動
プ
ラ
ザ
六
中
ソ
フ
ト
事
業
」
は
好
例

だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

優
秀
で
す
が
、
後
継
者
育
成
と
市
の
支
援

継
続
が
課
題
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

鈴
木　
印
象
的
だ
っ
た
の
は
東
京
都
武
蔵

野
市
の
「
お
父
さ
ん
お
帰
り
な
さ
い
パ
ー

テ
ィ
（
お
と
ぱ
）」
で
す
。
社
会
福
祉
法

人
や
N
P
O
の
担
当
者
が
、
行
政
の
理
解

不
足
を
課
題
に
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

工
藤　
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
、
市
役

所
に
「
生
涯
活
躍
応
援
窓
口
」
と
い
う

ブ
ー
ス
を
設
け
、
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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　北海道市町村振興協会は「研修支援事業」として、市町村職員や地域リーダーの資質向上を目的に、市町村や地方
自治関係団体が実施する各種研修会等の開催を支援し、明るく住みよいまちづくりをサポートしています。

■地域づくりセミナー開催支援事業
　地域住民参画の下、グループ討議やワークショップ等を通じて地域づくりを推進するためのセミナーを自主的に開
催する市町村を対象に、開催に要する経費について 30 万円を限度に助成しています。

■市町村職員まちづくり研修会開催支援事業
　市町村職員を対象とするグループ討議やワークショップ等を通じて、まちづくりの知識習得や政策形成能力の向上
を図る研修会を開催する市町村を対象に、開催に要する経費について 30 万円を限度に助成しています。
※上記の２事業は、学識経験者や地方自治関係団体の職員等で構成している「公益財団法人北海道市町村振興協会助成金審査会」で事業の内
容や効果を審査し、その答申を基に支援の可否を決定しています。

■北海道都市問題会議支援事業
　都市が抱える共通の問題や課題について研究・討議するため、北海道都市問題会議実行委員会（構成団体・北海道
市長会、開催地元市）が開催する会議に対して、開催に要する経費を助成しています。

■北海道市長会研修支援事業
　主管者研修会議、係長等研修会、政策研修・研究会等

■北海道町村会研修支援事業
　町村職員研修講師養成、研修講師研究会（フォローアップ研修）、全道副市町村長セミナー、政策懇談会等

■北海道市議会議長会研修支援事業
　議員研修会、職員研修会

■北海道町村議会議長会研修支援事業
　議長・事務局長研修会、議員研修会、事務局長研究会、議会事務局研修会、新任局長研修会、議会広報研修会等

■北海道町村等監査委員協議会研修支援事業
　監査委員・補助職員研修会、監査補助職員研修会、監査ゼミナール研修会
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協会事業に関するアンケート調査を実施しました
　北海道市町村振興協会は、当協会が実施する事業等に対する市町村の認識や評
価、意見要望等を把握し、中長期的展望に立った運営方策を検討し、今後の事業展
開に反映するため、道内市町村（札幌市を除く。）を対象とするアンケート調査を４
月６日～27日に実施しました。このアンケートは５年に１回実施しているもので、
調査の結果つきましては、７月中にも報告書として各市町村に送付する予定です。
　また、本年度は地方自治関係団体や市町村職員等で構成する「北海道市町村振興
協会事業に関する調査検討会」を設置し、アンケート結果等を基に市町村のニーズ
に沿った事業展開の在り方や今後の方向性を議論することとしています。

編集担当○×余録
■公文書と言えばＺ務省に某Ａ省…ではなく。行政文書や図面などを発掘して、地
域の歴史を解き明かす作業を経験したことがあります。達筆すぎる毛筆、インクが
にじむ万年筆、和文タイプ、ガリ版刷り、青焼き、ワープロの感熱紙…。記録を基
に現地を歩くと、地形や道路の姿に歴史の断片を見出すことができます。そんなマ
イナーな作業を楽しく映像化したＮＨＫの「ブラタモリ」が注目されています。
■番組では崖を登り、岩石を叩いたり舐めたり。家族はドン引きですが、同じこと
している奴が近くに居ますよ～♪。地域の歴史を分かりやすく解説するアウトリー
チの手法として番組は注目されています。歴史的資源の活用などと大げさなことで
はなく、まずは地図を片手にマチを歩いてみてはいかがでしょうか。〈ま〉

研修支援事業のご紹介

※各事業の詳細及び支援申請等につきましては、当協会事業推進担当にお問い合わせください。
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研修支援事業のご紹介
 ［市町村職員フォトグラフ］　この大地に生きて　─幌加内町教育委員会教育長　小野田　倫久氏

本誌名「プラクティス」の由来
「プラクティス」＝「実行」の意味。自治体職員が業務で直接活用
できる実践的な情報誌という趣旨で名づけました。

PRACTICE
市 町 村 振 興 協 会 コ ー ナ ー

平成30年度宝くじ発売スケジュール

2018年 北海道市町村長交流セミナー・交流の夕べ

市町村長交流セミナー 13 時 30 分〜16 時 50 分

交流の夕べ 17 時 30 分〜18 時 30 分

日時⃝平成 30 年7月 12 日（木）
会場⃝ホテルポールスター札幌2階「ポールスターホール」（札幌市中央区北4条西6丁目）
対象⃝道内市町村長及び北海道幹部職員等

市町村振興を目的とした宝くじは
「サマージャンボ宝くじ」と「ハロウィンジャンボ宝くじ」の2種類だけです。
この宝くじの収益金は、都道府県ごとの市町村数、人口、販売額に応じて配分され、
「市町村の明るく住みよいまちづくり」に使われます。

北海道内の宝くじ販売所でお買い求めください。

講演Ⅰ［13：40〜15：10］　島根大学教育学部共生社会教育講座教授　作　野　広　和氏
講演Ⅱ［15：20〜16：50］　株式会社セコマ代表取締役社長　　　　　丸　谷　智　保氏

市町村長、講師等の来賓、北海道知事及び道幹部職員を対象に開催します。

Information

平成 29 年度のセミナーの様子

　サマー
ジャンボ

ハロウィン
ジャンボ　

宝くじ 宝くじ市町村振興宝くじ 新市町村振興宝くじ

発売予定
期間

発売予定
期間7/9●月 10/1●月8/3●金 10/23●火

58PRACTICE   2018  Spring


	表紙-この大地に生きて
	目次-扉
	特集　提言
	実例Part①　月形町・三笠市・岩見沢市・美唄市
	実例Part②　福島町
	実例Part③　厚真町
	実例Part④　上川町
	実例Part⑤　増毛町
	リレーインタビュー①　株式会社JTB
	リレーインタビュー②　NPO法人 歴史的地域資産研究機構
	リレーインタビュー③　江差町長
	リレーインタビュー④　国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所
	NEWS TOPIC
	市町村の重点政策Vol.①　妹背牛町/前半
	市町村の重点政策Vol.①　妹背牛町/後半
	市町村の重点政策Vol.②　別海町/前半
	市町村の重点政策Vol.②　別海町/後半
	市町村の重点政策Vol.③　岩手県紫波町/前半
	市町村の重点政策Vol.③　岩手県紫波町/後半
	研究者コラム　「産学官連携によって地域活性化に貢献する」
	健康コラム　「膵臓の話」
	食コラム　「野菜ソムリエのベジフルランド」
	弁護士コラム　「条件付採用期間中の職員の分限免職処分」
	市町村の動き　仁木町　沼田町　積丹町
	市町村の動き　占冠村　奥尻町　猿払村
	市町村の動き　遠軽町　豊頃町　釧路市　羅臼町
	講演①　シニア層が活躍する地域づくり　市町村職員研修会　公民連携時代における自治体職員の役割
	講演②　シニア層が活躍する地域づくり　市町村職員研修会　シニア層の社会参加と地域づくり施策
	市町村振興協会コーナー　お知らせなど



